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SPECI A L EDITION With

みずほフィナンシャルグループ創立150周年記念特別号

PROACTIVELY INNOVATE TOGETHER WITH OUR CLIENTS
FOR A PROSPEROUS AND SUSTAINABLE FUTURE.



「それでは意味がないでしょう！」

アーティストの一喝で、先例のないプロジェクトが動き出した。

1980年代に社会メディアとアートを横断した制作活動で脚光を浴び、現

代アートの旗手として日本のアートをけん引。現在は東京藝術大学の学

長を務める日比野克彦氏に、本誌の表紙を飾る作品の制作を依頼したと

ころ、返ってきたのがこの一言だった。アートでパーパスを表現したいな

ら、文字通り「ともに」制作しようではないか─。こうして、日本を

代表するアーティストと〈みずほ〉源流プロジェクトのメンバーが、共同

で表紙作品をつくることになった。挑むのは、六曲屏風という大作。日

比野学長の陣頭指揮のもと、美濃和紙を染め、モチーフである数字を

切り出し、自分のひらめきを作品に込めていく。気がつけば、木原正裕

グループCEOも一心にハサミを動かしていた。〈みずほ〉の新たな歴

史がまた1ページ、刻まれた。

COVER DESIGN:
BEHIND THE SCENES

今日がなければ生まれてこなかった風景
自分が関わらなければ感じられなかった情景

今日まで積み重ねた時間はひとりひとりみんな違っている
だから「ともに創る」ものは美しい

日比野克彦

〈みずほ〉meets東京藝大
表紙作品「ともに創る」制作舞台裏

 制作の場となったのは東京の
みずほFG本社。最初の工程は「染
め」。日比野学長自ら持参したア
クリル絵の具で、各自が和紙に
色を塗る。乾いたら、色とかたち
をイメージして自分だけの数字を
切る（木原グループCEOは「こ
れが好きだな」と緑色の紙から
数字を切り出した）。同じ数字ご
とに台紙に貼って完成。最終的
には6枚つなぎの屏風に。

C over :

a r t wor k s by 

M i z u ho or ig i n proj e c t te a m 

s p e c ia l t ha n k s to 

Ka t s u h i ko H i bi no, Tok yo 

Un iver s it y of t he A r t s
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PROACTIVELY INNO VATE TOGETHER 
WITH OUR CLIENTS  FOR A PROSPEROUS 
AND SUSTAINABLE   FUTURE.

日々新たな視点で変革や改善に取り組み、未来を変えていく。
挑戦を支え、自らも変革に挑戦しながら、豊かに実る未来を共創していく。
私たちの、新たな未来が始まる。

photo g ra ph by Tor u H i ra iwa　平岩 享 ＝ 写真
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ともに挑む。ともに実る。

みずほFG木原正裕社長とSAMURAI 
BLUEの選手たち。写真左から、谷
口彰悟、田中碧、久保建英、古橋
亨梧、遠藤航の5選手。
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　一方で、大切にすべき伝統もあります。脈 と々息づ
いてきたDNAがある。そこに若手の発想を取り入れる
ことで、組織は活性化します。
森保：過去をしっかりと認識し、それを今につなげるこ
とが大切だと私も思います。歴史を今に活かし、さらに
発展させ、未来にどうバトンタッチするか。日本代表の
勝利と日本サッカーの発展のため、過去・今・未来と
いう時間軸で考えるようになりました。
　実は、日本代表監督に就任したとき、これまでの日
本代表の歴史をすべて見返したんです。W杯出場の経
緯と全試合内容を振り返り、そのうえで、次の大会に
どう挑んでいくかを考えました。過去の積み上げがある
から、今、有効な手立てが打てる。変えていいこと、
変えなければいけないことがわかる。でも、変えなくて
もいいこと、変えてはいけないこともあります。だから、
まずはベースを積み上げ、それを山のごとく高くしてい
くことを考えます。何でも新しいものに変えてしまったら、
ベースも失うことになります。
　その意味では、中堅・ベテランはベースができており、
経験値に裏打ちされた豊富な引き出しがある。若手は
そうした積み上げは少ないけれど、経験していないから
こそ、自由な発想ができる。中堅・ベテランにこれまで
の経験を伝えてもらいながら、そこに若手の新しい発想
をもち込むことができれば、今まで気づかなかったこと、
やるべきことが見えてくるはずです。「これまで」と「こ
れから」を組み合わせて、強い組織をつくっていく。

若者よ、やんちゃであれ

木原：森保ジャパンの強さのひとつに「プレスの速さ」
がありますが、これはまさに、中堅・ベテランと、若手
の融合といえますね。
森保：おっしゃるとおりです。だからこそ、若手には“や
んちゃ”であってほしいですね。どんな意見も大切です

　東京・大手町の金融街を一望する、みずほフィナン
シャルグループ本社ビルの高層階。グループCEOの木
原正裕が出迎えたのは、SAMURAI BLUE（サッカー
日本代表）の監督として世界の頂点に挑む森保一、そ
して日本最高峰の芸術大学とたたえられる東京藝術大
学の学長を務める日比野克彦。組織の指揮官であり、
次世代を育成する指導者でもある3氏が、思いをぶつ
け合った。

木原正裕（以下、木原）：日本を代表するリーダーで
あるおふたりにお聞きします。もしご自分が〈みずほ〉
の社長だったら、どうしますか？　森保監督なら、何に
取り組みますか？
森保 一（以下、森保）：えっ！
木原：ぜひ教えてください。
森保：自分が今、監督という立場で強く意識している
ことに照らし合わせるなら……若手の価値観を活かす、
ということでしょうか。
　日本代表チームは若手、中堅、ベテランの選手で組
織されています。中堅とベテランはすでにある程度の経
験を積んでいるので、これまでやってきたことを活かし
て今後につなげていけばいい。ところが若手は、発想
がもはや別次元。監督として一緒に活動していても、
脳が違うと感じてしまう（笑）。彼らの発想を吸い上げ、
活かしていくことができれば、組織の力は大きく高めら
れると考えています。　
木原：まったく同感です。というのも、〈みずほ〉では
上司と若手の役割が逆転する「リバースメンター制度」
を導入していて、実際に私も、入社2〜3年目の社員
からいろいろなことを教わっているんですよ。彼らの考
えていることが、10年後、20年後の金融をかたちづく
っていくわけですから、若手の意見に耳を傾けることは
大事だと思っています。
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巻頭
トップリーダー
鼎談

日比野克彦

東京藝術大学 学長

木原正裕

みずほFGグループCEO

森保 一

サッカー日本代表 監督

サッカーを通して地域や社会に貢献したい。芸術の力で社会を豊かに変えていきたい。
経済を活性化させることで日本をもう一度強くしたい─。活動分野は違えど、
志を同じくする3人が初鼎

て い

談
だ ん

。各界をけん引するトップリーダーとして、ともにめざすものとは。

tex t  by Tor u Ue s a ka   |   photo g r a ph s b y Tor u H i r a iw a

上阪 徹 ＝ 文　平岩 享 ＝ 写真

金融  スポーツ  アートの力で
日本はもっと元気になれる

木原正裕
みずほフィナンシャルグループ
取締役 兼 執行役社長
グループCEO

M A S A H I R O K I H A R A

きはら・まさひろ◎1965年、東
京都生まれ。みずほSC財務企
画部長、常務執行役員などを経
て、2021年みずほFG執行役常務。
22年2月、FG執行役社長グルー
プCEO兼グローバルプロダクツユ
ニット長。同年4月に執行役社長
グループCEO、同年6月より現職。

T R A N S FO R M I N G 
T H E F U T U R E TO G E T H E R

TO P L E A D E R 
D I S C U S S I O N
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ないこと。金融の世界にいると、「これが正しい」「これ
が絶対だ」と考えがちですが、世の中はそんなに単純
ではないし、きれいごとばかりではないですよね。世の
中には多様な価値観があって、我々のお客さまもいろい
ろな価値観をもっています。アートを通してそれを理解
することは、金融という事業を展開するうえで、とても
大きな意味をもつと考えています。
日比野：1+1＝2という共通の答えがないのが、アート
の世界です。木原社長にとっての“よいアート”が、森
保監督にとっての“よいアート”かどうかはわからないし、
おそらく違うと思います。“よいアート”という基準はな
い、それがアートの特性です。
木原：アートと金融をかけ合わせると、どんなことが可
能になると思いますか？
日比野：アートは数値化や定量化がしにくく、科学的
な評価が難しいものだと考えられています。でも、アー
トと同じように言語を超え、国を超えて感動を与えてい
るスポーツは、今、数値化に挑んでいます。例えば日
本サッカー協会は、社会的インパクトを数値化しようと
しています。東京藝大も、この事例を参考にして、人
の心の感動をきちんと定量化する努力をしていく。幸せ
になる方法は、預金通帳だけじゃない。スポーツやア
ートでも豊かになれる。これからは、その計算方法を
発明していく時代だと思っています。　
　ところで、木原社長がサッカー日本代表監督だった
らどうしますか？
木原：それは難しいでしょう。
森保：ぜひ教えてください！
木原：また、そんなこと言って（笑）。そうですね、ぼ
くはやっぱり、あらゆる国から「日本と試合をしてみたい」
と言われるチームをつくりたい。そうすると、日本はどん
どん活性化するはずです。もうそのレベルに達してきて
いると思いますけどね。
　それから、選手と徹底的に対話をする。森保監督も
選手との対話を重視されていると聞いていますが、私も
対話を通して選手を理解することから始めると思います。
やはり組織は人で動きます。人のモチベーションこそが、
組織を動かすわけですから。
日比野：東京藝大の学長だったらどうします？
木原：それはもっと難しいなぁ（笑）。
日比野：ぜひ教えてください！（笑）

ればならない。アートに接することにより人間の行動が
変容すれば、その蓄積が、大きな社会課題を少しずつ
解決していくのではないか。
　アートには、人間の共通項である「心」を束ねる力
があります。さまざまな心をアートがつなげていくことで、
共生社会を築いていきたいですね。
木原：それは、まさに「ともに挑む。ともに実る。」を
掲げる我々がめざすところでもあります。ぜひ一緒にい
ろいろな共生社会をつくっていきましょう。
〈みずほ〉は民間企業ですが、森保監督が率いる日本
代表のように、国を背負っているという気持ちを常にも
っています。お客さまの幸せと感動を追求し、それが結
果として社会全体の豊かさを生み、国の力になっていく
─そんな役割があると思っています。
　日本を元気にしたい。そのためには、挑戦し続けな
ければならない。でもそれは、いずれ必ず実りを生みま
す。一緒に、日本全体を盛り上げていきましょう。

が、若手の意見には特別なエネルギーがある。みんな
が同じ意見だったり、誰もが正しいと思っていることで
あっても、違う見方が出てくると、もう一度問い直すき
っかけになります。複数の選択肢があるから最善策を
導くことができる。そのためにも、多様な視点が必要な
んです。やんちゃなエネルギーとやんちゃな考え方が

（笑）。
木原：では日比野学長、もし〈みずほ〉の社長だったら、
どんなことに挑戦したいですか？
日比野克彦（以下、日比野）：ぼくはアートの仕事をし
ていますが、金融とアートはかけ離れた存在のようでい
て、根本的なところは同じだと思うんです。
　金融は、世の中の経済を回すうえで共通の単位とな
っている「通貨」を扱います。通貨はそもそも、人の
豊かさや幸せの価値を測り、交換し、蓄えたりするため
に生まれました。人の豊かさや一人ひとりの喜びを求め
るという意味では、アートも同じ。成り立ちをたどると、
両者は同じところに行き着くのです。
　一人ひとりの豊かさを実現に近づけるのが金融の役
割だと思いますが、その手段はもっといろいろあるはず
です。従来のやり方に縛られることなく、手段を広げ、
新しい取り組みに挑戦してみたいですね。
木原：アートが面白いのは、はっきりとした答えをもた

木原：東京藝大は産官学連携のプロジェクトを数多く
やっていますが、その輪を、これまで以上に広げていき
たいですね。アートは新たな気づきを与えてくれますし、
輪を広げることでアーティストの活躍の場も生み出せる。

〈みずほ〉の決算資料に、藝大生のアート作品を掲載
したのもそのひとつです。こうしたコラボレーションを、
どんどんやっていきたい。
　今の時代は変化が激しく、さまざまな課題を抱えて
います。現代の課題は、自分たちだけでは解決できな
い複雑なものが多い。だからこそ、こうしたコラボレー
ションで挑戦と挑戦をつなぎ、その挑戦に寄り添い、自
分たちもともに挑戦していく。その思いが「ともに挑む。
ともに実る。」という〈みずほ〉のパーパスに結実して
いるのですが、ぼくにとってはこの「ともに」が、すご
く重要なんです。
　森保監督は、サッカーを通して、どんなことに取り組
んでいきたいですか？
森保：スポーツが地域貢献、社会貢献ができるツール
であり、コンテンツであるという認識をもってもらえるよ
うに、サッカーを通して取り組んでいきたいと思ってい
ます。そのためには、日本代表の勝利はもちろんのこと、
子どもたちをはじめ、全世代に夢や希望をもってもらえ
るようにしたいですね。我々の活動を、日常の活力にし
てもらいたいのです。選手の頑張る姿に、日本の皆さ
んが元気や勇気をもらい、明日に向かっていけるように
なればと思っています。
　あとは国の代表ですから、みんなでひとつになって戦
う、挑戦するという時間を共有したい。国歌から始まる
代表戦に共闘、共感、共鳴していただけたらうれしい
です。代表監督になって、国に貢献したい、この国の
皆さんに少しでも喜んでもらいたいという気持ちは、本
当に強くなりました。
木原：日比野学長は、アートの力で共生社会をつくる
と掲げています。アートは社会に対してどんな役割をも
つとお考えですか？
日比野：アートには、人の心を動かす力があります。
例えば、絵の前に立つと、フワッと気持ちが動く瞬間が
ある。この心の動きが、人間に行動変容をもたらすきっ
かけになるのです。環境問題など地球規模の問題は、
人間のこれまでの行動の蓄積によって生まれてきました。
解決するには、一人ひとりの行動が変容していかなけ

P R O A CT I V E LY I N N O VAT E TO G E T H E R W I T H O U R C L I E N TS 
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 2023年10月13日には、日本
代表の国際親善試合を初冠協
賛。新潟県デンカビッグスワン
スタジアムにて「MIZUHO BLUE 
DREAM MATCH 2023」が開催。

 各種IR資料もアートで彩られる
ことに。第一弾は23年中間期の
決算資料。藝大生が〈みずほ〉の
パーパスに着想を得て制作したと
いう前衛的な作品が表紙を飾った。

森保 一
SAMURAI BLUE

（サッカー日本代表）監督

H A J I M E M O R I YA S U

もりやす・はじめ◎1968年、静
岡県生まれ。長崎日大高校を卒
業後、マツダサッカークラブ（現
サンフレッチェ広島）に入団。日
本代表には92年に初選出。35
試合出場、1得点。2003年に現
役引退後、広島の監督として3
度のJ1制覇。17年に東京五輪の
男子代表監督に就任。18年より
日本代表監督を務め、22年カタ
ールW杯ではベスト16に導いた。

日比野克彦
東京藝術大学 学長

K ATS U H I KO H I B I N O

ひびの・かつひこ◎1958年、岐
阜県生まれ。東京藝術大学大
学院美術研究科修了。在学時
にはサッカー部に所属。デザイ
ン、絵画、舞台美術、映像、パ
ブリックアートなど領域横断的に
活動。2007年より東京藝大美術
学部教授。22年4月に第11代学
長に就任。岐阜県美術館長、熊
本市現代美術館長、日本サッカ
ー協会社会貢献委員長も務める。

東京藝大と連携し、豊かで彩りある未来をめざす

サッカー日本代表とともに、世界に挑む

　 幸せと感動を追求し、それが結果として社会全体の豊かさを生み、国の力になっていく─そんな役割がある　

M I Z U H O  A R T

M I Z U H O  S P O R TS

2023年11月7日、〈みずほ〉
は東京藝術大学と包括連携
協定を締結（右写真は調印
式）。藝大が培ってきた自由
な発想や既成の概念にとら
われない視点と、〈みずほ〉
がもつ金融の知見を活か
し、地方創生や社会課題の
解決に向けて協力していく。
具体的には、みずほ銀行会
津支店を舞台に、アートを
起点とした地域活性化およ
び人材育成をめざす「会津
プロジェクト」など。

〈みずほ〉のパーパスを体現するサッカー日本代表とともに、
大きな夢に挑戦していきたい─。2013年4月、〈みずほ〉
はサッカー日本代表チームサポーティングカンパニー契約を
締結。2023年１月からはメジャーパートナーとして、
SAMURAI BLUE（日本代表）をはじめ、なでしこジャパン（日
本女子代表）、U–23、U–20、U–17、フットサル、ビーチサ
ッカー等、すべての日本代表を応援している。

T R A N S FO R M I N G 
T H E F U T U R E TO G E T H E R

TO P L E A D E R 
D I S C U S S I O N
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鹿島 茂「渋沢栄一が求めた資本主義の概念と理想の世界」12
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表紙作品「ともに創る」制作舞台裏
C O V E R D ES I G N : B E H I N D T H E S C E N ES01

ともに挑む。ともに実る。

P R O A CT I V E LY I N N O VAT E W I T H O U R C L I E N TS 
FO R A P R O S P E R O U S A N D S U STA I N A B L E F U T U R E .
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巻頭トップリーダー鼎談
金融×スポーツ×アートの力で日本はもっと元気になれる
木原正裕　みずほ FG グループ CEO

森保 一　SAMURAI BLUE（サッカー日本代表）監督

日比野克彦　東京藝術大学 学長

TO P L E A D E R D I S C U S S I O N04

PA R T 01  O R I G I N S
みずほの源流

数字で見る〈みずほ〉のダイバーシティ
D I V E R S E TA L E N T A S A C O M P E T I T I V E A D VA N TA G E40

4エンティティ長が大いに語る
「ともに挑む。ともに実る。」未来の創り方

E X EC U T I V E R O U N D TA B L E64

PA R T 02  W H E R E W E A R E
みずほの現在地

ショートショートで描く〈みずほ〉の近未来 
田丸雅智「記憶の銀行」

72

PA R T 03  TO WA R D S T H E F U T U R E
みずほの未来

ともに挑む、仲間がいる。
26 I N N O VAT I N G TO G E T H E R

P I C K - U P 01	 グローバルビジネスのめざすべき姿

P I C K - U P 03	 社内アドバイザーが社員の「自分らしい」キャリアを支援

P I C K - U P 02	 社員が「自分らしく」働くことを実現する〈かなで〉に込めた想い

P I C K - U P 04	 多様な人材に開かれた採用の入り口

TA K I N G O N C H A L L E N G ES - S O C I E T Y48

TA K I N G O N C H A L L E N G ES - G L O B A L58

C A S E 01	 〈みずほ〉×京セラによる太陽光発電サブスクビジネス

C A S E 01	 脱炭素化社会の“変化の穂先”であれ　新規事業構想が開く銀行の未来

C A S E 03	 ビジネス部門とともに挑む〈みずほ〉の IT 改革

C A S E 03	 銀行と証券の枠を超えるために日・亜・英のグローバルタレントが集結

C A S E 02	 地方発のイノベーションが会社を動かす「事務ボーダレス化」 TA K I N G O N C H A L L E N G ES – F U T U R E80

C A S E 01	 「高級品投資の民主化」をめざして

C A S E 03	 時代のフロントランナーになれ！ 生成AIの実装で描く未来予想図

C A S E 02	 秋田県でみずほ銀行がともに挑む世界初の「SIB事業」

A F T E R W O R D90

100年後の未来へと続くマイルストーン
C A S E 02	 米州みずほが歩んだCIBプラットフォーム構築の舞台裏

C A S E 04	 サステナブルな不動産事業で社会課題に取り組む

C A S E 05	 障がいのある人たちの「主体的に考え行動する」を支える組織のあり方

※みずほグループ各エンティティの表記について
　本誌では下記の略称を使用しています。
　　FG＝株式会社みずほフィナンシャルグループ
　　BK＝株式会社みずほ銀行
　　TB＝みずほ信託銀行株式会社
　　SC＝みずほ証券株式会社
　　RT＝みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社

※内容・役職について
　2024年1月時点の情報です。
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近代日本の幕開けとともに誕生した〈みずほ〉。
社会経済の発展を願い、果敢に時代に挑んだ先人たち。
ますます不確実性を増す世界に挑む、これからの私たちに何を語りかけるのか―。
ともに挑んで、ともに実らせてきた〈みずほ〉のDNAを知る。

みずほの源流

日本で最初の銀行にして〈みずほ〉
の源流、「第一国立銀行」創立
の年。

1873

10  |   F OR B E S JA PA N  |   S PE C I A L E DI T ION



〈みずほ〉が打ち出した企業理念は「フェア
でオープン」だが、これはとても良いモット
ーだと思う。なぜ良いか、それを考えてみよう。
  まず「公平な」とか「公正な」と訳される
fairからいくと、これは意外にわかりにくい概
念だ。こんな場合には反対語を含んだ熟語
を調べてみるとよい。辞書から例を引くと、《a 
fair f ield and no favor 公平無私》。《by 
fair means or foul（means） 是が非でも》
という熟語が出てくる。つまり、 fairはfavor

（依怙贔屓）という名詞、あるいは、foul（不
正な、卑怯な）といった形容詞が反対概念
であることがわかる。no favorで、not foul
なのがfairなのだ。
  次にオープンだが、こちらは《with an 
open mind 偏見なく》の例で十分だろう。 
  ということで、フェアでオープンは「公平で
公正、 偏見なく」ということになり、企業理
念としては文句のつけようがないと思われる。
  だが、私なら、「ちょっと待て」と言うだろう。
フェアでオープンなのはいいが、ビジネスに
おいてフェアとオープンが矛盾したらどうなる
のかという問題を立てておかなくてはならない
からだ。フェアであろうとするとオープンでな
くなり、オープンであろうとするとフェアでな
くなるというケースもないわけではないのだ。
具体的にどんなケースか？
  たとえば、融資先を決める場合、オープン
という原則がある以上、あらゆる業種、企業、
個人を対象にして、偏見を持たずに融資先
を決めなければならない。また、グローバル
化は必然なので、人種、国籍、民族、地域、
貧富の差などの条件も撤廃するのは当然だ。
しかし、そうなると与信リスクを考慮して貸し

の社長である。うちの会社の現状では何が第
一で、何が第二、とはっきり指示できる社長
は『戦略的レベル』の社長である。
　社長の役目は、会社の現状を正しく分析
し、何を重点として取り上げなければならな
いかを選択し、それを論理的に説明すること、
つまり戦略的思考をすることに尽きると思う」

（小倉昌男『経営学』）

渋沢栄一の生涯を決めた
16歳のある日の出来事

　さて、長 と々引用したが、それは、〈みずほ〉
の掲げる「フェアでオープン」という二つの
企業理念のうちどちらを優先したらいいのか、

「論理的に」考えてもらうためである。
　ちなみに、私の取りあえずの答えは、フェ
アでもオープンでもどちらでも構わない、とい
うもの。
「フェアが第一、オープンが第二」が来ると
予想した人がいるかもしれないが、じつは「オ
ープンが第一、フェアが第二」の場合でも、
同じように矛盾が出てくるのである。これは、
モットーを二つ掲げるとどちらを優先順位一
位にしても矛盾が生じることを意味する。し
かし、それでも、社員に迷いを生じさせない
ために経営者は優先順位をつけて臨むべきな
のである。ただし、その優先順位を状況を考
慮しながら論理的に説明できなければならな
い。それをすることこそが経営者の仕事なの
である。
　上の引用で小倉昌男が「うちの会社の現
状では何が第一で、何が第二、とはっきり指
示できる社長」とはまさにこういうことなのだ。
極端に言ってしまえば、「〇〇が先（第一）、
××は後（第二）」の〇〇と××に何が入って
も構わないが、優先順位をはっきりと明示し、
その優先順位の論理的帰結を予想したうえ
で明確な説明を行わなければならないという
ことなのである。　
　この意味で、「サービスが先、利益は後」
というモットーに感心して、常にこうでなけれ

　利益のことばかり考えていれば、サービス
はほどほどでよいと思うようになり、サービス
の差別化などはできない。となると、収入も
増えない。よって利益はいつまでたっても出
ない。こんな悪循環を招くだけである。
　つまり、どちらを先に考えるかで、結果は
良くも悪くもなる。経営には常にトレードオフ
の問題がある。それに対する正しい対応を考
えるのが、経営者の大きな責任であると思う。
　ただし、『サービスが先、利益は後』とい
う言葉を、社長が言わずに課長が言うと、そ
この社長に『お前は利益はなくても構わない
と言うのか』とこっぴどく叱られるおそれがあ
る。『サービスが先、利益は後』というのは、
社長だから言える言葉である。だからこそ、
逆に社長が言わなければならない言葉なので
ある」
　小倉昌男は、この後で種明かししていて、
この「〇〇が先、××は後」というモットーは、
自分の創作ではなく、青年時代に子会社の
静岡運輸に出向していたとき、労災事故を減
らすために模範的な木工所を見学したさいに
学んだと打ち明けている。その木工所には「安
全第一、能率第二」という張り紙がいたると
ころに張ってあり、工場経営者から「安全も
能率も、どっちもしっかりやれと言っていた時
分は、結局どちらも中途半端でしたね」と教
えられたのだ。この言葉に小倉昌男はいたく
感銘を受け、自社に帰るとさっそく「安全第
一、営業第二」のポスターを張らせた。する
と、目に見えて労災が減り、営業はむしろ好
調になった。この経験から小倉昌男は次のよ
うな経験を得たのである。
「安全月間になるともちろん“安全第一”の
号令が下る。製品のクレームが来ると、品質
第一で頑張れと命令が下る。とにかく何でも
“第一”の命令が好きな社長は多い。
　だが“第二”がなく、“第一”ばかりあるとい
うことは、本当の第一がない、ということを表
してはいないだろうか。
　何でも“第一”の社長は、『戦術的レベル』

出し金利や担保の取り方も変える必要が出て
くる。
　だが、いっぽうではフェアという原則もある
から、金利差や担保の取り方に不公平、不
公正があってはならないが、完全にフェアな
金利差、担保の取り方となると、たとえコン
ピュータに思考させたとしてもそう簡単には答
えが出てこないだろう。
　このように、いかにそれ自体は優れた、素
晴らしいスローガンであっても、それが複数
ある場合は、互いに矛盾するケースも起こり
得るから、社員はどちらのスローガンを優先
すべきか迷うはずだ。こんなときには、経営
者は、社員に向かって「そんなことは自分で
考えろ」と言っては絶対にいけない。どちら
を優先すべきかを、明確に指示しておくべき
なのだ。
　これについて、理想的なサンプルを示した
のが、ヤマト運輸の元社長・会長で、宅急
便の創案者であった小倉昌男である。小倉
昌男は『経営学』（日経BP社）で、トレー
ドオフ（二律背反）の関係にあるサービスと
コストという問題に考えを巡らし、サービスは
コスト（裏を返せば利益）に優先するという
結論に至った経緯をこう回想している。
「サービスとコストはトレードオフだが、両方
の条件を比較検討して選択するという問題で
はない。どちらを優先するかの判断の問題な
のである。
　だから、手間ひまかけてメリットやコストの
計算をするのはやめてほしい。それよりも、サ
ービスを向上するためにはどうしたらよいか、
それだけを考え、実行してほしい─。私は
皆にそう訴えた。そこで『サービスが先、利
益は後』のモットーを作ったわけである。（中略）
　私が唱える『サービスが先、利益は後』
という言葉は、利益はいらないと言っている
のではない。先に利益のことを考えることを
やめ、まず良いサービスを提供することに懸
命の努力をすれば、結果として利益は必ずつ
いてくる。それがこの言葉の本意である。

E I I C H I S H I B U S AWA : 
FA I R & O P E N01 O R I G I N S

EIICHI SHIBUSAWA: FAIR & OPEN

若き日の渋沢栄一が刀を携え海を渡り、フランスの地で見たもの。それは、あるルールに基づいて動く社会だった。
そこで大きな感動を覚えた渋沢が変革を求める日本へ持ち帰ったものは何であったか。
19年をかけて渋沢伝を上梓したフランス文学者による、近代日本の資本主義懐胎の物語。

tex t  by Sh iger u Ka s h i ma   |   e d it  b y Ya ich i Ko da ma  |   i l lu s t r a t ion s b y A lek s a nda r S a v ić

鹿島 茂 ＝ 文　児玉也一 ＝ 編集　アレクサンダル・サビッチ ＝ イラスト

鹿島 茂
「渋沢栄一が求めた資本主義の概念と理想の世界」
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て父に怒りをぶつけたところ、世の中はそうな
っているのだから仕方ないと諭された。かくし
て、栄一は、ならば、その世の中とやらを変
えるしかないと発奮し、尊王攘夷運動に身を
投じたのだ。ところが、計画したテロ行為が
寸前で挫折したことから、紆余曲折があって
一橋家の家臣となり、さらには、一橋慶喜が
第十五代将軍に就任するに及んで、こと志と
違って幕臣となってしまったのである。
  渋沢栄一はこの境遇におおいに悩んだが、
そのとき、慶喜から1867年にパリで開かれる
万国博覧会に将軍の名代として弟の昭武を
派遣するから、その会計担当の随行として昭
武を補佐しろという命令を受ける。これが後
に渋沢栄一と日本の運命を大きく変えること
になる。

フランスで参加したゲームから
学んだ「信用」の原則

　1867年2月にフランス郵船で横浜を出発し
た万博派遣団一行が運河開削中のスエズ地
峡についたとき、渋沢栄一はその工事の壮大
さに驚くが、じつはそれ以上に驚愕したこと
があった。工事の主体がエジプト副王（パシ
ャ）でもフランス皇帝のナポレオン三世でも
なく、フェルディナン・ド・レセップスという
私人が率いるスエズ運河会社というプライベ
ート企業であるということだった。理財の才
に富んだ渋沢からすれば、スエズ運河開削
工事に膨大な資本を必要とすることはすぐに
わかる。だが、そんな巨大資本を用意するこ
とが一介のプライベート企業に可能であると
はどうにも思えなかった。そこで通訳を介し
て質問したところ、資本は株式という形式で
調達しているという答えが返ってきた。この
答えによって、渋沢栄一はヨーロッパの先進
国の国富の根源を理解したと思ったのである。
すなわち、どれほど巨大な事業であろうとも、
その事業が「今日の世の中に必要」であり、「か
つ公益的な性質のものである」かぎりは、そ
の事業に取り組もうと試みる事業家が民間か

思ったのである。
　そこで、渋沢栄一は、ゲームに加わらなけ
ればゲームの規則はわからないという鉄則に
従い、フリュリ・エラールの薦めに応じて余
剰金を運用してみることにした。すなわち、
節約した経費でまずフランス国債を買い、次
に利が乗ったところで国債を売却して鉄道株
を当時の2万円ばかり買ったところ、一年に
も満たないのに、通常の利息のほかに500円
ばかりの利益が出たのだ。この経験について
渋沢栄一はこう述べている。
「私は此時経済といふものは斯う云ふ風にす
ればよいものだと感じ、且つ進歩せるフラン
スの商工業を実地に見聞して、日本をして盛
んにならしむるには、どうしても商工業の施
設を完備して大いに之が発展を計らなければ
ならぬと痛感したのである」（『青淵回顧録』）
　このように渋沢栄一は債券運用というゲー
ムに実際に参加してみることで、ゲームの規
則を理解したのだが、では、そのゲームの規
則とは何だったのだろうか？
  それは株式や国債、社債などの債券に内在
する「匿名性」、「分割性」、「有限責任」と
いう三つのルールだった。

べきではありません」
  つまり、小倉昌男も渋沢栄一も、社会の発
展に寄与するという目的にかなっていなけれ
ば事業を興す意味がないと言っているのだが、
しかし、いろいろと調べてみると、「社会発展
に貢献するための事業創造」というコンセプ
トは渋沢栄一がこれを主張するようになって
初めて市民権を得たものなのである。
　では、いったい、このコンセプトを近代日
本で最初に懐胎するに至った渋沢栄一という
人物はそもそもどのような経歴の実業家だっ
たのだろうか？

　NHKの大河ドラマで描かれたように、渋
沢栄一は1840年に埼玉は深谷・血洗島の
豪農の息子として生まれた。父・市郎右衛
門は漢学の素養もある篤農家で、藍玉の加
工販売で実績をあげ、地域の人望も厚かっ
た。栄一はこんな父の背中を見て少年時代
を過ごし、将来は、近在の村々から尊敬を得
るような、父のような「分を知った」大人に
なりたいと思っていた。
  だが、1856年、 16歳のときに生涯を決定
するような出来事が起きる。それは血洗島一
帯を支配する岡部の領主から、娘の結婚に
当たって御用金を必要とするから、栄一の父
に代官所に出頭するよう沙汰があったことに
始まる。父は所用があって行けないので、栄
一が代理として岡部の陣屋（3万石以下の小
領主の城に相当）に赴いたところ、代官が出
てきて栄一の家は500両を差し出すように命
じた。栄一が父の代理なので即答はできな
い、家に帰って父と相談してから返答すると
答えたところ、代官が激怒して栄一を激しく
面罵したのである。
　これに栄一は完全に切れてしまった。「金
を借りるほうが貸す人間よりもいばっているの
はおかしい」と思ったのである。そればかりか、
農民である自分よりも劣っていることが明らか
な代官が武士であるというだけでいばり散ら
すのは許せないと感じたのだ。そこで帰宅し

とで「生きた金」に変身するさまを驚きをもっ
て観察したからである。
　では、株式会社や銀行に共通する本質と
は何なのだろう？　渋沢栄一はこう自問した
に違いない。
　「信用（クレジット）」
　これ以外にはない。
　つまり、渋沢栄一はフリュリ・エラールを
指導員と仰いだフランス経済の「研修」によ
り、「信用の創造」こそが近代資本主義の根
本原理であることを理解したのである。
  しかし、同時に、渋沢栄一は「信用（クレ
ジット）」の通用する範囲というものにも注目
していた。というのも、一橋家の領地で藩札
を流通させた経験があったため、藩内のよう
な狭い範囲でなら、信用の創造が可能である
ということはすでに経験済みだったからだ。
村民全員が顔見知りで、なんらかの姻戚関
係を持ち、信用違反を犯すと逃げ隠れできな
いような狭い範囲でならば、信用はすでにそ
こにある。しかし、フランスのような大きな国、
あるいはヨーロッパのような広大な領域での

「信用の創造」というのはどうすればいいの
か？ 渋沢栄一はその創造原理を知りたいと

ばならないと考えるのは間違っている。小倉
昌男は、ヤマト運輸で社内の猛反対をよそに
宅急便を立ち上げたときには、顧客に自分の
構想している宅急便の便利さを知ってもらう
のが何よりも先決だと考えたからモットーを

「サービスが先、利益は後」にしたのであり、
状況が変わったり、時代が変化したら、逆に

「利益が先、サービスは後」としたかもしれない。
　だが、そうはいっても、優先順位をつける
絶対的基準のようなものはやはり存在する。
この点について小倉昌男は先の引用の中略し
た部分でこう言っているのである。
「企業経営においては、人の問題は最も重
要な課題である。企業が社会的な存在とし
て認められるのは、人の働きがあるからであ
る。人の働きはどうでもいいから、投資した
資金の効率のみを求めたいという事業家は、
事業家をやめた方がいいと私は思う。事業を
行う以上、社員の働きをもって社会に貢献す
るものでなければ、企業が社会的に存在する
意味がないと思うのである」
  ところで、日本には、小倉昌男よりほぼ100
年前にこれと同じことを言っていた実業家が
いる。
　ほかでもない、みずほ銀行の前身の一つで
ある第一国立銀行（後に第一銀行）の創業
者・渋沢栄一である。渋沢栄一は私が編訳
者として纏めた『渋沢栄一「青淵論叢」 道
徳経済合一説』に収録された講演で次のよ
うなことを述べているのである。
「事業を興すに当たって第一に考えるべきこ
とは、その計画している事業が果たして今日
の世の中に必要であるか、かつ公益的な性
質のものであるかという点です。いかに資本
があり、経営の能力があり、また当事者とし
ての適当な人物があって、確実に儲かる見込
みのある仕事でも、合理上、社会のために
必要であるかどうかを考え、必要である場合
に限り計画遂行を決定すべきであって、いか
に確実に儲かる仕事であっても、この点に欠
けるところがあったならば絶対に手を染める

らかならず出現し、なおかつ、その事業家の
呼びかけに応じて株式を購入して事業を助け
る人々が民間にたくさん存在するという事実
に深く感銘を受け、同時に、より詳しくその
仕組みを理解したいと願ったのである。
　渋沢栄一のこの願いは一行がフランスに上
陸し、万博が開かれているパリに滞在中にか
なえられる。というのも、名誉領事という肩
書で一行の世話係としてついたフリュリ・エ
ラールという人物が自ら銀行を経営する経済
人だったため、渋沢栄一は、万博見学のか
たわら毎日のようにレクチャーを受けることが
でき、経済システムの仕組みを理解していっ
たからだ。
　とりわけ、感銘を受けたのが、株式会社と
銀行の金融システムである。渋沢栄一はスエ
ズ運河ショックから、どんな巨額な資金でも
分割可能な株式の募集によって調達可能に
なるという原理に目を開かれたのだが、もう
いっぽうで、フリュリ・エラールが経営してい
る銀行というシステムにも注意をひきつけられ
た。なぜなら、庶民のタンスに蓄えられてい
るだけで国富には貢献しなかった「死んだ金」
が銀行を介して企業や人に貸し付けられるこ
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ターの成功で一気に現実となってしまったの
である。すなわち、ナポレオン三世はクーデ
ターに成功するとただちにブレーンとしてサ
ン・シモン主義の経済学者ミシェル・シュヴ
ァリエと銀行家ペレール兄弟を呼び寄せ、た
だちにサン・シモン主義的経済政策を実行に
移すように命じたのだ。
　では、サン・シモン主義とはいったいどん
な主義なのか？
　エンゲルスの『空想から科学へ』によると、
サン・シモン主義とは空想的社会主義の一
形態ということになるが、しかし、実態はまっ
たく違う。私見によれば、それは集約型の「フ
ェアネスを目指す高度資本主義」である。す
なわち、真の公平性は、固定した富の均等
分割にあるのではなく、富を全体的に大きく
しながらフェアに再分配することによって可能
と見なす考え方がサン・シモン主義なのだ。
そのために、カネ、ヒト、モノが流通しなけ
れば富は大きくならないという見方を取る。
逆に言うと、たとえ人為的であろうとカネ、ヒ
ト、モノが流通すれば富は増えるということ
だ。ならば、資本主義的な土壌がないフラン
スのような社会では、高度資本主義的制度を

「上から」、つまり国家主導で植え付けなけれ
ばならない。そうすれば、サーキュレーショ
ンは一気に可能になる。具体的には、まず大
型のベンチャー・キャピタル型銀行を設立す
ると同時に証券取引所と制度を整備してマネ
ーの流通を図る。ついで、鉄道事業や港湾・
運河・都市交通などの事業をベンチャー・キ
ャピタル型銀行からの融資と株式募集によっ
て一気呵成に遂行する。さらに万国博覧会
を開催して、事物の展示力によってアイディ
アの流通を企てる。ようするに、カネ、ヒト、
モノ、それにアイディアをかなり人為的に流
通させることで、国富を一桁も二桁も上のレ
ベルにもっていき、国民生活全体の底上げを
図るというのがサン・シモン主義の方法なの
であり、渋沢が訪れた1867年の万国博覧会
とは、そうしたサン・シモン主義的な社会改

海運会社、損保会社、それに証券取引所、
商工会議所など、フランスでサン・シモン主
義者たちが試みたような事業を次 と々ほとんど
独力で立ち上げていくのであるが、その心は
といえば、企業努力を介して公平で公正かつ
オープンな社会を実現していくことであった。
　ことほどさように、公平で公正な社会の発
展に寄与できるような企業を永続的につくっ
ていくのが渋沢栄一の願いだったのであるか
ら、格差社会が進行しつつある21世紀の日
本において、渋沢栄一の流れを汲む〈みずほ〉
が、あらためて創業者の一人である渋沢栄
一の信奉した「フェアでオープン」という理
念を掲げるのはたいへんに望ましいと感じる。
さらに言えば、フェアとオープンの順位を決
め、そこに生まれるであろう論理的な関係を
考えてもらいたいと思うのである（ちなみに、
私の個人的な意見は、やはり、フェア→オー
プンの順である）。
  渋沢栄一がいよいよ一万円札の顔となる
2024年において、彼が理想としたフェアでオ
ープンな世界がゆっくりとでもいいから、確実
に実現してゆくことを期待したい。  

ヴィレット大佐（本当は中佐）との付き合い
方や会話を横で観察しているうちに、二人の
間には身分差というものがまったくないことに
気づいたことだった。渋沢から見ると、フリュ
リ・エラールは銀行家であるから町人である。
いっぽう、ヴィレットは軍人であるから武士で
ある。にもかかわらず、二人はまったく対等
に付き合い、対等に議論している。これは渋
沢にとっては驚き以外のなにものでもなかっ
た。そして、この発見が、岡部の陣屋での
屈辱事件と結びついて、渋沢栄一はフランス
では経済において万人が公平であるばかりか、
政治・文化においても公平性が担保されてい
ることに思い至ったのである。
 「階級的観念は微塵もなく、頗るよく調和し
て居る。日本でも斯くありたいものだとつくづ
く感じたのであった」（『青淵回顧録』）
  ところで、こうしたフランスにおける渋沢栄
一の公平性・公正性の発見は、私のような
19世紀フランス社会の研究者からすると、誤
っていると同時に正しいということになる。
　誤っているというのは、フランスの経済にフ
ェアネス原理が導入されたのは、渋沢がフラ
ンスを訪れた1867年から数えてわずか15年
ほど前に第二帝政が成立して以来のことにす
ぎず、 それ以前のフランスにはこうしたものは
存在していないに等しかったからである。つ
まり、第二帝政期という限定された期間に関
しては渋沢栄一の発見は正しいが、それ以
前については誤りであるということだ。
　では、いったい、1852年の第二帝政成立
で何が劇的に変わったのか？
　それは前年にクーデターで独裁的政権を
樹立したルイ・ナポレオン（後のナポレオン
三世）がアムの牢獄に幽閉されていたときに
読んだサン・シモン主義者たちの著作にいた
く感激を受け、もしも権力を握ったらサン・
シモン主義的経済政策を即座に実行しようと
思い定めたことに端を発する。この夢想が実
現しようとはルイ・ナポレオン以外にはだれも
思わなかったが、大統領選挙の勝利とクーデ

　具体的に言うと、渋沢栄一は1868年に帰
国して一年もたたないうちに明治政府に出仕
すると、大蔵省の改正局の責任者として租税
改正、 鉄道敷設といった重要案件に取り組む
と同時に、 銀行条例や株式会社設立規則な
どを立案し、 フランスでサン･シモン主義者た
ちが集団でやった法整備や制度設計をほとん
ど一人で成し遂げたのだ。渋沢栄一は大蔵
省官僚としてサン・シモン主義的経済政策を

「上」から実施しようとしたのである。
　だが、資本主義の立ち上げに獅子奮迅の
努力を続けながらも、渋沢栄一の心にはいや
し難い空しさが生まれていたようだ。それはフ
ランスで出会ったフリュリ・エラールのような
精神的に独立した経済人というものを生み出
すことはどうしてもできないという悩みだった。
ならば、自分が野に下って新しいタイプの経
済人となるほかはないと思い詰めたのだ。
　その思いは、明治6年、渋沢が大蔵卿・
大久保利通と対立し、上司の井上馨と袖を
連ねて大蔵省を去ることで現実となる。
　かくて、野に下った渋沢栄一は明治6年7
月にプライベート・バンク第一号となる第一
国立銀行を開業し、円札の発行を軌道に乗
せると、翌々年には頭取に就任し、日本の経
済革命の陣頭指揮を執るようになったのだ。
それは、ほかでもない、フランスにおいてペ
レール兄弟のクレディ・モビリエが果たした
ような社会改造の先兵たる産業投資銀行を
軌道に乗せるためであった。
　以後、製紙会社、鉄道会社、紡績会社、

　まず「匿名性」だがこれは国籍、性別、
富裕度、身分・職業などの属性に関係なく、
だれでも株式や債券を購入できることを意味
する。ひとことで言えば万人にオープンという
規則である。渋沢栄一は自分のような外国
人でも株や債券が買えて、利益を得ることが
できるということに驚くと同時に感動したのだ。
  次に「分割性」だが、これは、どんなにわ
ずかな蓄えしかないものでも、自分の限度内
において金融マーケットに参加できることを
意味する。つまり、タンス貯金という庶民の「死
んだ金」を「生きた金」に転換して経済の
血液にするシステムなのだ。
　三番目の「有限責任」だが、これは投資
家は、自分が購入した分の株式や債券など
については責任を負う（つまり投資した資産
がゼロになっても自己責任）が、それ以外に
生じた損益については責任を負わないという
システムで、リスクヘッジすることで、参加者
を増やすという目的を持つ。
　渋沢栄一は自らゲームに参加することで、
こうしたゲームの規則のいずれにも共通する
本質を理解したと思ったのだが、その本質と
はひとことで言えば、ゲームの規則の明示で
透明性を確保し、その透明性のうえで各自が
ルールに従って利潤を追求するというフェア
ネス（公平性・公正性）の原則だった。

カネ、ヒト、モノを流通させて
富を大きくするサン・シモン主義

　だが、渋沢という人間が面白いのは、経済
におけるフェアネスを理解すると同時に、そ
のフェアネスは経済だけにとどまらず、その
枠組みである政治・文化においても支配的
なのではないかと思い至ったことだ。つまり、
フランスという文明そのものにフェアネスとい
う理念が存在しているのではないかと考えた
のである。
  やがて、その思いは、あることをきっかけに
確信に変わる。それは昭武一行の世話係の
フリュリ・エラールと昭武の教育係となった

造の成功がピークに達していた時代の象徴
的なイヴェントだったのである。
　したがって、時代の裏側から見れば、第
二帝政期に万博会場を訪れた渋沢栄一が、
その中にサン・シモン主義的なある種の平等
主義的ユートピアをかいま見たのは決して間
違いではなかったのである。
　しかし、この第二帝政期を除くと、その前
でも後でも、渋沢栄一の発見は誤りというこ
とになる。前については述べた通りだが、そ
の後も、1870年の普仏戦争で第二帝政が瓦
解して第三共和政が成立すると政治的公平
性は確立されたにもかかわらず経済的公平性
は後退してしまい格差社会がひどくなってい
ったからである。
　だが、視野をもっと大きくとり、文明的な
観点から眺めると、渋沢栄一によるフェアネ
ス原理の発見は正しかったとも言える。なぜ
なら、エマニュエル・トッドの家族人類学の
分類によれば、フランス、とわけパリ盆地は
平等主義的核家族（成人した子供と親は別
居し、兄弟は遺産相続において平等）に分
類され、経済的平等主義の傾向がもとから
強いからである。いっぽう、渋沢が属してい
た江戸時代の日本は、トッドの分類では直系
家族（成人した子供と親は同居し、遺産は
兄弟のうち一人、とりわけ長男が受け継ぐ）
に当てはまり、マトリックスでは平等主義的
核家族の反対にあたるから、渋沢がフランス
にフェアな平等性を見出したのはまったく正し
いということになるのだ。

公平、公正な社会に寄与できる、
永続的な企業づくりを願う

　とはいえ、じつを言うと、渋沢がフランス
に公平性・公正性を見出したのが正しかった
か誤りだったかはたいした問題ではない。な
ぜなら、正しかろうと誤っていようと、そう思
い込んだ渋沢栄一は、帰国後に、フランスで
かいま見た公平性と公正性を旨とする社会の
実現に本気で着手したからである。

鹿島 茂◎1949年、神奈川県生まれ。東京大学大学院修了。
共立女子大学教授、明治大学教授を歴任。専門は19世
紀のフランス文学。近著に『書評家人生』『思考の技術
論：自分の頭で「正しく考える」』『エマニュエル・トッド
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関東大震災反動恐慌第一次大戦日清・日露戦争

THE FOUNDING YEARS

王政復古の大号令とともに、1868年明治が始まる。坂の上の雲に向かって、切り拓かれていく新しい時代。
封建社会から資本主義国家へ。殖産興業を支えるために、血液（資金）を循環させなければならない。
銀行・証券・信託、〈みずほ〉の先人たちは、社会・経済の発展と広く国民の幸福を願い、近代日本の金融システムの構築に挑む。
彼らの挑戦は、ときに繋がりときに交錯しながら、この国の豊かな実りの礎となった。

新たな時代にともに挑んだ〈みずほ〉のDNA
金融の力で近代日本をつくった4人の先達

明治維新
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1840－1931年。埼玉県生まれ。日
本の「資本主義の父」と称され、設
立ないし支援した企業・団体は500
にわたる。いずれも、その時に社会
が最も必要としているものは何かを考
えたうえで創設したものである。第一
国立銀行、東京株式取引所、日本
銀行の設立に奔走し、日本勧業銀行
や日本興業銀行の設立委員にも名を
連ねた。2024年から発行される新た
な一万円札の肖像に選ばれている。

1849－1902年。長野県生まれ。苦
しい生活の中、商売への思い強くし
て横浜へ。独立後は生糸や雑貨の商
いを経て仲買人となる。洋銀相場で
財を増やした後、東京株式取引所の
設立を実現。自らも今村商店で証券
取引を手掛けた。その後、陸奥宗光
とともに欧米諸国を巡歴し、海外の
鉄道事業を目の当たりに。帰国後は
日本全国の鉄道事業の立ち上げや支
援に奔走し、鉄道王とも称される。

1838－1921年。富山県生まれ。両
替商・乾物店から身を起こし、その
卓越した商才・経営才覚で、安田銀
行を中心とした圧倒的資金量を誇る
金融グループを形成。銀行経営のノ
ウハウは他を圧倒し、支援した銀行
は全国70以上におよぶほか、日本銀
行理事、日本興業銀行の設立に関わ
るなど、日本屈指の大銀行家である。
社会のためになる投資にも財を惜しま
ず、日本の近代化を支えた。

1877－1951年。山形県生まれ。東
京帝国大学から日本銀行へ入行。旧
知の安田善次郎の死を受けて、安田
保善社理事・安田銀行副頭取に就任
した後に、日本興業銀行第6代総裁
に就任（安田・興銀の発展に多いに
貢献）。その後も商工中金初代理事や、
商工会議所会頭を経て、1937年に大
蔵大臣として入閣。44年には第15代
日銀総裁に就任する。華麗なる経歴
ながら、終生人を育て大切にした。

　明治維新を経て独立近代国家を目指す日本。当時の金
融機関といえば、江戸時代から続く両替商であったが、産
業発展のための安定的資金供給源としては、非常に心許
ない状況。近代的な銀行制度の設立が急がれた。大蔵官
吏として活躍していた渋沢栄一は国立銀行条例制定に尽力

（1872年に発布）。その後、渋沢は野に下り、有力ながら
ライバル関係にあった三井組・小野組への戒諭説得に奔走
しながら、共同出資を実現。かくして、日本で初めての株
式会社にして銀行「第一国立銀行」は73年に設立され、
渋沢は初代総監役に就任。その後頭取に就任し、創立以
来43年にわたり主宰者として銀行の形を作り発展に導いた。

　1864年、安田善次郎は東京日本橋に「安田屋」（後に「安
田商店」）を開店。明治政府が発行する太政官札の引受を
通じて利を成し本両替商になると、自社が保有する公債を
担保に差入れながら、中央官庁や地方自治体の公金取り
扱いを次々に獲得。「公金の富士」の基礎を築く。76年に、
第三国立銀行を設立。そして80年、安田商店から金融業
務を分離・独立して、〈みずほ〉の源流となる合本安田銀
行を設立。「銀行は、顧客に奉仕して広く預金を集め多く
の資金をもって経営するべきである」という理念をもつ安田
の銀行経営ノウハウは他を圧倒。経営不振に陥る銀行の
再建にも尽力し、彼が救済・統合した銀行は70におよぶ。

　日清戦争による軍事費が日本の財政を圧迫する中、明
治政府は政府系金融機関の設立を通じて産業振興資金の
融通を目指した。1897年、日本勧業銀行法に基づき、「農
業工業ノ発達改良」という国家的・社会的に使命を担う
不動産抵当の長期貸付機関として、「日本勧業銀行」が設
立。（明治14年には、内務卿松方正義が勧業殖産・殖産
興業の資金を供給する「勧業銀行」設立の必要性を説い
ており、渋沢は設立委員・株主として創設に尽力）。勧銀
法と同時に公布された農工銀行法に基づき、97年以降、全
国各府県に農工銀行が設立された。大正期に勧業銀行が
全国の農工銀行を合併し、勧銀は全国的な店舗網を築いた。

　明治政府の殖産興業推進とともに、1880年代半ばから
日本は工業の勃興期に突入。日清・日露戦争や近代化に
よる急激な変革の中で重化学工業の成長が求められ、日
本興業銀行の必要性が議論された。1900年興銀法が公布
され、2年後に設立。産業育成のために、事業向けの長期
資金融資だけでなく、本邦への外資導入、証券市場の育
成も目的とした。設立後は、ロンドンでの国債募集やポン
ド建て興業債券発行を成功させ、初の担保附社債受託銀
行となる等、本邦金融基盤整備に深く関わっていく。渋沢・
安田はともに興銀設立委員として創設に尽力し、監査役に
も就任。

　1878年、東京兜町で開業した東京株式取引所。初立合いは、日本の本格的な証券市
場の幕開けだった。設立に大いに関与したのが、〈みずほ〉の始祖である渋沢栄一。そして、
みずほ証券の源流「今村商店」を設立した今村清之助だった。今村は明治政府が士族へ
発行した秩禄公債の売買で活躍する中、公債市場の安定を求め、公設取引所の設立を目
指す。その時に頼りにしたのが渋沢だった。渋沢は、フランス外遊で取引所の仕組みを目
の当たりにして、日本における株式取引所を構想。実務を知る今村、日本へ新しい金融制
度の導入を目指す渋沢、二人の大きなビジョンが交わり本邦証券市場は産声を上げた。

　明治維新以来、積極的な殖産興業政策を展開するために、大量の不換紙幣が発行された。
1877年、西南戦争が勃発すると、紙幣はさらに増発され、価値が暴落して激しいインフレ
が発生。81年に大蔵卿に就任した松方正義は、緊縮財政で事態の収集に取り組むとともに、
紙幣価値の安定化のために中央銀行設立を提案し、日本銀行を82年10月に開業した。そ
の際松方が頼りにしたのが、渋沢栄一そして安田善次郎であり、両名は「一国金融の心臓」
たる中央銀行設立にも尽力。特に、安田は実務への知識と信頼できる人柄を買われ、日銀
理事、割引・計算・株式の三局長にも就任して本邦中央銀行の草創期を支えた。

写真：近現代PL /アフロ 写真：高森町歴史民俗資料館より提供出典：国立国会図書館「近代日本人の肖像」 
(https://www.ndl.go.jp/portrait/)

写真：南陽市立結城豊太郎記念館より提供

渋沢栄一 渋 今村清之助今安田善次郎安 結城豊太郎結

1873 年

第一国立銀行設立
関わりのある人物  渋  

1880 年

安田銀行設立
関わりのある人物  安  結

1897 年

日本勧業銀行設立
関わりのある人物  渋

1902 年

日本興業銀行設立
関わりのある人物  渋  安  結

　1914年、欧州で第一次世界大戦が勃発。大戦需要で
輸出が拡大し、大正バブルを迎える。しかし、20年代に入
ると、反動恐慌として長く日本経済は停滞。銀行の破綻も
相次ぐ中、23年には関東大震災が発生。世情は混沌とした。
このような環境で、財産保全の重要性が高まり、信託法制
が整備される。興銀総裁を務めた志立鐡太郎は、全国規
模での一大信託会社設立の構想を固め、かねてから信託
事業を検討していた安田保善社専務理事で安田銀行副頭
取であった結城豊太郎が、これに賛同（初代安田善次郎
も早くから、信託事業に強い想いを寄せていた）。安田財
閥として全国財界有力者へ呼びかけ、資本面も含めて全面
的に計画を実行へ。25年、全国有力者の共同事業として
共済信託が設立され、翌年には安田信託へ改称。みずほ
信託の源流の誕生である。

1925 年

共済信託設立
関わりのある人物  安  結

1878 年

東京株式取引所開業
関わりのある人物  渋  今  

　日露戦争を経て、公債発行が急増する中、明治政府は低金利借換の計画を策定。1910
年、第一銀行の渋沢栄一・横浜正金銀行の高橋是清を幹事として、下請銀行組合（15行）
が結成された。以後の国債引受シンジケート団原型である。有力仲買人であった福島浪蔵

（みずほ証券の始祖の一人）、小池国三、神田雷蔵の3氏は仲買人による一部引受を渋沢・
高橋らへ相談し、これが実現。有価証券売買に精通する彼らの参画は画期的で、以降、
従来個人商店であった仲買人の株式会社化が進み、今日の証券会社へ繋がった。大正時
代の〈みずほ〉源流各社も次々に法人化し経済発展に寄与していく。

1910 年〜

みずほ証券の源流と証券業の発展
関わりのある人物  渋  今  

1882 年

日本銀行設立
関わりのある人物  渋  安  結

昔の銀行の店頭風景。見渡す限
り机が並ぶ様子は壮観だ。
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立しています。これらの銀行が力を併せ、そ
れぞれの特色を活かしつつ豊かなバイタリテ
ィをもって前進している、そのように思えます。
　ではそこにいたるまで、それぞれの銀行は
どのようにして生まれたのでしょうか。その歩
みをたどっていきましょう。

日銀総裁、大蔵相も務めた山本達雄

　かつて日本には特殊銀行と呼ばれる金融
機関が多く存在しました。国家発展のため、
長期に資金供給を行う政府系銀行が、目的
ごとに特別法を設けられながら創られたので
す。北海道開拓の経済的支援を役割とした
北海道拓殖銀行や、当時、日本統治下でそ
の土地の中央銀行的な役割を求められた朝
鮮銀行や台湾銀行もそうです。
　日本勧業銀行も特殊銀行でした。1897年

（明治30年）、農工業の改良発達のための
長期融資を目的として設立されました。
　各銀行はそれぞれの分野で政策を実現さ
せる役割を担っていたことから、「官」との
関係はきわめて深く、代表者の役職名は普
通銀行の「頭取」ではなく「総裁」でした。
歴代総裁はもちろんバンカーなのですが、有
能な官僚、もしくは政治家として活躍した方
も多かったようです。
　たとえば第3代総裁の山本達雄（1856～
1947）は豊後国臼杵藩の貧しい武士の出身

日本最古の正史『日本書紀』の中に「瑞穂
国」という記述を見ることができます。これ 
は、「豊葦原千五百秋瑞穂国（とよあしはら
のちいおあきのみずほのくに）」―葦が生
い茂って、千年も万年も穀物が豊かにみのる
国、という意味で、日本国の美称です。です
から、みずほ銀行という名前は、伝統に則っ
た、この上なく美しい名称だといえましょう。
　みずほ銀行は、第一銀行と日本勧業銀行
が合併して生まれた第一勧業銀行と、富士
銀行、日本興業銀行という4つの銀行から成

　株式会社みずほ銀行は、日本の中枢たる
東京都千代田区大手町に本店を置く、みず
ほフィナンシャルグループ（MHFG）傘下の
都市銀行です。国内の上場企業の約8割と 
取引を有し、三菱UFJ銀行、三井住友銀行
とともに3大メガバンクを形成しています。国
内銀行の中では、ゆうちょ銀行を除くと、す
べての都道府県に支店がある唯一の銀行と
なります。
　その行名の「みずほ」は漢字で記すと「瑞
穂」。「みずみずしい稲の穂」を意味します。 

R E A L I Z I N G H A R M O N Y
B E T W E E N P U B L I C & P R I VAT E01 O R I G I N S

山本達雄

日本勧業銀行　第3代総裁

（1856〜1947）

TATS U O YA M A M OTO

〈みずほ〉の源流をたどると礎となる4つ銀行があった。ある銀行は日本経済発展のために、ある銀行は道徳的思想のもとに─。
その地歩を固めた先人たちを歴史学者が顕彰する。

tex t  by Ka z uto Hongo   |   e d it  b y Ya ich i Ko da ma  |   i l lu s t r a t ion s b y B er nd S ch i f fer de cker

本郷和人 ＝ 文　児玉也一 ＝ 編集　ベルンド・シーファーデッカー ＝ イラスト

REALIZING HARMONY 
BETWEEN PUBLIC & PRIVATE
本郷和人
官と民のハーモニー  ─みずほ銀行を形成する4つの大銀行─

P R O A CT I V E LY I N N O VAT E TO G E T H E R W I T H O U R C L I E N TS 
FO R A P R O S P E R O U S A N D S U STA I N A B L E F U T U R E .

　 みずほ銀行という名前は、伝統に則った、この上なく美しい名称だといえましょう　

レノンの妻、オノ・ヨーコさんです。

「官」と連携しながら日本経済の発展に大
きな役割を果たしたのが日本勧業銀行と日本
興業銀行ならば、「民」から実業の世界を支
えたのが第一銀行と富士銀行でしょう。第一
銀行は渋沢栄一、富士銀行は安田善次郎が
それぞれ創設しました。
　第一銀行の渋沢栄一については鹿島茂
さんが別頁でお書きになっておられますので、
本稿では、富士銀行を興した安田善次郎に
ついて見ていくことにいたしましょう。

安田善次郎が実践した「報徳思想」

　安田善次郎は1838年（天保9年）、富山
に生まれました。渋沢栄一より2歳年長です。
　彼の家は元々は農家でしたが、お金を貯め

則正しさと誠意をもって送り続けてこられまし
た。氏の論文記事にみられる謙虚さとその魅
力は、長年にわたるその親しみやすく優美な
る筆跡によるほかに、氏を知ることが不可能
であった同会報出版局の同僚達に愛され続
けています》
　第4代総裁の小野英二郎（1864～1927）
も紹介しておきましょう。筑後国柳川藩士の
子に生まれた小野は、同志社へと進み洗礼
を受けています。20歳で渡米し、のちにミシ
ガン大学大学院で経済学を学びました。
　帰国後、日本銀行を経て日本興業銀行に
入り、1923年（大正12年）2月には第4代
総裁に就任しています。その年の9月に起き
た関東大震災では中小企業の救済融資に尽
力しました。
　ちなみに彼の孫が、前衛芸術家でジョン・

で、苦学して三菱商業学校に学び、実業に
携わるうちに縁あって日本銀行に入行してい
ます。貿易振興や国際取引の円滑化のため
に設立された、やはり特殊銀行の横浜正金
銀行の取締役も務めた山本は、第5代日本
銀行総裁の任を経たあとの1909年から1911
年まで、日本勧業銀行の総裁を務めました。
　貴族院議員としても活躍した山本は、のち
に大蔵大臣・農商務大臣・内務大臣・立憲
民政党の最高顧問を務めるなど、まさに政界
の長老と呼ぶにふさわしい存在になりました。

ケインズに追悼された添田壽一

　日本勧業銀行は農工業発達を目的とするこ
とから、融資先は養蚕、紡織、食品など農
業と連関をもつ軽工業が主な対象で、製鉄、
造船、電力などの重工業は融資から除外さ
れていました。そのため、産業界からは日本
経済の発展のために国内重工業への融資を
行う、いわば「工業の中央銀行」となる金
融機関が求められることになります。
　1899年1月、議員提出法案として「日本
興業銀行法」案が帝国議会に提出されまし
た。これは、細部についての議論が紛糾し
一旦廃案となってしまいましたが、翌年に第
14帝国議会へ再上程され紆余曲折を経て成
立するにいたり、1902年（明治35年）に日
本興業銀行が設立されました。
　初代総裁に就いたのは添田壽一（1864～
1929）です。添田は大蔵省で主税官や次官
を務める一方、経済学の世界でも活躍しまし
た。「官庁エコノミスト」と呼ばれ、イギリス
の経済学の学術誌『エコノミック・ジャーナ
ル』の日本通信員としての顔も持ち合わせて
いたようです。彼の訃報に接し、同誌には追
悼文が掲載されました。筆者は経済学者の
J・M・ケインズ。ケインズによって追悼文が
書かれた日本人は添田だけです。
　そこではこのように讃えられています。
《添田氏は日本における「金融」や「経済
学の進歩」に関する貴重な論文を大変な規

添田壽一

日本興業銀行　初代総裁

（1864～1929）

J U I C H I S O E D A
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でも、意義を認めたら金は惜しみなく出すの
です。その名が冠された東京大学の安田講
堂は、まさにその好例でしょう。

「官」で刻苦勉励しようが、「民」にあって
志し高く生きようが、結局はすぐれた人が努
力を重ね、すぐれた成果を出すのですね。
　いま、みずほ銀行は叡知を集めて、社会
の発展に大きな貢献をしています。みずほ銀
行の歩みを改めてたどってみると、「官」と「民」
の調和が礎になっている、そう感じておりま
す。―そういえば、小野英二郎のご子息
と安田善次郎のお孫さんが結婚して生まれた
のがオノ・ヨーコさん。みずほ銀行は豊かな
縁に恵まれている、そう思うのは、私だけで
しょうか。

んだのですね。
　19歳になった善次郎は奉公人として江戸
に出ます。最初は玩具店に、ついで鰹節店
兼両替商に勤めました。そして25歳で独立
し、乾物と両替を商う安田屋を日本橋（現
在の中央区堀留町）に開業します。この安
田屋は、安田商店、安田銀行、そして富士
銀行へと時代とともに発展していきました。
　渋沢のバックボーンが「論語」だとする
と、安田善次郎のそれは「報徳思想」でした。
これは関東の村々の建て直しに尽力した二宮
尊徳（金次郎）が説いた4つの基本理念か
ら成る教えで、思想とはいいますが、実践す
べき道徳、努力目標といっても良いでしょう。
　たとえば、行いには「まごころ」をこめよと
いう「至誠」。社会に役立つこととは何かを
考えながら働こうという「勤労」。自分の置か
れた状況や立場をよくわきまえ、ふさわしい振
る舞いを心掛けながら収入に見合った生活を
送る「分度」。そして、生活の中で余ったお
金は家族や子孫のために貯めておこう、また
他人や社会のために譲ろうという「推

すい

譲
じょう

」―。
　正直なところ、これらを大学で講義したら、
学生は寝てしまうかもしれません。まして「官」
で活躍する秀才は、内心、笑ったかもしれな
い。でも、言うは易く行うは難し。小さなこと
をゆるがせにせず、質実剛健な日常を積み重
ね、善次郎は大成功していったのでした。

豊かな縁に恵まれたみずほ銀行

　1921年（大正10年）9月、神奈川県大
磯町の別邸に不審な男がやって来て、善次
郎にしつこく面会を求めました。根負けした
善次郎が会ったところ、この人物は82歳の
善次郎を刺殺しました。用意してあった文書
には、「自分だけが儲け、社会にも民衆にも
還元しない『ケチ』であるので、天誅を下す」
とありました。「善次郎＝ケチ」という見方が
一部に定着していたようですが、これは誤り
です。善次郎は価値がないと判断したものに
は、質素倹約の観点から、無駄金を使わない。

て武士（といってもごく軽輩）の株を買って
います。渋沢のような豪農ではなかったよう
ですが、彼が生まれた富山という土地には注
目しておくべきでしょう。
　まず第一に、農業です。江戸時代初め、
越中国の収穫高は米40万石でした。とこ
ろが幕末には、80万石に増えているのです。
江戸時代、平野部を流れる黒部川など7つ
の河川の制御に成功したためといわれますが、
富山という土地はまず農業が順調に伸びたよ
うです。それから日本海交易です。富山は最
近まで昆布の消費量が全国有数だったそうで
す。蝦夷地の昆布を載せた北前船がやって
来て商品を売り、富山の薬を仕入れてさらに
西へと進む。その中心地、富山湾の岩瀬浜
は商業で栄えました。
　若き日の善次郎も岩瀬浜の商家に野菜や
切り花を売りに行き、新鮮な魚を仕入れて富
山の町で売っていたようです。こうした商売
の経験が、すぐれた実業家としての才覚を育
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FO R A P R O S P E R O U S A N D S U STA I N A B L E F U T U R E .

本郷和人◎1960年、東京都生まれ。東京大学史料編纂
所教授。文学博士。専門は日本中世政治史、古文書学。
同史料編纂所で『大日本史料 第五編』の編纂を担当。『日
本史のツボ』『軍事の日本史』『乱と変の日本史』『考える
日本史』『日本中世史の核心』『日本史を疑え』『歴史学
者という病』『黒幕の日本史』など著書多数。監修に『戦
国時代のタイムライン』『東大教授がおしえる やばい日本
史』など。

KAZUTO HONGO

小野英二郎

日本興業銀行　第4代総裁

（1864～1927）

E I J I R O O N O

安田善次郎

安田銀行（のちの富士銀行）　創設者

（1838〜1921）

ZENJIRO YASUDA
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2008年
リーマンショック

社名は「證券」→「証券」と記載。

1973年
オイルショック〜
安定成長期へ

1951年
サンフランシスコ
講和条約調印
〜高度経済成長

1945年
太平洋戦争終戦
〜戦後復興

1941年
太平洋戦争

1914年
第一次世界大戦

1904年
日露戦争

1923年
関東大震災

1989年
昭和から平成
〜バブル経済の崩壊
1996年
日本版ビックバン構想
〜金融再編

1985年
プラザ合意
〜バブル経済へ

1868年
明治維新

1894年
日清戦争

C O L U M N :
150 YEARS OF HISTORY01 O R I G I N S

多様性を包みともに紡いできた〈みずほ〉150年の変遷
150年の間に社会は大きく変化した。

時代の求めに応じて多様な企業が繋がり、強みを包摂してきた歴史をもつ〈みずほ〉には、無限の未来が広がっている。

C O L U M N

安田
コンピューター

サービス

1972年

みずほ
トラスト

システムズ

2004年

第一勧銀
総合

研究所

1991年
第一勧銀

情報システム

1993年

富士総合研究所
1988年

芙蓉情報
センター

1970年

興銀
システム

開発

1994年

みずほ
総合研究所

2002年
みずほ

インベスターズ
証券

2000年

みずほ
インベスターズ

証券

2001年

日本勧業
角丸証券 

1967年

角丸証券
1937年

今井商店
1888年

今村商店
1872年

みずほ
ホールディングス

2000年

みずほ
フィナンシャル

グループ

2003年

新光証券
2000年

和光証券 
1968年

勧角証券
1990年

大井証券
1947年山叶証券

1944年
玉塚証券
1944年

大商証券
1959年

大東証券
1927年

みずほ証券
2000年

興銀証券
1993年

富士証券

1994年
第一勧業

証券

1994年

農中証券
1993年

安田信託
1926年

共済信託
1925年

みずほ
銀行

2002年

みずほ銀行
2013年

第一勧業銀行
1971年

第一国立銀行
1873年

第一銀行
1948年

富士銀行 
1948年

大阪商事
1917年

みずほ
コーポレート

銀行

2002年 みずほ信託銀行
2000年

富士信託
銀行

1996年
第一勧業
信託銀行

1995年

日本勧銀経営センター
1967年

みずほ証券
2009年

みずほ証券
2013年

みずほ
アセット
信託銀行

2002年

みずほ信託銀行
2002年

興銀信託
銀行

1995年

帝国銀行
1943年

日本勧業銀行
1897年

第一銀行
1896年

日本興業
銀行 

1902年

合本安田銀行
1880年

安田銀行 
1923年

望月商店 
1910年

 安田信託銀行
1952年

第一勧業富士信託銀行
1999年

日本勧業証券
1922年

福島浪蔵商店
1891年

公共電話
証券

1965年

みずほ情報総研
2004年

公共証券
1985年

玉塚商店
1891年

新日本証券
1967年

みずほ
リサーチ＆テクノロジーズ

2021年
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先人から受け継いだ〈みずほ〉に誇りを持ち、未来の仲間につないでいく。
そのために私たちは、ともに挑み、ともに実りつづける。
一人ひとりが紡いでいくパーパスは無限大―
未来に向けて「自分らしく」今を生きる、私たちのストーリー。

みずほの現在地

2023年に150周年を迎えた〈み
ずほ〉。ともにパーパスを実現し
ていく5万人強の仲間がいる。

2023
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〈みずほ〉という広大なフィールドで切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

する、5万人超の仲間たち。
その一人ひとりが、変化の穂先となり、自分らしい価値を実らせようとしている。
今という時代をともに生きる同僚たちは、その実現のために何に挑んでいるのか。
世代や国籍もさまざまな社員27人の「思い」と「行動」。

photo g ra ph by Ju nj i  H i ro s e   |   s t yl i ng b y Ka z u m i Hor ig uch i  |   ha i r  b y KO TA R O   |   ma ke -up b y Yu ko M i z u no

廣瀬順二 ＝ 写真　堀口和貢 ＝ スタイリング　KOTARO ＝ ヘア　水野優子 ＝ メイク

ともに挑む、仲間がいる。

INNOVATING TOGETHER

YO S H I H A R U A S H I D A
芦田善治 
FG 事務企画部 企画チーム

ジャケット￥143,000 （トランジット ウオ
モ／ストックマン ☎︎03-5426-2251）、セ
ーター￥48,400（ザノーネ／銀座三越 
☎︎03-3562-1111）、パンツ￥48,400（ニ
ート／にしのや ☎︎03-6434-0983）

YA S U H I KO TA B A R U
田原靖彦 
RT コンサルティング本部
サステナビリティコンサルティング
第１部

スーツ￥352,000（カナーリ／コロネット
☎︎03-5216-6521）、シャツ￥49,500（ユ
ーゲン／イデアス ☎︎03-6869-4279）

K E N TA R O TA K A Z AWA
高澤健太郎 
BK M&Aファイナンス営業部
グローバルソリューションチーム

スーツ￥181,500（ラトーレ／コロネッ
ト ☎︎03-5216-6521）、ニット￥31,900

（アンユースレス／イエリデザイン ☎︎03-
3548-8128）

K E I KO H A R I M OTO
張本佳子 
SC エクイティ本部
エグゼキューションサービス部 
トレーディングストラテジー室

ドレス￥115,500（メイメイジェイ／エス
ケーシー ☎︎06-6245-3171）

R YO TA K E U C H I
竹内 遼 
FG IR部 IRチーム

スーツ￥261,800（ラルディー二／トヨダ
トレーディング プレスルーム ☎︎03-5350-
5567）、セーター￥9,990（アンフィーロ／
オンワード樫山 ☎︎03-5476-5811）

K A O R U M ES S I VA
KO B AYA S H I
小林かおるメシバ 
SC リスク統括部
グローバルリスクモニタリング室

ドレス￥58,300（メイメイジェイ／エスケ
ーシー ☎︎06-6245-3171）

JAPAN
日本
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S H I O R I N O M I YA M A
野見山詩織 
RT IT本部
プロジェクトデザイン事業部
SEIBI 横断開発推進 PT

ワンピース￥91,300（エーヴィーエヌ／
コロネット ☎︎03-5216-6518）、ピアス
￥125,400（ヒロタカ／ヒロタカ 表参道
ヒルズ ☎︎03-3478-1830）

TA M OTS U H A S EG AWA
長谷川 保 
SC 甲府支店

ジャケット￥107,800（ラルディーニ）、カ
ットソータートル￥20,900（チルコロ  
1901）、パンツ￥36,300（ブリリア 1949／
以上、すべてトヨダトレーディング プレス
ルーム ☎︎03-5350-5567）

R YO YA M A S A K I
山崎 亮 
BK 産業調査部付
国際エネルギー機関出向

ジャケット￥110,000、パンツ￥66,000
（ともにヘリル／にしのや ☎︎03-6434-
0983）、ニットシャツ￥9,990（アンフィー
ロ／オンワード樫山☎︎03-5476-5811）
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R A N YA N Z H A N
ジャン ランイェン 
BK 総合資金部 外貨資金チーム

ジャケット￥74,800、 パンツ￥48,400 
（ともにベイジ,／オンワード樫山 お客様
相談室☎︎0120-58-6300）、ネックレス
￥110,000 （FIVE THIRTY PARK ／ 530 
PARK hello@fivethirtypark.com）

YO M O G I KO TA N A K A
田中よもぎ子 
BK 新宿新都心支店 個人営業2課

コート￥94,600 （ベイジ,／オンワード樫
山 お客様相談室☎︎0120-58-6300）、中
に着たワンピース￥83,600（ヴィンス／
コロネット☎︎03-5216-6516）

Y U R I KO TS U M U R AYA
圓谷友理子
FG 個人業務部 企画チーム

ブラウス￥59,400、パンツ￥49,500（と
もにYOKO CHAN／YOKO CHAN ☎︎03- 
6434-0454）
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K E I I C H I O C H I A I
落合敬一
SC 投資銀行本部 化学セクター

スーツ￥130,900（Tジャケット／三喜
商 事 ☎︎03-3470-8232）、 セ ー タ ー
￥39,600 （ジョン スメドレー／リーミル
ズ エージェンシー ☎︎03-5784-1238）

H I R O K I A M A N O
天野弘貴 
TB 個人業務部 推進チーム

ジャケット￥16,990、セーター￥9,990（と
もにアンフィーロ／オンワード樫山 ☎︎03-
5476-5811）、シャツ￥24,200（タンジェ
ネット／タンジェネット mitsuruyoshiya@
gmail.com）、パンツ￥53,900（バレナ／
三 喜 商 事 ☎︎03-3470-8232）、シュー
ズ／スタイリスト私物

R I E H O N D A
本田梨恵 
TB 信託総合営業第三部
営業第1チーム

ブラウス￥51,700、パンツ￥45,650 （と
もにYOKO CHAN／YOKO CHAN ☎︎03-
6434-0454）

K E I TA I TO
伊藤啓太 
BK 仙台法人部 渉外4課

スーツ￥275,000（ザ・クロークルーム／
ザ・クロークルーム ☎︎03-6263-9976） 、
ニットシャツ￥58,300（ザノーネ／銀座
三越 ☎︎03-3562-1111）
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N I C H O L A S C OX
ニコラス・コックス 
Technology, Mizuho Americas

M O N I C A JA ST Y
モニカ・ジャスティ 
Banking Americas, Mizuho Americas

V I N N Y Y I P
ヴィニー・イップ 
Hong Kong Administration Department

C R YSTA L W O N G
クリスタル・ウォン 
Hong Kong Corporate Banking 
Department No.3

F L O R E N C I A L U C C I O N I
フロレンシア・ルチオーニ
Human Resources, Mizuho Americas

ASIA
PACIFIC

香港

AMERICAS
北米・中南米

P R O A CT I V E LY I N N O VAT E TO G E T H E R W I T H O U R C L I E N TS
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C R YSTA L W O O
クリスタル・ウー 
Ops Risk Management, 
Singapore

L U F U
ルー・フー
eTrading and Digital Transformation，
Mizuho EMEA

M A R I N A M A R EC O S
マリナ・マレコス 
Sustainable Finance, Mizuho EMEA

D AV I D M O R I VA L
デイヴィッド・モリヴァル 
Executive Management
Mizuho Bank Europe

D E VA N G K H O K H A N I
デヴァン・コカーニ 
Credit and Enterprise 
Risk Management, Singapore

TRICIA SUZHEN LIM
トリシア・スージェン・リム
Corporate Banking 
Section No.1, Singapore

ASIA 
PACIFIC
シンガポール

EMEA
欧州・中近東・
アフリカ
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芦田善治

1  FG 事務企画部 企画チーム
2  2019年より事務企画部にて外為事務企
画を担当し、23年から経営資源管理を担当。
3  「外国為替領域の業務企画を経て、事務
グループの人員管理を行っています。事務
はすべての物事に通じていく会社の基盤だ
と、業務経験を通して感じました。その先
にお客さまがいることを忘れずに、今日より
も明日をよくしていく気持ちと、新しいこと・
変化を楽しむことを忘れずに、日々チャレン
ジしていきたいです」

高澤健太郎

1  BK M&Aファイナンス営業部 グローバル 
ソリューションチーム

2  BK不動産ファイナンス営業部やシンガポ
ール勤務を経て現職。
3  「国内外でのプロダクツ知見を活かした
オーダーメイドのスキーム構築を通じ、日
本の産業競争力強化に資するM&A案件
の実現に向けた支援を行っています。特
に、クロスボーダー案件では〈みずほ〉海
外拠点とのグローバルな連携も不可欠です。
M＆Aはお客さまにとっても一大事。その一
大事に向き合い、お手伝いできるというと
ころに、やりがいを感じています」

小林
かおるメシバ

1  SC リスク統括部 グローバルリスクモニ
タリング室

2  仏大手金融グループ勤務を経て、SCに
入社。現部署にてヘッジファンドの調査お
よびリスク審査を担当。

3  「私は生まれも育ちもパリ。母国を離れる
ことは大きな挑戦でしたが、〈みずほ〉は海
外拠点も多く、外国人を受け入れるインタ
ーナショナルな社風があるので入社を決意
しました。〈みずほ〉の一員としてチームに

1  所属　 2  社歴　 3  パーパスにつながる仕事の成果や自身の思い

益中心のビジネスモデルに課題認識をもつ
お客さまに対して、ストック収益の柱となる
ような新規ビジネスを提案しています。グ
ループでも初の試みとなる案件では、関係
部署・他エンティティも巻き込みながらの
チャレンジ。提案を通して、私自身も新し
い知識と経験を積むことができています」

落合敬一

1  SC 投資銀行本部 化学セクター
2  2014年より化学セクターのカバレッジ
業務に従事。化学業界への知見を活かし、
M＆Aや資金調達のための提案・執行を行う。
3  「お客さまのなかでも課題が明確になっ
ていないことや、複雑な事情があることもあ
ります。そこで立ち止まってしまわないよう
に、自分から一歩踏み出すことを心がけて
います。お客さまの課題解決により〈みず
ほ〉に収益をもたらすことが、現場の営業
担当の役割。日々の営業活動が『ともに挑
む。ともに実る。』の連続です」

伊藤啓太

1  BK 仙台法人部 法人4課
2  都内・地方の営業店勤務を経て、2019
年より現部署にて大企業向けの営業に従
事。主にメーカーを担当し、新規事業創出・
M&Aなどの事業提案を行う。
3  「お客さまから、『お世話になります』で
はなく『お疲れ様です』と言っていただくこ
とが増えました。私にとってこれは褒め言葉
です。『ともに挑む。ともに実る。』、まさに
そのパートナーとして認められたような気が
しています。PassionとAgilityをもって、お
客さまと誠心誠意、向き合ってきた結果だ
と信じたいですね」

Monica
Jasty

1  Banking Americas, Mizuho Americas
2  入社以来、ダイバーシティ＆インクルー
ジョン推進の一環として、みずほ女性イニ
シアティブ・ネットワーク（M-WIN）の運
営に携わる。ダイバーシティ採用プログラム

「Sophomore Women in Banking」のメン
ターも務める。

3  「多くの人に助けられて今日までキャリア
を築いてきたので、みなさんもチームの同
僚に限らず、他部門の人ともぜひ関係を構
築してください。組織横断的な交流から学
べることは多く、新たな道を切り開くことに
つながります」

求し続けます」

野見山詩織

1  RT IT本部プロジェクトデザイン事業部
SEIBI 横断開発推進 PT
2  外為決済領域でのシステム開発を経て、
2021年より現職。
3  「海外拠点のシステムを刷新するSEIBI
プロジェクトに参画し、シンガポール拠点
へのシステム導入を担当。既存システムか
らの入れ替えのため困難な課題も多いので
すが、現地とも連携し、課題解決に取り組
んでいます。エンティティを超えて〈みずほ〉
の仲間とリリースを完遂させます！」

長谷川 保

1  SC 甲府支店
2  SC札幌支店、名古屋支店、都内店舗
で営業に従事。渋谷支店ウェルスマネジメ
ント部長などを経て、2021年より現職。

3  「甲府支店長として支店のマネジメントに
取り組んでいます。若手、チームメンバー
の教育に力を入れ、全員が成長できる組織
づくりを目指しています。面倒な仕事は自分
が引き受け、メンバーの良い仕事はどんどん
共有する。全員が良いサイクルのなかで働
けるよう、心がけています。全員に一歩先
の景色を見せたい。そのために普段からパ
ーパスを実践しています」

山崎 亮

1  BK 産業調査部 国際エネルギー機関出向   
2  みずほ総研調査本部、BK欧州審査部
等を経て現職。2023年11月より邦銀より
初めて仏パリの国際エネルギー機関（IEA）
に出向し、機関の旗艦レポートに携わる。

3  「産業調査部では石油・ガスセクターの
ヘッドとしてお客さま、産業、そして日本
の発展のための調査を目指し、多くの仲間
と一緒に全力で挑むことができました。IEA
ではその経験、知見を国際機関で活かし、
世界の持続可能な発展というテーマに挑ん
でいます。国、職場が違っても自分の挑戦
に全力を尽くすことが〈みずほ〉の仲間と
自分を繋ぐ絆だと信じ、日々体当たりで挑
戦しています」

ジャン
ランイェン

1  BK 総合資金部 外資資金チーム
2  米国で修士号取得後、入社。2021年

より現部署で外貨ALM企画と外貨資金繰
り業務を担当。

3  「銀行の外貨ビジネスデータを集約し、
BK市場開発部（GMCのR&D部隊）と連
携のうえ、AWSを活用した外貨トレジャリ

3  「香港拠点で始まった『変革推進プロジ
ェクト』。リスク許容度変革に向けて、ビジ
ネスとコンプライアンスがどのようにすれば
共通の目線をもち、相互に理解促進できる
かというテーマに取り組み、拠点経営陣に
提案し、最優秀提案賞を受賞しました。こ
の成果はチームワークのたまもの。1＋1は2
より大きいと実感しました。〈みずほ〉のみ
なさん、ともに良い〈みずほ〉を築いてい
きましょう！」

Devang
Khokhani

1  Singapore Administration Department
2  入社以来、リスク管理部で市場リスクと
流動性リスクの管理に従事。
3  「信用リスクチームのリーダーに就任し
て人員不足に向き合うなかで、良い従業員
体験（EX）は仲間意識を育み、エンゲー
ジメントを高め、より良いお客さま体験（CX）
を生み出す原動力となることがわかりました。
この機会に、〈みずほ〉ファミリーのみなさ
んに、私の座右の銘を贈ります。『夢は目
にしまってはいけない。涙となってこぼれて
しまうから。夢は心にしまって。鼓動が夢
を突き動かすから』」

Tricia
Suzhen Lim

1  S i n g apo r e  Co r po r a t e  Bank i n g 
Department
2  入社以来、ESGエコシステムの構築に
従事。東京のESGチームと連携し、ステ
ークホルダーを含むディールチームを結成。
お客さまのCO2排出量の可視化やCO2排出
量削減支援提供につなげた。
3  「企業の脱炭素化を支援するテラスコー
プ社の日本進出に際し、関係者同士をつな
ぐ役割を担いました。シンガポール発のプ
ロジェクトが、〈みずほ〉のグローバルなネ
ットワークで実現に至ったのです。この成
功体験を活かし、今後〈みずほ〉の社員が、
お客さまとともにサステナビリティをけん引
していくことを期待しています。また私自身、
プロジェクトを推進したことで、イノベーシ
ョンや困難な状況に直面しても、既成概念
にとらわれることなく柔軟に対応できるよう
になりました」

Crystal
Woo

1  Singapore Administration Department
2  入社以来、国をまたぐ送金システム

「MOBIUS」の導入や送金のストレートス

貢献するため、日々知識とスキルを磨いてい
ます」

張本佳子

1  SC エクイティ本部 エグゼキューション
サービス部 トレーディングストラテジー室

2  入社以来、現部署にて先進的執行サー
ビスの設計を担当。

3  「設計を手がけた株式アルゴリズム取引
ストラテジー『Compass』は、米金融専
門メディアの『Markets Choice Award』で、
AI部門最優秀賞を受賞しました。設計の
ほか、国内外のお客さま対応やグローバル
連携を担当しています。大学との共同研究、
IT部門や営業と協働したサービス拡充など、
エンティティを超えて働けることが〈みずほ〉
の魅力です」

田原靖彦

1  RT コンサルティング本部 サステナビリ
ティ コンサルティング第1部

2  RTにて20年以上サステナ分野のコンサ
ルティング業務に従事、2022年より現職。

3  「入社以来、脱炭素や気候変動対応
に関するコンサル業務に従事してきました。
J-クレジット制度の立ち上げ・運営、政府
のカーボンクレジット関連施策の検討・実
行といった経験を活かし、現在は組織運
営やグループ共創案件の推進にあたってい
ます。気候変動問題は難しい課題ですが、
今後もお客さまや仲間とともに挑み続けるこ
とで、カーボンニュートラルの実現に貢献
していきます」

竹内 遼

1  FG IR部 IRチーム
2  FG人事部採用チーム、BK大阪支店、
FG財務企画部を経て、2022年より現職。
3  「IR部では、ビジネス戦略や財務戦略な

ど〈みずほ〉の魅力を、国内外の機関投
資家に訴求しています。決算など成果の裏
側には、〈みずほ〉でともに働く社員の方々
の努力や想いがあり、社外に伝える立場と
して、その重みを日々感じています。市場
参加者からの評価の最大化に向け、数字
の裏にある〈みずほ〉ならではのさまざま
な取り組みを、これからも情熱を持って訴

Florencia
Luccioni

1  Human Resources, Mizuho Americas
2  入社以来、ビジネスリーダーたちに人
事・人材戦略策定上の判断に必要なアド
バイスを提供している。

3  「〈みずほ〉のバリューは私自身の価値観
に直結しています。HRリーダーという立場
上、これは極めて重要なこと。〈みずほ〉は、
異なる意見に耳を傾け、変化やイノベーシ
ョンにも寛容です。ここでは自分が認められ、
評価されていると実感します」

Nicholas
Cox

1  Technology, Mizuho Americas
2  入社以来、コンプライアンスに準拠した
機密性の高いビデオ会議システム、機材を
完備したプレス用スタジオなど、テクノロジ
ーシステムを構築。
3  「〈みずほ〉はお客さまとの信頼関係を大
切にしています。それはテクノロジーシステ
ムにおいても同じ。例えば、社員がテレビ
出演する機会に備えて社内に開設したミニ
スタジオは、〈みずほ〉のブランディングを
考慮し、企業としての信頼感がより高まる
ようなセットを整えています」

Vinny
Yip

1  Hong Kong Administration Department
2  入社以来、スタートアップ企業、投資家、

ビジネスパートナーを包括するスタートアッ
プエコシステム構築に貢献。ESGイニシア
ティブや社内改善プロジェクトにも携わる。

3  「スタートアップ企業、投資家、ビジネ
スパートナーをつないで社内のエコシステ
ムを一からつくり上げるプロジェクトに携わ
っています。官民さまざまなプレーヤーと
接点をもちプロジェクトを成功させました。

〈みずほ〉のみなさんと一緒に未来に向け
て変革し続ければ、レジリエントな組織に
なると信じています」

Crystal
Wong

1  Hong  Kong  Corpora te  Bank ing 
Department No.3
2  入社以来、香港法人営業第三部で、中
国の法人向けに銀行商品やサービスを提供。

ーダッシュボードを共同開発。外貨関連情
報共有と分析のプラットフォームをつくり上
げ、GMC重点戦略のひとつであるグローバ
ルALM運営の深化を推進。外貨ALM業務
の未来化を実現してみせます」

田中よもぎ子

1  BK 新宿新都心支店 個人営業2課
2  BK新宿支店LPA（ライフプランアドバイ
ザー）を経て、2022年より現職。

3  「LPAとして、個人顧客に向けた資産運
用、NISA提案を行っています。当初は乗
り気でなかったお客さまと面談を重ね、投
資信託の申し込みにつながったという経験
から、まずはお客さまの考えを聞くことを心
がけています。聞くことは、お客さまとの信
頼関係を築く第一歩。これからも自分に限
界を設定することなく、〈みずほ〉の熱い血
潮で挑戦し続けます」

圓谷友理子

1  FG 個人業務部 企画チーム
2  現部署で、主にリテールビジネスの戦
略・企画等に関する計数管理を担当。
3  「リテールビジネスの戦略企画やマーケ
ティングの材料等に関するデータの収集や、
社内資料の作成などを通して、本部や支
店をサポートする業務です。要望に対応し
たときに感謝の言葉をもらったり、他部署
と連携して問題を解決するなかで徐々に信
頼関係を築いていけたり……そういうこと
が、私の『ともに挑む。ともに実る。』なの
かなと思っています」

天野弘貴

1  TB 個人業務部 推進チーム
2  BKユーカリが丘支店勤務を経て、22年

より現職。承継ビジネスにおける企画・推
進業務を担当。
3  「入行店では、個人RM（リレーションシ

ップマネジメント）として資産運用業務に携
わっていました。RM経験を通じ、信頼され
る人間となるには確かな金融知識が必要と
考え、FP1級を取得。さらに、承継・不動
産における知見を深めたくて、宅建も取得
しました。現在は、社内外を問わず“最初に
相談される人”になるために、やれることは
すべてやるということを心がけています」

本田梨恵

1  TB 信託総合営業第三部 営業第1チーム
2  BK札幌支店勤務を経て、21年より現職。
大企業法人向けの信託営業を担当。
3  「お客さまの成長を手助けする仕事にや

りがいを感じています。例えば、フロー収

ループロセッシングの改善等を担当。
3  「システムテストは長期間に及ぶことも多
いですが、〈みずほ〉シンガポールの仲間は、
根気と適応力で乗り越えています。同僚た
ちの姿に刺激され、自分もベストを尽くそう
という意欲がわいてきます」

Lu Fu

1  eTrading and Digital Transformation, 
Mizuho EMEA
2  入社以来、eトレーディング戦略とDX戦
略の策定を担当。EMEAのジェンダー・ダ
イバーシティ・ネットワークを運営。

3  「“Top Ranked Global Yen House” を
目指し、CIB の企画部門からなるワーキン
ググループを結成し、eFXの改良などに取
り組んでいます。私が大事にしているのは、
多様な考え方を尊重すること（Empathy）。
別の視点から問題を捉え、新たな洞察を
得ることで、大きな利益につながることがあ
ると思っています」

Marina
Marecos

1  Sustainable Finance, Mizuho EMEA
2  入社以来、サステナブルファイナンスチ
ームのリーダーとして、お客さまとのエンゲ
ージメントを主導。さまざまなデータ分析
やESG規制の最新情報などをまとめた、お
客さま向けのコンテンツを開発。
3  「サステナブルファイナンスは今後ますま
す重要な役割を果たすでしょう。ビジネス界、
金融、学界、個人、政府がともにつながり
連携する必要があるのです。私たちのアプ
ローチで、お客さまに〈みずほ〉がサステ
ナビリティのパートナーとして受け入れられ
ていることを、嬉しく思っています」

David
Morival

1  Mizuho Bank Europe
2  入社以来、コンプライアンス・リスク管
理のほか、企業文化の調査を通じ、従業
員のエンゲージメントを向上させる戦略を
構築。
3  「コロナ禍で従業員のエンゲージメント
が低下していたときは、コミュニケーション
の改善、インフラ投資などさまざまな戦略
を練りました。結果的に、この経験がチー
ムを強くしたと感じています。〈みずほ〉の
従業員は、“より良い社会づくりに貢献する”
という意識が高い。それが、私たちの原動
力になっています」

〈みずほ〉の一員として、パーパスをどう自分事にし、
自身の行動につなげるのか。グループを代表して
グラビアに登場した国内16人、海外11人の社員たちの答えは。

「私たちは〈みずほ〉でどう生きるか」
全世界の社員27人が語る

JAPAN

AMERICAS

APAC
HK

APAC
SG

EMEA
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は1,275人（23年12月時点）と、その門戸
の広がりも著しい。
　社員一人ひとりの多様なキャリア、バック
グラウンドがあってこそ、〈みずほ〉というワ
ンチームは強くなる。
　複雑化する課題に立ち向かい、その壁を
突破するための革新性をもって、ともに挑み、
ともに実り続けよう。

も1万人を超え、金融機関のグローバルラン
キングで17位、アジアでは1位をつけている。
国内には745店舗を構え、上場企業のおよ
そ8割と取引を行い、海外にも36カ国・110
拠点を構えるに至っている（すべて2023年
3月末時点）。年間のキャリア採用者は679
人、ジョブ公募による任用者は317人（とも
に22年度）、アルムナイネットワーク登録者

　源流章でも振り返ってきた通り、〈みずほ〉
には多様性を包摂してきた源流/DNAが現
在にも受け継がれてきている。この多様性こ
そが〈みずほ〉の強みであり、目まぐるしく
変化する現代、そして未来を切り拓くパワー
となっていくはずだ。
　事実、〈みずほ〉で活躍する5万人を超え
る仲間のうち、海外で現地採用された社員

DIVERSE TALENT AS A COMPETITIVE ADVANTAGE

D&I Award 2023

さまざまなバックグラウンドをもって集結した5万人を超える〈みずほ〉の仲間たち。
この多様性こそが、まだ見ぬ未来を切り拓く源泉だ。

tex t  by M i k i  C h ig i ra   |   i n fo g r a ph ic b y Yu s u ke Wa ta na b e　千吉良美樹 ＝ 文　渡辺祐亮 ＝ インフォグラフィック

数字で見る
〈みずほ〉のダイバーシティ

　多様な私たちこそが、未来の 革新性を創り出す源泉になる

新卒採用者数

766人

海外現地採用社員数

10,101人 

〈みずほ〉グループ 
海外拠点への派遣社員数

980人

アルムナイネットワーク登録者数

1,275人 （23年12月末時点）
男女比率  
男性　　　　  女性

43%  ：57%

国内従業員数 44,008人

ジョブ公募任用数

317人任用

〈みずほ〉で働く障がい者数

934人 （従業員全体の2.73%）

キャリア採用者数

679人 

育児休業等取得者数

3,993人

（うち男性の取得人数1,444人、取得率104%）

※18年度は275人、採用者のうち
キャリア採用者比率12.9%。
4年でその比率はおよそ4倍にアップ

採用者のうち
キャリア採用者比率51.5%

「D&I AWARD（従業員数3001人
以上の企業部門）」を受賞すると
ともに、最高ランクの「ベストワ
ークプレイス」に認定（3年連続）

P R O A CT I V E LY I N N O VAT E TO G E T H E R W I T H O U R C L I E N TS 
FO R A P R O S P E R O U S A N D S U STA I N A B L E F U T U R E .

D I V E R S E TA L E N T
A S A C O M P E T I T I V E A D VA N TA G E02 W H E R E W E 

A R E

※各データは個別に記載がない限り、2022年度のものを記載しています

※FG、BK、TB、SC、RTの5社とみずほビジネス・
チャレンジドを母数として算出
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しており、海外事業は、〈みずほ〉の成長の原動力に
なっています。世界の金融機関における〈みずほ〉の
位置づけですが、我々の主要戦略であるCIBの手数料
ランキング（※2）は、22年度でグローバル17位、ア
ジアの金融機関の中ではNo.1のポジションにあります。
日系企業はもちろん、非日系企業のグローバルソリュ
ーションプロバイダーとして、〈みずほ〉のプレゼンスは
格段に高まっています」
　現中期経営計画では『Ambition2030』と称し、「2030
年にCIBの手数料ランキングでトップ10」の常連となる
目標を掲げている。これを実現するために必要なことは
何か。武は次のように述べる。
　「人類は今、温暖化に伴う異常気象、貧困や飢餓な
ど、地球規模で深刻な問題に直面しています。一方で、
各国は政治形態、経済レベルの違いなどにより分断が
進みつつあります。ただし、歴史を遡ってみれば、国
際的なアライアンスが人類に力を与え、幾多の難局を
克服してきたことはいうまでもないことです。フロンガス 
問題やCOVID-19等はその一例。グローバルビジネス

のめざすべき姿を一言でいえば、〈みずほ〉の総力を結
集して“世界をつなぐプラットフォーム”になることです」
　武はさらに、〈みずほ〉の抱える人材についてこう続ける。 
　「〈みずほ〉のグローバルビジネスに従事する役職員
は１万人を超え、多様なバックグラウンド、経験、視
点をもつ人材から構成されています。その人材が原動
力となり、米州では資本市場やマーケッツビジネスでの
高いプレゼンス、ヨーロッパ・中東ではサステナブルフ
ァイナンスや再生可能エネルギー等脱炭素に向けたソ
リューション力、そしてアジア・パシフィックではサプラ
イチェーンを支える付加価値の高いトランザクションバ

ンキングサービスにつながっているのです。我々がもっ
ている強みと多様性を結集させる。創造的なアプロー
チを見つける。国際社会、お客さま、そして〈みずほ〉
の新たな可能性や未来を切り拓いていく。それこそが、

〈みずほ〉のめざすべき姿なのです」
　不確実性が高く競争が厳しいなか、グローバルビジ
ネスの舵取りは決して簡単なものではない。ただ、そ
れは〈みずほ〉の新たな挑戦や成長の機会と表裏一体
であることを意味する。「ともに挑む。ともに実る。」多
様な人材が国境を越えて協働することで、〈みずほ〉は
新しいステージに進んでいく。  

　〈みずほ〉のグローバルビジネスの源流は、1952年
のロンドン支店開設まで遡る。日系企業の海外ビジネ
スは戦後50年代に再開され、その海外進出に応える
形でグローバルにネットワークを拡げてきた。その後、
そのネットワークを活かし、進出各国の政府や主要な
地場企業とも長期的な関係を構築してきた。
　この潮流は2000年の〈みずほ〉発足以降、更に加
速された。米国では、06年のニューヨーク株式市場上
場を機に、米国CIBモデル（銀行と証券業務の一体
運営）の原点となる米国金融持株会社（FHC）のライ
センスを取得。中国では、07年に銀行現地法人を設
立するなど、世界の主要国に拠点を拡大、プレゼンス
を高めてきた。
　そして、〈みずほ〉のグローバルネットワークは、23
年12月時点で35カ国109拠点に及んでいる。武はグ
ローバルに拡がる〈みずほ〉のビジネスについてこう語る。
　「世界の名だたる企業がリストされている『Forbes 
Global 200（※1）』の8割が我々のお客さまです。22
年度の業務純益の約50%は日本国外から収益を計上

グローバルコーポレート&インベストメントバンキングカンパニー長を務める武英克に、
〈みずほ〉の成長の原動力となっているグローバル事業の歴史と現在、今後めざすべき姿について聞いた。
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お客さまと共創する戦略的パートナーとして
グローバルビジネスのめざすべき姿

Liz Ceisler◎米州CHRO。米州
経営委員会、報酬委員会、事
業継続計画委員会のメンバーで
あり、米州地域を横断した人事
戦略を推進している。

顧客のビジネスを“グローバルに
共創する戦略的パートナー”とし
て、米国資本市場における高い
プレゼンスや、アジア経済圏に
おける充実したネットワーク等を
活かし、各地域の顧客に総合的
な金融ソリューションを提供する
事業カンパニー。

Yogesh Srivastava◎インド拠点
管理部人事ヘッド。人事戦略、
ビジネス・パートナリング、組
織開発、サクセッション・プラン
ニング、タレント・マネジメント、
リストラクチャリング、業績・
報酬管理など、23年以上にもわ
たる人事部門での豊富な経験を
もつ。

家精神のようなエネルギーを生み出し、常に新たな可
能性を追求できる環境をつくり出します」とCeislerは
言う。
　米州みずほでは、組織の模範となった社員を表彰す
る「Mizuho Americas Impact Award」を設けている。

「社員が新たな課題に直面しても解決していける能力
の開発に引き続き注力し、自己成長や満足度の向上、
専門性を高める文化の醸成に積極的に取り組んでいき
たい」とCeisler。「個」のもつ力を引き出す評価基準
や制度は、社員や組織のモチベーションへとつながり、
良い結果をもたらす循環を生むだろう。

立ち上げた。研修プログラムには、こうした内部研修
だけでなく、外部研修もバランスよく採り入れている。

「特にITの分野では常に新しいトレンドが生まれるた
め、〈みずほ〉の外の知見を得ることは重要です」と語る。
また、内部研修においても、インド国内外での人材交
流機会や公募による異動の機会を提供している。「専
門的な能力開発の機会提供は、定着率とエンゲージ
メントが高まるという研究結果があり、社内公募もその
機会のひとつ」とSrivastavaは言う。プロフェッショ
ナルな人材が事業に付加価値を与え、新しい視点を
持ち込めば企業文化の維持・強化にもつながる。イン
ドでは一般的に人材の流動性が高いものの、社内公
募を含む成長機会は多くの人材を惹きつけ、〈みずほ〉
の企業文化にプラスの変化をもたらしている。

　現地の人材採用において、成長マインドを尊重し、
一人ひとりが力を発揮できる組織づくりで、次 と々優秀
な人材の採用に成功している米州みずほ。「米国内で
CIBトップ10の達成に向け、着実に歩みを進めていま
す」と語るのは、米州CHROを務める Liz Ceislerだ。
入社後の社員に対しては、意欲的な姿勢を評価し「そ
の人らしさ」を重視した人事評価を行っている。「ダイ
バーシティ（多様性）、エクイティ（公正性）、インク
ルージョン（包括性）は組織のベースとなる考え方で
あり、〈みずほ〉の企業文化につながっています。米
州みずほの個性を尊重する企業文化は、社員に起業

「インドは経済・人口の成長が続き、さまざまなビジ
ネス機会や人材があふれている国です。〈みずほ〉の
インド拠点では、戦略的に顧客基盤とプロダクツを拡
充すべく、優秀な人材を積極的に採用しています」と
話すのは、インド拠点管理部人事ヘッドの Yogesh 
Srivastava。「インドのプロフェッショナルな人材は自
身のキャリアアップのために、さまざまな経験やスキル
の獲得機会を常に探しています。彼らを呼び込み、定
着させるには、企業が従業員に対して経験や成長の
機会を提供するという従業員価値提案（Employee 
Value Proposit ion）が必要です」。Srivastavaは、
社員一人ひとりがキャリアゴールを設定し、自分の能
力開発計画を立てて、上司とともに計画を実行してい
くプログラム（Individual Development Plan）を

I N D I A   優秀な人材の獲得・維持のためにはEVPが必須

U S   「その人らしさ」を評価し、成長マインドを引き出す 

グローバルコーポレート＆
インベストメントバンキング
カンパニー（GCIBC）

米国とインドから学ぶ人材の活かし方
グローバルに拡がる〈みずほ〉の海外拠点では、現地の企業文化に根ざした採用と人材育成を実践している。
米州みずほとインド拠点の人事ヘッドに、社員一人ひとりの成長を支援する取り組みについて聞いた。

武 英克◎FG執行役グローバル
コーポレート&インベストメント
カンパニー長。米系企業営業や
国内営業部を経て、グループ企
画部長、戦略企画部長、米州
地域本部副担当役員、アジア・
オセアニア地域本部長、コーポ
レート＆インスティテューショナ
ルカンパニー長等を歴任。2022
年4月から現職。

※1　Forbes Global 2000のうち
上位200社（除く金融機関）
※2　シンジケートローン、債券・
株式発行引受、M&A等で収受
した手数料
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マインドが揃っていないのではないかという問題意識が
ありました。加えて、人事戦略そのものが、会社を主
語にした内容にとどまっていて、主人公であるはずの社
員の視点でつくり変えないといけないと考えました」
　〈かなで〉は、個々の能力を最大限に伸ばし、それ
を活かせる状態にすることをめざす。その骨子は、社員
の「①挑戦を支える」「②貢献が報われる」「③働きや
すさを感じる」という3点だ。これらの観点から各種施
策が展開されると同時に、個々が組織に貢献していくた
めの最適な配置や育成を目的とした異動も、会社や組
織を越えて行われる。これらを着実に実行していけば、
社員エンゲージメントもおのずと向上し、一人ひとりの
行動が変容し、企業風土も変わっていくだろう。〈かな
で〉は、社会や社員、そして〈みずほ〉という企業が
持続的に発展する未来を創ることに寄与していきたい、
という〈みずほ〉の企業理念に基づいたものだ。
　〈みずほ〉の社員は、自らの成長にコミットすること
が求められる。経験を広げ、専門性を深めるためのキ

ャリア支援、現状に甘んじ
ることなくアップスキル・リ
スキルのための投資を強化
し、社員の挑戦を後押しす
る。また、役割の大きさに
応じた給与体系や、成果貢
献をより直接的に反映させ
る賞与運営など、処遇に対
する納得感も高める。加え
て、柔軟な働き方の実現や、
健康増進、職場環境の改善
についても進めていく。
「〈かなで〉は、企業理念
と整合的かつ一体的な内容
であり、〈みずほ〉における
人的資本経営のエンジンに
あたるものです。このエン
ジンが組織に推進力を与え、
企業価値や企業風土にポジ

ティブな影響を与えていくと考えています」と上ノ山は
話す。
　また〈かなで〉では、「自分らしさ」を大切にしよう
と社員に訴える。そして「自分らしさ」を起点に、すべ
ての社員がキャリア自立していくことをめざす。キャリア
自立とは、各々の個性や強みが発揮され、成長や進化
を実感し、心身ともに活力に満ち、自身の役割と責任
を果たすことだ。社員がキャリア自立することで、それ
ぞれがもつ潜在的なエネルギーが解き放たれ、〈みずほ〉
の価値創造力は押し上げられていく。
　一方、自分については、自身ではわかっていないこ
とが意外に多い。一体、「自分らしさ」とは何なのか？ 
その土台として位置づけているのは、社員のナラティブ

（物語）だ。人はそれぞれ生まれてから現在に至るまで、
他の誰とも違う自分だけの人生があり、そのなかで培わ
れてきた価値観がある。そして、これからの未来に続く
人生においても、自分だけの物語を紡いでいきたいと願
うものだ。〈みずほ〉は、一人ひとりが大事にしていき

たいナラティブを尊重し、応援していく。上ノ山は「社
員それぞれに〈みずほ〉への入社を決めた理由がある
はずです。それを振り返り、今自分が〈みずほ〉にいる
ことの意味を改めて感じることが、前を向いて力強く進
む意志になり、そして実際の行動につながると考えてい
ます」と言う。上ノ山自身も、今自分が〈みずほ〉にい
ることの意味を再確認し、未来を担う世代のために自
分にできることを考え続けてきた。
　「〈みずほ〉は、その歴史に根差したユニークな企業
グループだと感じています。先人たちが挑戦して切り拓
いてきた基盤の上に、今の私たちが挑むフィールドが
広がっています。まだまだやれることはたくさんあります。
未来に向けて、先人たちに負けないように新たな価値
をこれからも生み出していきたい」
　〈みずほ〉は企業理念を再定義した際、新たなバリュ
ーとして「変化の穂先であれ。」と定めた。ともに挑む
人材集団になっていく強い決意が込められている。〈み
ずほ〉の挑戦は続く。

　環境変化が加速するなかで、経済や社会、そしてお
客さまが抱える課題は、多様化・複雑化している。そう
した課題にともに挑んでいくうえで、〈みずほ〉は人材こ
そが最大の資本だと考えている。一方、働き方や仕事
に対する社員の考え方も時代とともに変化してきており、
改めて社員と会社の関係を再構築していく必要がある。 
人と組織が相補的に高め合い、社会やお客さまも含め

「ともに実る。」。そうした姿をめざす〈みずほ〉の礎と
なる新しい人事運営が、2024年度から本格的に始まる。
　これからの人事のあり方には「〈みずほ〉を社員と会
社がともに創り、ともに奏でていきたい」という思いを
込め、〈かなで〉と名付けられた。24年度から、みず
ほフィナンシャルグループをはじめ、みずほ銀行、みず
ほ証券、みずほ信託銀行、みずほリサーチ＆テクノロ
ジーズのグループ５社がこの〈かなで〉に一斉に取り
組む。〈かなで〉を推進してきた上ノ山は背景をこう語る。
「事業戦略に対して、人事戦略のアライメント（連携・
整合性）が十分でなく、必要となる社員のスキルや能力、

企業として価値創造の源泉である人材の持続的強化を図る〈かなで〉の背景にある〈みずほ〉のメッセージとは何か。
人材と組織について変革を推進するグループCHROの上ノ山信宏に聞いた。
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社員が「自分らしく」働くことを実現する
〈かなで〉に込めた想い

上ノ山信宏◎FG取締役兼執行
役グループCHRO。BK営業第九
部長、FG執行役員取締役会室
長などを経て、2021年より現職。
※役職は、2023年1月のもの。

自分自身に向き合い、自己理解
や相互理解を深めるために使用
するワークシート「ナラティブワ
ークシート」。これからの自分の
キャリアや働き方について考える
きっかけとして、作成してみては
いかがだろうか。記入用シートは、 
みずほweb（QRコードからアク
セスできる。社内イントラネット
環境からのみ閲覧可能）に掲
載されている。上ノ山グループ
CHROをはじめ、役員が作成し
たナラティブワークシートも閲覧
できる。
※QRコードは（株）デンソーウェーブの
登録商標です。

ナラティブワークシート
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自分の成長の余地であり、ポテンシャルであると強調する。
　中本はこれまで携わってきたマネジメントという仕事
に対し、「一人では成し得ないことを、チームの総合力
で達成することが醍醐味」だと語る。
「私にとっての『マネジメント』は『管
理』ではなく、メンバーのワクワクを
引き出し、『楽しく働く』を実現する
こと。自分が『仕事は楽しい』と思
うだけでは物足りず、一人でも多く
の人が仕事の楽しさを実感できるよ
うにするための時間が、キャリアが積
み上がるほどに増えています」（中本）
　最後に、キャリア形成についてこ
う助言する。
「自分を裏切らないこと。可能性
を失うのも拡げるのも自分次第で
す。進化し続けること。そのために
貪欲に学習し、体験し、挑戦し続
けてください」（中本）

　中本美菜子グループCGOの〈みずほ〉でのキャリア
は、ターニングポイントの連続だった。入行時は念願
の営業職だったが、米国ロースクール留学からの帰国
後は、BK法務部に異動となる。中本は当時を振り返り

「希望していなかった法務部でしたが、国内外の多岐
にわたる業務をサポートすることで、より多くのお客さ
まのお役に立てることの楽しさを実感し、『法務は天職』
と豪語するまでになりました」と語る。その後、FG・
BKの企画と取締役会室に転属になるが、中本は「力
不足を実感。構想力、関係構築力、戦略的思考力、
変革創造力、洞察力など、足りない力を必死に鍛えつ
つ、同時にアウトプットを創出する日々でした」と振り
返る。その後に配属になったBK米国現地法人、BK
銀座支店、SC企画では、毎回、「常識」がすべて覆
されるほどのカルチャーショックを受けた。「常識にとら
われずに視点を変えること、大局的に物事を捉えること
の重要性を実感しました」と言う。挑戦の連続を経て、
現在のグループCGOへとキャリアをつないだ。
　中本は自身のキャリアを「逆境だらけ」と言う。しか
し、その逆境こそが、一番の成長のドライバーであった。

「異動に限らず、いかなる苦難も成長の糧。ピンチは
チャンス」だと話す。課題をネガティブに捉えず、すべて

「いかなる苦難も成長の糧」進化と挑戦がキャリアを創る
自分らしく働き、自律的なキャリアを形成するヒントを、中本美菜子グループCGOに聞いた。

中本美菜子◎グループCGO。BK銀座
支店長、SC経営企画部長などを経て、
2023年より現職。
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感しました。CAは中立の立場で相談を聞き、想いを言
葉にするお手伝いをします。社内のイントラから申し込
みができるので気軽に相談してほしい」（合田）
　川原美奈は、出向、社内公募、海外勤務を通じて、
国内外の〈みずほ〉で働く多様な人材支援の経験を積
んできた。40歳を目前に自身のキャリアを再考するなか
で、先輩とのさりげない対話を機にカウンセリングやキ
ャリア形成について学び始め、ジョブ公募で2021年に
CAチームに異動した。「私は〈みずほ〉で多様な人と
ともに働き、対話をする過程で自分の価値観や持ち味
を育ててきました。〈みずほ〉の魅力は、やはり人だと
体感しています。対話の機会や環境を整え、つながり
合い、自分らしく楽しく豊かに働く人を増やしたい」と
話す。その人がもつ価値観や持ち味を大切に、対話を
通じて、新たな視点や捉え方を広げるきっかけづくりが
できることに日々やりがいを感じているという。
　CAは一人ひとりのキャリアに関する想いに寄り添い、
その人の持つ可能性の探究や行動変容を促してくれる
存在だ。自分のキャリアや組織的なキャリア支援で悩ん
だときは、活用してみてほしい。

　〈みずほ〉では、国家資格であるキャリアコンサルタ
ントを有する社内キャリアアドバイザー（以下、CA）が、
社員のキャリアに関するサポートを行っている。29名の
CAはさまざまな経歴をもち、社員の多様なニーズに対
応している。例えば、彼らが対応するのは、キャリアに
関するさまざまな相談ができる「応募型の相談」、カン
パニーを横断して異動した社員、キャリア採用者、復
職した社員などを対象とした「キャリアの転機をサポー
トする面談」、管理職を対象に面談スキル向上のため
のレクチャーやロールプレイングを行う「マネジメント
向け支援」、部門や部署のニーズに応じて職場単位で
レクチャーやキャリア面談を実施する「部門・部署連
携のキャリア支援」と多岐にわたる。
　現在CAの1年目として奮闘する合田吉宏は、出向
先で会社統合を経験し、カルチャーが異なる社員と働
くことや人事制度の変化で将来に不安を抱く社員を見
てきた。「何か力になれないか」と考え資格を取得。ジ
ョブ公募でCAチームにやってきた。
「自分がマネジメントの立場を経験し、一人の人間と
しての発言と、上司としての発言を両立する難しさを実

〈みずほ〉には、社員一人ひとりの働きやすさや働きがいに寄り添うためのさまざまなサポートのカタチがある。なかでも注目したいのは、キャリアアドバ
イザー相談だ。アドバイザー歴1年目の合田吉宏、3年目の川原美奈に、自分らしいキャリア形成の実現を支援するうえで大切にしている想いを聞いた。
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多様なバックグラウンドをもつ社内アドバイザーが
社員の「自分らしい」キャリアを支援

合田吉 宏◎FG人 材 戦 略 推 進
部・キャリアアドバイザーチーム。
TB営業店2カ店、資産管理サー
ビス信託銀行等を経て、2023
年より人事グループ在籍。

川原美奈◎FG人材戦略推進部・
キャリアアドバイザーチーム。資
産管理サービス信託銀行出向、
BK国際営業部等を経て2014年
より人事グループ在籍。

の経験を経て、外資にはなくて、〈みずほ〉にはあるモ
ノがたくさんあることもわかりました。常に『どうしたら
できるか』を考え、トレンドセッターでありゲームチェン
ジャーをめざす企業文化の醸成や人材育成に貢献して
いきたいと考えています」（三木）
　みずほフィナンシャルグループ執行役 アセットマネジ
メントカンパニー長兼特命事項担当の佐藤紀行もまた、
アルムナイの復職者だ。佐藤は〈みずほ〉が受けてい
た批判を外部の視点で見ることができた時期があったこ
とで、その問題点をよりニュートラルに評価する目線を
得たと話す。
「特に所管するアセットマネジメント（AM）ビジネスに
おいては、報酬を含めた人事戦略、プロダクト戦略や
マーケティング戦略で、他社と比べて優れている点・
劣っている点ともに、よりはっきりと見えてきていました。
そのおかげで、社内会議でも我々の弱点をより意識し
た議論に向き合えているような感触があります」（佐藤）
　佐藤は資産運用立国の実現に向けて〈みずほ〉の
人材強化を図るべく、多様な人材の登用や人事報酬
制度の改革などにも力を入れている。インセンティブを
付与することで、やる気あふれる人材にとって能力を遺
憾なく発揮しやすい環境を整え、AMビジネスで〈みず
ほ〉が競争優位に立つことを狙っている。
　さまざまな知見が集まれば、多くの武器になる。〈み
ずほ〉はこれからも、多様な未来の仲間たちに、その
入り口を開いていく。

「私たちのチームには、証券、生損保、公的機関、コ
ンサルをはじめさまざまなバックグラウンドをもつメンバ
ーが在籍しており、チームの約半数がキャリア人材で
す。〈みずほ〉独自の手続きや用語など、キャリア人材
が何に困っているかをフラットな視点で想像できるため、
チームのメンバーに寄り添った対応ができているのでは
ないかと思います」
　そう話すのは、みずほ銀行アセットマネジメント推進
部の笹部さやかだ。笹部は証券会社などを経て2010
年にみずほ銀行に入行し、現在はDC運営管理チーム
のマネジメントとして、企業型DC受託先の制度運営に
おけるサービス品質向上ならびに業務のミドルバックを
支える人材の育成に取り組んでいる。
「チームではお互いの強みを活かし、違いを認め意見
を傾聴する風土が根付いています。そこにキャリア人材
のノウハウやスキルを積極的に取り込むことにより、チ
ームが活性化し、新規サービスの検討にも効果が表れ
始めているのではないかと感じています」（笹部）
　20年に入社したアセットマネジメントOneで機関投
資家営業を統括する三木威は、外資系資産運用会社
からのキャリア人材であり、過去に〈みずほ〉に勤めた
アルムナイの復職者でもある。
「グローバルで実績のある運用会社に多数触れてき
たことで、優れた会社に共通する人材、IT・インフラ、
企業風土とはどのようなものかという視点をもって、よ
り具体的な改善提案ができると考えています。他社で

三木 威◎アセットマネジメント
One 機関投資家営業本部。入
社後、一度離職して外資系資
産運用会社においてクライアント
サービス本部長などを務めたの
ち、2020年に復職。

佐藤紀行◎FG執行役アセットマ
ネジメントカンパニー長兼特命
事項担当。入社後、一度離職
したのち、シンガポールで現地
外資系運用会社の CEOなどを務
め、2023年に復職。

性の構築に努めている。結果、アルムナイ研究所によ
る「ジャパン・アルムナイ・アワード」にて、2年連続
で「グランプリ」を受賞。「メガバンクである〈みずほ〉
の取り組みが『退職者は裏切り者』という日本企業的
考え方の捉え方への変化を起こしており、金融業界の
カルチャー変革の一手になっている」と評価された。

　アルムナイは、内部の知見をもちながら外の風を取
入れられるいちばん身近な存在であり、アルムナイと
現役社員が接点をもつことが互いの大きな財産となる。

「社員×アルムナイ」「〈みずほ〉×アルムナイ」「アル
ムナイ同士」の共創に向け、ビジネス連携・マッチン
グのトライアルも進行しており、未来につながる関係

アルムナイ（退職者）と現役社員の融合によって未来につながる輪

〈みずほ〉は今、「次世代金融への転換」に向けたさまざまな変化をつくり出している。そのイノベーションの源泉となっているのが、多様な人材だ。
キャリア採用によって新たに加わった人材（以下、キャリア人材）がもつさまざまな経験やスキルは、その挑戦を加速させる。
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「次世代金融への転換」をめざして―
多様な人材に開かれた採用の入り口

笹部さやか◎BKアセットマネジメ
ント推進部 DC運営管理チーム。
大手日系証券会社にてリテール
営業、本部商品企画業務に従
事。その後系列の運用会社や外
資系コンサルティング会社を経て、
2010年にキャリア採用で入行。

S PE C I A L E DI T ION  |   F OR B E S JA PA N  |   474 6  |   F OR B E S JA PA N  |   S PE C I A L E DI T ION

D I V E R S E TA L E N T 
A N D S U P P O R T I V E SYST E M S02 W H E R E W E 

A R E
P R O A CT I V E LY I N N O VAT E TO G E T H E R W I T H O U R C L I E N TS 
FO R A P R O S P E R O U S A N D S U STA I N A B L E F U T U R E .



が高く、エンドユーザーが手を出しにくいこ
と。そこで、初期費用ゼロで提供するために、

サブスクリプション・サービス（以下、
サブスク）を検討したのです」（瀧）

　京セラにとっては初期費用を
ゼロにすることで販路拡大が
可能となり、ユーザーにとって
もクリーンエネルギーシステム

利用へのハードルが下がる。そ
のビジネスモデルに確証を持った瀧は、

過去にサブスクモデルの検討実績があったみ
ずほリサーチ&テクノロジーズ（以下、RT）
デジタルコンサルティング部の野口博貴（写

とができます。そうして顧客と直接関わって
いき、ニーズを把握することで、新たな付帯
サービスを提案することもできるという点でも
ビジネスとしての可能性が感じられます。
　たとえば本案件では、BKの資産形成シミ

ュレーションツール『ライフデザイン・
ナビゲーション』というサービス

との連携を開始しているのも、
このビジネスモデルの新しい
可能性の一つです。このよう
な難題に挑戦できたことは、個

人的にもエキサイティングな経験
だったと感じています。『変化の穂先

であれ。』という〈みずほ〉のバリューがある
ように、〈みずほ〉は顧客に対して、その時
にいちばん新しい提案をすべき存在だと思い
ます。その意味では、今後も京セラだけでな
く多数の企業と組んでサービスを提供する必
要があり、そこに銀行のビジネスマッチング
力が活かせると思います」
　クリーンエネルギーの普及という未来をつ
くる分野で、顧客ニーズを正確に汲み取り、

〈みずほ〉内の知見を活かした本案件。社
会課題解決への大きな一歩を実現した点も
合わせて、数あるコンサルティング・ビジネス
のなかでもひとつの理想形だといえる。

強く、長く、新たなビジネスモデルを模索した。
そして新規事業の収益化に向けファイナンス
知見を必要とした京セラは、みずほ銀
行（以下、BK）を含む数行に新
規事業化支援を打診。京セラ
にとってBKはメインバンクで
はなかったが、かねて同社と
の関係を温めていたBKの瀧聡
志（写真右）が、京セラの要望
を的確に把握していく。
「京セラの再生可能エネルギー事業は、自
社で製造する家庭用太陽光パネルと蓄電池
の販売拡大が課題でした。課題は、単価

複数の企業と組んでサービスをつくるとき
銀行のビジネスマッチングが活きる

　このようにして2022年3月にコンサルティ
ング提案した本案件は、6月に契約を締結。
約1年をかけて事業計画を練り上げ、23年
10月にサービスインにこぎ着けた。
「私がこの1年やってきた『ゼロ
から事業を立ち上げる』ことは、
銀行員ではなかなか経験でき
ないものです。プロジェクト
では多くの壁に当たりましたが、
乗り越えていくなかで感じたのは、
想いをもつ人たちがつながると有機的
な連鎖が起きる、ということです。京セラの
皆さんは、“再生可能エネルギーを世の中に 
広める”という熱い使命感をもつ集団です。
まずは私たちがその想いに共感することが大
事で、そしてその想いを〈みずほ〉内外に伝
播できたことが、結果として良かった。金融・
非金融の両面から変革を成し遂げていくこと
ができました」（瀧）
　野口も、その想いは同じだ。
「従来のメーカーは、販売代理店などを介
した製品販売を行い、顧客と直接の接点は
もっていませんでした。今回のプロジェクト
では、京セラは顧客と長期的な接点をもつこ

　多様な価値観と日々進歩する技術によって、
産業構造が変革期を迎えている。日本企業
にとっても、ビジネスモデルの革新が焦眉の
急だ。製造業の場合、従来型の製品開発・
販売というビジネスから、製品をサービスに
変えるビジネスの転換（モノからコトへ）が、
経営戦略の鍵となっている。
　年間売上高2兆円を超える大手電子部
品・機器メーカーの京セラ株式会社も同様
だ。特に成長産業と目されている京セラのエ
ネルギー事業には歴史がある。2000年代に
中国勢が台頭して以降、日系のパネルメーカ
ーが撤退を余儀なくされても、京セラは粘り

真左）に相談をもちかけた。
「RTは幅広い分野のリサーチとコンサルティ
ングを行うシンクタンクで、私たちの部署は
企業の新規事業やDXの支援がメイン。サブ
スクモデルについても複数の支援事例があり、
社内には再生可能エネルギーを専門領域と
するコンサルタントもいたため、京セラに両方
の知見から提案できました」（野口）
　このようなRTの協力をもとに、瀧はどのよ
うに検討を進めたのか。
「そもそもエンドユーザーは、太陽光パネル
や蓄電池というモノが欲しいのではなく、クリ
ーンな電気が欲しいわけです。環境への配慮
と安定的かつ安価な電力の確保が求められ
るなかで、クリーンな電気は、家族の安心や
笑顔をもたらします。誰もが手ごろな値段で
導入でき、生活が豊かになるというサービス
なら、ユーザーに受け入れられるに違いない。
それをサブスクで実現しよう、と事業化をイ
メージし、訴求しました」（瀧）
「サブスクであれば、従来型の製品販売ビ
ジネスを、デジタル技術も活用しながらサー
ビス化できます。サブスクの本質とは、デジ
タル技術を通じて顧客接点をつくり、そこか
ら顧客の課題を継続的に把握し、新しい価
値を提供すること。成功すれば、確実に消
費者の暮らしがよくなるサービスです」（野口）
　最終的に京セラは〈みずほ〉のアイデアを
採用。評価の決め手を瀧が振り返る。
「3つあると思っています。まず、私たちのス
ピードが速かったこと。先方オーダーの翌日
には、野口さんと初回のディスカッションを 
し、以降は1～2週間ごとにミーティングを
行い、仮説や提案内容をブラッシュアップし
ていきました。次に、〈みずほ〉がもっていた、
サブスクと再生可能エネルギーに関する専門
性の高さ。さらに、コンサルティングの提案
前にハウスビルダーなどのパートナー候補と
事前引き合わせを行い、京セラの現場レベル
のニーズや課題を把握する実務に入れたこと
です」（瀧）
　野口が続ける。
「また、瀧さんをはじめ京都営業部が、京セ
ラの事業変遷や製品の強みを深く理解してい
たからこそ、ビジネスの狙いなどを初期段階
から解像度高く示せたのです」

〈みずほ〉が支援した、京セラの住宅用太陽光発電＆蓄電システムのサブスクリプション・サービス。
日本を代表する電子部品メーカーが、発想を転換し、モノを売らないビジネスにチャレンジする―。
こうしたビジネスモデルの変革を支えたのは、〈みずほ〉の的確な分析力と、リレーションシップだった。
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〈みずほ〉×京セラによる太陽光発電サブスクビジネス
メーカーの想いに共感し、組織の壁を越えて取り組む

住宅向け太陽光サブスクビジネスの新規事業化支援コンサルティング

瀧聡志◎BK京都営業部 営業チー
ム。六本木支店（中堅中小RM）、
グローバルキャリア戦略部（採用プ
ロジェクトチーム）、京都支店（中
堅中小RM）を経て、2020年8月よ
り現職。

野口博貴◎RTデジタルコンサルティ
ング部 デジタルビジネス推進チーム。
社会政策コンサルティング部を経て、
2012年より現職。民間企業向けの
新規事業創出・DX支援に従事。

高単価な設備を
初期費用ゼロで
エンドユーザーに

提供したい

企業の想いに
強く共感し

非金融面も含めて
変革を推進

「今回、弊社が新規の再エネビジネスを立ち上げるに
あたり、経営層より『各行に知見を賜りなさい』とい
うアドバイスがありました。そして、各行のご提案内容
をプロジェクトチーム／財務部門と協議し、『目的の
理解度』等の指標評価も踏まえて、弊社が一緒にプ
ロジェクトを進めたいパートナーを満場一致で選ばせ
ていただき、進めてまいりました。瀧さんはお会いして
から、翌週には初回提案という速さで対応くださいまし
た。提案内容にも、我々側に一歩踏み込んでくれる熱
意を感じました。ふたを開けると、一歩どころか、弊
社の社員ではないかと錯覚するほどでした（笑）。そん
な大いなる勘違いをさせてくれた、〈みずほ〉の懐の深
さに感謝いたします」

京セラ担当チームよりメッセージ

エネルギーシステム定額サービス
「ハウスマイルe」

京セラ　エネルギーソリューション事業部
岩田洋平氏、戸田和秀氏、佐藤順平氏

一歩踏み込んでくれる熱意を感じました
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を仰げる人もいないので、何かとネガティブ
な思考に陥ってしまい、疲弊し切っていまし

た。加えて、CS業務が回らないため
本来営業に精力的に動くはずの

法人営業（RM）の活動まで 
停滞し、支店の実績も上がら
ないという悪循環。当時の支
店長も悔しかったと思います」

（吉村）
　そんな両支店の状況を打開するべく

立ち上がったのが、法人業務部西日本エリ
ア担当の林寛之（写真左）。西日本エリア 

神的に大きな安心感も得られ、とにかく心強い。
疲弊していた心にも余裕が生まれて、仕事へ
の熱量を取り戻すことができました」（吉村）
　今では、社内で事務ボーダレス化を新規
で検討するミーティングがあればオンライン
登壇し、経験を伝える「伝道師」の役割も
担う二人。順調に全国展開が進む状況に、
林は「二人が最初の大きな一歩を踏み出して
くれたからこそ」と称賛する。
　現場と本部がひとつになって前例のない取
り組みに挑戦した事務ボーダレス化は、まさ
にパーパスである「ともに挑む。ともに実る。」
を体現している。
「支店の枠を越え、それぞれの課題に合わ
せた方法にカスタマイズしながら取り組める
事務ボーダレス化によって、今後ますます横
のつながりが広がっていくはずです。この動
きが進めば、みずほ銀行全体の強度も増して
いくのではないかと思います」（中村）
「事務ボーダレス化に挑戦したことで、木原
グループCEOや倉下常務（エリア長）をは
じめ、多くの役員の方と話す機会をもてたこ
とも私の大きな宝となりました。同時に、本
部が支店に寄り添ってくれていることを実感
でき、モチベーションが上がりました。全国
の支店には、以前の私のように大変な状況
の方もいると思うので、ボーダレス化によっ
てみんなが前向きに仕事に取り組めるように
なることを期待しています」（吉村）
　地方支店発のイノベーションが、みずほ銀
行全体の未来を明るく照らしている。

　話し合いを続けるうちに「新たな挑戦をし
ていかなくてはならない」という空気が支店
内に広がっていった。
　同じころ、隣県の鹿児島支店は
人材不足に悩んでいた。同店
の吉村加代（写真右）は長年、
外為業務を専門としてきたが、
ベテランCSが本店に異動した
ため、CS業務と融資事務も担う
ことに。しかし、慣れない業務に苦戦
し満身創

そう

痍
い

だったという。
「すぐに人員を補充される状況になく、協力

　もちろん、所属する支店の業績向上が問
われるなかで、他店の業務を請け負うことに
異論がなかったわけではない。
「それでも、この取り組みは必ず将来の〈み
ずほ〉のためになると確信していました。鹿
児島支店の写真を使って『こんな方たちと協
業します』というお便りをつくり、配ったりし
ましたね。支店長が説明を尽くしてくださっ
たこともあり、徐々に理解が進み、今では支
店のみんなが応援してくれています」（中村）

「サポート型」「相互補完型」
早くも全国展開へ

　そして現在、事務ボーダレス化はこの2支
店にとどまらず全国へ拡大。取り組み開始か
ら1年弱で、西日本エリア内だけでも11の連
携が生まれ、預為業務などCS業務以外の

ボーダレス化も実現した。また、宮崎
支店と鹿児島支店は一方向からの
「サポート型」だが、得意分野

を双方向でサポートし合う「相
互補完型」も誕生するなど、

短期間のうちに多様な広がりを
見せている。

「ボーダレス化によって、地方店の私
たちもサステナブルな価値を発揮できること
がわかりました。鹿児島支店とノウハウを共
有したことでスキルアップもできましたし、何
より支え合える関係性が生まれたことがうれ
しいです」（中村）
「困ったときに頼れる仲間がいると思うと精

　2022年夏、宮崎支店は課の垣根を越えた
ディスカッションを重ねていた。テーマは「5
年後の宮崎支店」。渉外課で法人向け営業
のCS（クライアントサポーター）業務を担う
中村節子（写真中央）はこう振り返る。
「地方で相次いでいる銀行の店舗統廃合に
対して、私たちも他人事ではないと危機感を
もっていました。業務のセンター集約化や
DX・効率化が進むにつれ、私たちの負担は
減るけれど同時に仕事も減っていく。自分た
ちの仕事は今後残るのか、そもそも支店は存
続しているのかと不安でした」

の「個店最適」ではなく「九州・沖縄ブロ
ックでの全体最適」で課題解決に取り組ん
でいくとの方針のもと、二人にこう提案をした。
「前例はないけれど、宮崎支店と鹿児島支
店で、CS業務のボーダレス化に取り組んで
みませんか？」
　前述の通り、将来への不安を感じていた
宮崎支店・中村は、林の提案を快諾。一方
で、鹿児島支店の吉村は、さらに業務が増
えるのではと不安もあったが、目的を理解し
てからは気持ちが動いた。
「人員不足を解決するには人を補充するしか
ないと思っていたんです。自店で対応できない
業務をほかの支店がサポートするなど思いも
至らず、本当に画期的なアイデアだと思いま
した」（吉村）
　CS業務のボーダレス化とは、法人営業の
サポート業務に関して、他支店が代わって
業務を担うもの。人員・スキル不足により体
制に不安のある支店を他の支店がサポートす
ることで、支店の垣根を越えて安定的な事
務運営体制の構築を図る。この場合、鹿児
島支店でさばき切れないCS業務を宮崎支店
が代行するというかたちだ。
　業務連携に向けて、まず鹿児島支店が依
頼したい業務を洗い出し、宮崎支店が対応
可能かを検討しながら、ルールづくりを丁寧
に行った。林をはじめとする西日本エリアは
この取り組みの全国展開を視野に入れ、二
人をサポートしながら仕組みづくりに注力。
具体的には法人業務部（拠点統括チーム）、
リテール・事業法人業務部、サービスクオリ
ティ推進部、事務推進部の助けを得
ながら、支店が実施したいことに
対して「システム上の対応が
可能か」「事務リスクの観点
で問題がないか」等を一つひ
とつ確認した。前述の本部各
部の有識者も課題解決に資する
本取り組みを好意的に受け止め、でき
る方法を一緒に考えてくれた。
　22年11月に話し合いを開始して、2カ月
後の1月には連携がスタート。CSが担う業
務のうち稟

りん

議
ぎ

・格付・担保管理等の業務を
中心に、鹿児島支店の業務の一部を宮崎支
店が受けもつことに。

業務集約やDXによって効率化が進む一方で、専門性の高い仕事を少人数体制で実施することが求められる昨今。
業務と人員のバランスに悩みを抱えていた隣り合う支店同士がエリア担当と協力して取り組んだのは、
前例のない業務体制の構築だ。この取り組みが今、全国の支店の課題解決につながろうとしている。

tex t  by Yu r i  Ya no   |   photo g r a ph s b y Yuta Na ka y a ma  |   e d ite d b y Mao Ta ke da

矢野由里 ＝ 文　中山雄太 ＝ 写真　竹田磨央 ＝ 編集

地方発のイノベーションが会社を動かす
ともに挑み続ける「事務ボーダレス化」

鹿児島-宮崎支店によるCS業務ボーダレス化

私たちの取り組みが
必ず将来のみずほの

ためになると
確信していました

事務ボーダレス化で
地方店の私たちも
サステナブルな

価値を発揮できる

CS業務のボーダレス化（サポート型）

中村節子◎BK宮崎支店・渉外課
CS業務担当。一度退職するも、ビ
ジネススタッフとして復帰。フルタイ
ム派遣社員・リーダースタッフを経て、
2015年職員登用され現在に至る。

吉村加代◎BK鹿児島支店・渉外課
外国為替業務・CS業務担当。長年
にわたり外為業務を主に担う。CS
担当の異動や外為業務集約に伴い、
近年は担当業務を拡大。

林寛之◎BK法人業務部。九段支店、
新潟支店、新宿西口支店、グルー
プ人事部、青山第二部、新宿南口
支店新宿新都心法人第二部を経て、
2022年より現職。

 人員不足
 ‌�業務は習得途上

 人員は適正
 業務熟練度が高い

業務をサポート

宮崎支店鹿児島支店
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IT・システムグループ（以下、ITG）は、お客さま・社会へのサービス提供力を向上させるため、自組織だけでなく、
ビジネス部門を含めた〈みずほ〉の IT活用力を高めるさまざまな取り組みを行う。
その一環として、2023年「システム企画・開発 実践講座＜判断者編＞」がビジネス部門の幹部社員に提供された。
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間杉俊彦 ＝ 文　尾藤能暢 ＝ 写真　本間香奈 ＝ 編集

ビジネス部門とともに挑む
〈みずほ〉の IT改革

IT改革の推進

断軸をもってもらうことが必要であると考えま
した。日本IBMの副社長を務め、現在は〈み
ずほ〉のグループ執行役員である下野雅承
氏が、経営・ITガバナンスの経験を活かした
講義を実施するなど、外部知見を活用したカ
リキュラムとする一方で、社内に蓄積してい
る失敗事例や成功事例の共有を行うことで、
世の中の教科書には書いていない、より実践
的な内容を盛り込むコンセプトとしました」
　この講座の受講対象者はビジネス部門の
副カンパニー・部門長、部長、室次長クラス。
つまり、システム開発を采配する立場の判断
者が、プロジェクトマネジメントの勘所、意
思決定のあり方などについて、外部環境の
変化も踏まえつつ、基本的な考え方から実
践テクニックまでを学ぶ場である。
　講座を受講したBK市場営業部市場企画
チームの吉本布由子（写真右）は「これま
でこのような学びの場はなかった」と振り返る。
「IT技術に関しては、社内の研修サイトにた
くさんコンテンツが上がっています。しかし、
今回の研修が新しかったのは、実際にシステ
ム開発を進めていくうえでのポイントや判断基
準について具体的に学べることでした。決し
て喜んで話したいことではなかったと思います
が、これまでの社内システム開発プロジェクト
の失敗事例からのインプリケーションも教えて
もらえて、より自分ごととして捉えながら実践
に役立つ知見を得ることができました」
　本講座では、システム開発に伴うさまざま
な失敗もオープンに語られた。コンテンツ作
成・講師を担ったFGIT・システム統括部プ
ロジェクト支援チームの岡田秀一（写真左）
は次のようにコメントする。「プロジェクトの修
羅場にいると、冷静な判断が難しくなります。
問題の予兆はさまざまなところで現れますが、

　ビジネス部門が「自分ごと」としてシステ
ムをつくっていかないと、よいビジネスはつく
れない。過去、ITはバックオフィスの効率化
が主たる役割だった。しかし今は、ITをどう
活用するかがビジネスの成否に直結する。ビ
ジネス部門はシステム構築の要求出しだけを
行い、システム開発はIT部門が行うという、

両者の関係性も大きく見直して一体で
進めなければ、お客さまに選ばれ

るビジネスは構築できない。
　システム開発に際しての要
件定義、ビジネスの業務分析、

プロジェクトマネジメント、パー
トナー企業との関係性など、なか

なか書籍などでは学びきれない領域の
機微も伝える本講座の価値はきわめて大きな
ものだったといえる。だが、それ以上に、IT
部門とビジネス部門がお互いをまず知る、 
という意味でも、本講座には大きな意義があ
ったはずだ。ビジネスとITが一体となって、
お客さまに高い付加価値を提供する。〈みず
ほ〉ITのめざす先に向けて、挑戦が止むこと
はない。

に実行していくか。この講座は、ビジネスとIT
の橋渡しの一環でもあります」（FGIT・シス
テム企画部企画チーム、菅藤貴昭・写真中央）
　講座を企画した菅藤は言う。「〈みずほ〉
のさまざまな部署でシステム開発案件が増え

ていますが、スムーズに進んでいるも
のばかりではありません。また、

安心・快適なサービスを提供
するためには、つくった後のシ
ステム保守・運用への改善の
取り組みも重要です。ビジネス

部門の判断者には、世の中のIT
人材不足の状況、IT技術の進展や外

部サービスの活用余地、そして〈みずほ〉の
IT人材やIT投資・経費の全体感等を加えた
内外環境を踏まえ、システム開発に関する判

めの電子プラットフォームが大いに充実し、
銀行に来店したり電話をかけずとも、外貨を
購入できる時代になっている。また、為替ト
レーディングでは、アルゴリズムが発達しプロ
グラミングが重要なファクターになる等、今や、
IT技術がなければビジネスが成り立たない。
「市場の環境もお客さまのニーズも日々変化
し、レベルアップしているため、IT・
システム統括第二部や、みずほ 
リサーチ&テクノロジーズの市
場系システムの担当者たちと、
常に一体になって業務を進め
ています。業務プロセスの効率
化支援から、トレーディングプロ
グラムの提供まで、ITの力が我々の付
加価値に直結し、それらをお客さまへ提供す
ることで、選ばれる金融機関になりたいと願
っています。そうしたニーズを最も理解して
いるのは最前線でお客さまに接する、私たち
ビジネスサイドです。だからこそ私たち自身も、
システム開発にそれを活かせるようITリテラ
シーを高めなければなりません。講座で学ん
だことが、日々の業務に活きています」（吉本）

　日々変化するIT・システムをめぐる環境に
対応すべく、「システム企画・開発 実践講
座＜判断者編＞」は2023年5月に開講。3
グループに分けて、各7回、計170名の本
部マネジメント層が受講した。
「お客さまに最適なサービスを届ける
ため、IT活用力がビジネス戦略
実現の重要な要素のひとつに
なるなか、ビジネスとIT技術
の変化の先を読み、ビジネス
とITが一体でITの活用に取り
組んでいけるかが企業の競争力
を分けます。ビジネスはITリテラシー、
ITはビジネスリテラシーを高めつつ、“IT戦略
を包摂したビジネス戦略の策定”、システムの

“企画・開発”、“保守・運用”などをどのよう

それをいかに早く拾い対応できるかが重要。
問題発生時には一度立ち止まり冷静な目をも
つことも必要です。判断できない状況に陥ら
ないよう、さまざまな角度から解説しました」
　講座では、失敗事例をはじめとする具体例
が非常に好評だった。これまで知り得なかっ
た失敗事例が社内で共有され組織知化され
ることは、今後起きうる失敗の未然防止や、
トラブル発生時の影響極小化にもつながる。

IT・システムのサービス提供力によって
お客さまが取引金融機関を選ぶ時代

「一般論で語る基本知識は外部コンサルの力
も借り、そこに、『どうやったらAgilityの高い
ビジネスの実現に向けたシステム構築ができ
るか？』といった“私たちが本当に伝えたいこ
と”を味付けしました。結果的に、オリジナリ
ティのある講座になったと思います」（岡田）
　吉本が所属するグローバルマーケッツカン
パニーは、いわゆるマーケット業務を手がけ
るカンパニーだ。外国為替業務を例に挙げ
れば、個人、法人の取引から金融機関同士
のインターバンク取引に至るまで、取引のた

岡田秀一◎FGIT・システム統括部 
プロジェクト支援チーム。市場リス
ク管理領域の開発・マネジメントを
経験後、大型案件のPMOを務める。
現在はビジネス部門が主導する案件
の伴走支援を担う。

菅藤貴昭◎FGIT・システム企画部 
企画チーム。法人RM、法人営業企
画などを経験後、2021年10月より
ITGでビジネス部門との連携強化に
従事。現在はITG全般の戦略策定、
施策推進を担う。

吉本布由子◎BK市場営業部市場
企画チーム。法人RMなどを経験後、
市場部門でデリバティブセールスや
市場企画業務に従事。現在はBK東
京のセールス＆トレーディング業務
の企画・運営・管理を担う。

教科書には
書いていない

実践的な内容を
盛り込んだ

ITシステム力が
付加価値に。

ビジネスサイドも 
ITリテラシー向上を
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2015年よりみずほ信託銀行の100％子会社
となったみずほリアルティOneグループがサ
ポートしている。同社サステナビリティ推進
部の、越部泉美（右写真左）が続ける。
「みずほリアルティOneグループは、〈みず
ほ〉で唯一の不動産に特化したアセットマ
ネジメント企業として、不動産私募ファンド、

上場／私募REITを運用しています。不動
産アセットマネジメント会社のなか

でも、不動産開発やバリューア
ップの実績が豊富にあること
が特徴であり強みです。環境
配慮の観点でも、省エネ改修

や環境認証の取得などに積極
的に取り組んできましたが、よりサ

ステナビリティへの取り組みを強化しようと、
2023年6月に専担部署が立ち上がりました」
　不動産×サステナビリティにおける〈みず

済性の両立も求められていく。
「そこで、木材を効果的に配置したハイブリ
ッド仕様とすることで、コストを管理しながら
賃貸オフィスの機能性を拡充しました。私募
ファンドでこういう事例があると、ほかの投資
家にも関心がもたれ、サステナブル投資の裾
野が広がると思います」（越部）
　このように不動産×サステナビリティのビジ
ネスは伸びており、一過性のブームでは終わ
らないと考えられる。そしてサステナビリティ
という取り組みは、環境配慮だけの意味では
なく、環境と関連する地域創生や健康、ウェ
ルビーイングなどのテーマも視野に入る。
「現在、私たちは不動産ファンドを通じた社会
課題解決にも取り組んでいます。金融で培った
顧客基盤を活用し、我 が々先頭に立って社会
課題解決に取り組み、投資家やアセットオーナ
ーなどのさまざまな方の参画を促す、といった
構想です。これは、みずほ信託銀行として掲げ
る“コミットメント”である『想いをつなぎ、豊か
な未来をつむぐ』を体現する取り組みだと思い
ます。同時に、その実現のためには、より一層〈み
ずほ〉グループが一体となって取り組んでいく
ことが必要不可欠だと考えています」（設楽）
　金融、コンサルティング、アセットマネジメ
ントといった分野でも、社会課題の解決に向
けていち早く取り組む〈みずほ〉。こうしたグ
ループの連携力が、より大きな社会的インパ
クトを可能にする。

同行不動産投資顧問部だ。主に不動産のフ
ァンド向けの資金調達を支援し、同行の自己
勘定での不動産ファンドへの投資にも対応す
る、同部の増田守弘（右写真中央）はこう話す。
「お客さまには『不動産を取得し、環境に
配慮した改修を行ってサステナブルな価値
を上げ、かつ投資リターンも確保したい』と
いう複合的なニーズがあります。私たち
は、そのご要望に対していかに金
融面で支援するかを検討しま
す。競合が激しい世界ですが、 
不動産ビジネスのトップランナ
ーを自負する〈みずほ〉として
も独自色を出したい。そのために、 
Re-Seed機構（一般社団法人環
境不動産普及促進機構）との共同投資で、
エクイティ性の資金を提供しています」
　また、アセットマネジメントの観点では、

たRe-Seed機構とみずほ信託銀行が、ファン
ドを通じてリスクマネーを拠出しました。こう
した投融資に加え資金調達を支援し、サス

テナビリティに配慮した不動産の形成
に貢献することが、私たちの役割

です」（増田）
　また、既存案件だけでなく、
新規の開発案件も増える兆し
がある。2023年末には、宮城

県仙台市で、木材と鉄骨を組み
合わせたハイブリッド構造のオフィスビ

ルが完成。このプロジェクトは、みずほリア
ルティOneグループで不動産私募ファンドの
アセットマネジメントを行っているみずほ不動
産投資顧問が主体となって企画立案し、投
資家に提案したのがスタートだった。
「当初は、まだ私募ファンドで木質のオフ
ィスビルをつくるという事例がなかったので、
私たちが先駆けようと思いました。本案件
では、顧客のサステナビリティへの取り組み 
を後押しする『みずほグリーン不動産ノンリ
コースローン』の供与や、投資家の紹介と
いった〈みずほ〉の機能も活かしながら、フ
ァンドを組成した開発型の案件。まさに〈み
ずほ〉の強みが活かされています」（越部）
　世界的なカーボンゼロへの関心の高さか
ら、このような木材を活用した建築が注目さ
れる一方、建築費は高くなるのがネックでも
ある。特に私募ファンドとして、社会性と経

　不動産業界においては、これまでも設備・
建材などの省エネ対応や、太陽光パネルに
代表される再生可能エネルギーの活用など、
環境配慮への取り組みが進んでいる。それに
は、日本のCO2総排出量の3分の1を不動
産分野が占めているという背景がある。
　現在、みずほ信託銀行でも、サステナビリ
ティという課題への取り組みを本格化させて
いる。さまざまな保有不動産の有効活用提
案を行っている、不動産コンサルティング部
の設楽彰憲（右写真右）はこう分析する。
「近年、大企業を中心に急浮上しているの
がサステナビリティというテーマです。今後
は、大企業以外にもその対応が求められる
でしょう。例えば古いビルを持つお客さまに、
CO2削減のための省エネ化や再エネ化を提
案することも増えていくと考えられます」
　また、同部とともに金融面から支えるのが、

ほ〉の強みは、これら「不動産」「金融」「ア
セットマネジメント」の機能を三位一体で提
供できることだ。例えば事業法人に対して
は、不動産各部がその知見を活かし
て保有不動産の有効活用を提案
し、アセットマネジメントの機
能をもつみずほリアルティOne
グループがバリューアップ計
画を策定、金融の機能をもつ
不動産投資顧問部や不動産ファ
イナンス営業部が資金の拠出やストラ
クチャリングを提案できる。これらの強みを
発揮したのが横須賀と仙台の案件だ。

環境配慮だけではない
未来を見据えたグループ内連携

　2023年には、不動産×サステナビリティの
案件として、神奈川県横須賀市で1991年に
開業した大型商業施設「Coaska Bayside 
Stores」にRe-Seed機構と共同出資した。
この案件では、海外拠点の不動産投資ファ
ンドが、当該ショッピングモールを対象不動
産とする信託受益権を取得。ファンドから、
施設の環境改修を行うことでステークホルダ
ーがより価値を感じられる施設にしたい、と
いうニーズが上がった。
「環境性能向上を企図する投融資案件が散
見されるなか、地域住民への貢献活動や地
域観光振興への積極的な取り組みを評価し

サステナビリティ意識が高まっている現代社会。
〈みずほ〉はそのニーズに対し、「不動産」「金融」の領域を融合し、新しい価値を創造することが可能だ。
3つの部署の強みを活かした独自のソリューションは、今後も日本全体のカーボンニュートラルに大きく貢献する。
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不動産・金融・アセットマネジメント三位一体のグループ機能を実現
サステナブルな不動産事業で社会課題に取り組む

不動産  サステナビリティの取り組み
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設楽彰憲◎TB不動産コンサルティン
グ部不動産コンサルティング第一チ
ーム。不動産営業第一部などを経て、
2017年10月より現職。

増田守弘◎TB不動産投資顧問部 エ 
クイティ インベストメントチーム。
TB・BK営業店・不動産ファイナンス
営業部を経て、2021年10月より現職。

（左）Re-Seed機構と共同出資した横須賀市の大型商業施設。 （右）木材と鉄骨を組み合わせた仙台市のオフィスビル。

越部泉美◎みずほリアルティOneサス
テナビリティ推進部。不動産開発部、
ファシリティマネジメント部などを経
て、2023年6月より現職。
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各部門が連携し
不動産の

省エネ化等を
全面的に支援

仙台市のような
事例が

サステナブル投資の
裾野を広げる
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わる松永勇作（写真左から3人目）も、業
務遂行におけるチームワークの重要性を実感

している。松永が計表の電子化に取
り組んでいた当時、コロナ禍によ

る出勤抑制があり、マンパワー
が半分になってしまったという。
「幸い他拠点での経験があ

り、作業パターンがわかってい
ました。作業工程の課題点を標

準化したうえ、チームに共有したとこ
ろ、工数を3分の1まで圧縮し、やり遂げる
ことができました」（松永）

「集配業務のコースは各階にあり、今は8割
ほどを巡回していますが、残りの2割も担
当できるようになりたいです」（白滝）
　このように社員が生き生きと働くMBCだが、
川上は課題も感じている。
「多くの人の意識のなかには、障がいのある
人とない人という区分けがあります。障がい
のある人と働いた経験がないため、障がいの
ある人に仕事を任せられるのかと不安に思う
人もいます。ところが実際は、適切な配慮や
環境が整えば、彼らは問題なく力を発揮でき
ます。互いに理解を深めるには段階があるの
で、まずは『働く障がい者』について知って
もらえる場を設けたいです。そのうえで、業
務を『障がいのある人が働く会社に任せよう』
ではなく、『一企業としてのMBCに任せたい』
と思ってもらいたいです」（川上）
　川上の言葉を裏付けるように、社員数は
創業時の20倍以上に拡大している。これは、
社員が業務を通じて成長し、社内外の信頼
を得てきたことの証左ともいえる。
　MBC代表取締役社長の森園美智子は「障
がいのある人が誇りをもって働き、その潜在
的な能力を発揮することにより、信頼される
会社であり続けることをめざしています」と展
望を語る。一人ひとりの想いを受け止め、〈み
ずほ〉はダイバーシティ・エクイティ＆インク
ルージョンを加速させる。

海藤朋美（写真右から3人目）は、グルー
プ企業約20社の名刺作成を担当、3行統
合時や本部建屋のリロケーションな
ど、デザインが一新される場面を
複数回経験した。膨大な量の
依頼に対応することになった
が、自ら主体的に本部との事
務連携や応援体制の構築を図
り、乗り切ったことが「自身の成
長につながった」と海藤は振り返る。
　同じく町田本社の業務第三部電子ストレ
ージチームで、文書をPDF化する業務に携

行口座調査依頼書の受付簿作成を担当して
いたが、納期があるうえにミスが許されないと
いうプレッシャーに苦しんでいた。しかし、ジ
ョブコーチから繰り返し感情整理の方法を学
ぶことで、気持ちの波を抑えられ、堅確に業
務をこなせるようになったという。加えて、「バ
ックオフィス業務に加え、私に何かできる仕
事があるはず」という気持ちが芽生え始めた。
「今は、他社のよい取り組みを学び自社に還
元するプロジェクトに参加しています。そこで
も社員たちが主体となり、より堅確に業務を
遂行できる職場環境を整えています」（丸山）
　名刺作成担当の海藤は「繁忙期のスピー
ドアップに取り組みたい」と、業務効率化を

図るため主体的に行動できるような環
境をつくろうと励んでいる。PDF

作業の効率化に成功した松永
は人材育成に前向きだ。
「一人ひとりが自身の力を最

大限発揮できるようさまざまな
サポートを行い、そのうえでチー

ムメンバーから相談・信頼される存在
であり続けたいです。また、チーム全体の専
門性を高め、業務の幅を広げることで、もっ
と多くの仕事を任せてもらえるよう取り組ん
でいきたい」（松永）
　今や、業務遂行にも自信をもつ白滝は、
担当域拡張に意欲的だ。

　障がいのある人たちの活躍を後押ししてい
る、特例子会社のみずほビジネス・チャレ
ンジド（MBC）。1998年12月に障がいのあ
る方の雇用促進と活躍を掲げ、設立された。
社名には“Challenged”を冠し、それぞれの
社員が主体的に働くという姿勢を明確に表現
している。当初20名でスタートしたが現在は
5拠点に拡大し、社員数は452名（内、障
がい者：363名、2024年1月1日現在）へ
と成長している。同社では、設立当初から現
在まで多様な人材が働いている。
　町田本社業務第二部オフィスサービスの

　特性をもちながらの業務は、時に困難に
直面することもある。大手町・丸の内業務部
で、みずほ銀行内各部署のメール集配を行
う白滝拓人（写真左から2人目）は、入社
当初は仕事がうまくできず、人との距離もつ
かめず、とても悩んだと振り返る。辛かった
ことを思い出し涙することもあった。そんな時
に頼りになったのは、サポートをしてくれるジ
ョブコーチの存在だ。
「パニックになったときもジョブコーチが寄り
添ってくれるため、業務を完遂できることが
増えました。やり遂げられたという成功体験
を積み重ねることで成長し、自分から積極的
にコミュニケーションを取れるようになりまし
た」（白滝）
　白滝をサポートする、企画部職場定着支
援チームのジョブコーチ、熊坂直登（写真
左端）はいう。
「大手町・丸の内のオフィスで働く当社の社
員に、仕事を行ううえでの工夫やコミュニケ
ーションについてなどさまざまなサポートを行
い、業務にとどまらず生活面においてもわか
らないことがあれば、積極的に相談に乗って
います。白滝さんは着実に成長され、今は
後輩の面倒も見てくれています」（熊坂）

多様な社員が混ざり合う会社に

　MBC社員をサポートするジョブコーチだ
が、ただサポートするのではなく、本人の自
立を促すことを重視している。横浜市・鶴見
業務センター支援チームのジョブコーチ・川
上誉玄（写真右から2人目）は次のように語
る。「福祉は手厚いサポートが必須だ
と思われがちですが、それで当事
者たちが自立し、充実した人
生を送れるかというと、そうで
はありません。私は社員の面
談でよく『自分はどうしたいのか』

『どうすれば回復できるのか』を
問いかけています。その答えを、社員
自らが導き出せるようサポートしています」
　その言葉の通り、業務遂行を通して自信
をもち、能動的なアクションを見せる社員が
増えてきた。横浜市・鶴見業務センターで
遺産相続の書類発送などの業務に携わる丸
山実加子（写真右端）も、税務当局からの銀

多様な特性をもつ人たちが活躍する、みずほフィナンシャルグループの特例子会社、
みずほビジネス・チャレンジド（MBC）。同社で働く社員４人とそのサポートをするジョブコーチ２人に、
これまでの取り組みと今後の目標について話を聞いた。
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障がいのある人たちの
「主体的に考え行動する」を支える組織のあり方

みずほビジネス・チャレンジド

熊坂直登◎障害者職業生活相談員。
企画部職場定着支援チーム。大手
町で社員の働き方を支援する。

白滝拓人◎大手町・丸の内業務部
大手町業務チーム。普通郵便・メ
ール便の集配業務を行う。

松永勇作◎町田本社業務第三部電
子ストレージチーム。文書をPDF化
する業務に携わる。

やり遂げたという
成功体験を

積み重ねることで
成長できた

「一企業としての
MBCに任せたい」

と思って
もらいたい

親会社のみずほ銀行大手
町本部ビル内でメール集配、
文具等の消耗品補充など
を行う、大手町業務チーム。
写真は白滝拓人。

海藤朋美◎町田本社業務第二部オ
フィスサービスチーム。名刺作成な
どを行う。

川上誉玄◎社会福祉士、公認心
理師。企画部職場定着支援チーム。
鶴見で社員の働き方を支援する。

丸山実加子◎横浜市・鶴見業務セ
ンター鶴見業務チーム。遺産相続の
書類発送業務に携わる。
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になると確信していたからだ。多種多様な経
験をもつ実務担当者が集まり、新たな事業の
特性やリスク、想定されるファイナンススキ
ームの研究を行ってきた結果、本格稼働開
始時にはすでに深度あるリスク分析が可能と
なっていたという。
　しかし、技術面でも急激な発展を続ける新
エネルギーバリューチェーンに関するビジネ
スは、それゆえの難しさも抱えていた。再生
可能エネルギーを利用して水を電気分解し、
CO2を発生させない水素・アンモニアの製造
は、まったく新しい事業構想になる。担当業
務部・審査部や関係役員といった〈みずほ〉
内のステークホルダーへの説明の役回りを担
った北野知洋（右写真中央）は、「再生可
能エネルギー発電部分、水を電気分解する
部分、大気中から窒素を分離する部分、ア
ンモニア合成の部分と、それぞれには確立さ
れた技術ではあるものの、各部分の相性や長
期稼働のリスクをどう見るかといった分析の
必要がありました。加えて、実際に水素・ア
ンモニアを生産してもその供給先を確保でき
るか、つまり世界的にグリーン水素のマーケ
ット自体がまだ成熟していないという問題もあ
ります」と振り返る。
　一方Brendan Goulding（右写真右）は、
プロジェクトファイナンスの実行に向けた契
約書に関する交渉や融資実務の対応などの
エグゼキューションに奔走した。
「事業が抱えるリスクや潜在マーケットの分
析、資金調達を行うためのストラクチャーま
で、我々は事前の検討準備を綿密に重ねま
した。グリーン水素・アンモニア製造事業は、
前例のない新たなコンセプトであり、実際の
承認プロセスのなかでも、技術情報・契約・
事業計画を含む膨大な資料をもとに丁寧に

ジャーなどが大きな影響力をもつパワーバラ
ンスを変える可能性もある。世界がクリーン
エネルギーへと移行するなか、早い段階から
水素・アンモニア事業に取り組むことで、日
本がCO2排出削減で世界をリードし、経済
成長していく一助になればと考えています」
　同時に、Gayetはチャレンジの重要性も強
調する。
「脱炭素をめざしたエネルギートランジショ
ンは、産業革命ともいえるでしょう。新エネ
ルギー源開発のための支援を進めながら、こ
の動きが社会や既存の産業に与える影響に
ついても考える必要があります。そこで噴出
する課題は社会にとっての頭痛のタネである
と同時に、エキサイティングな挑戦でもある。
大変革のなかで、銀行に必要とされる役割も
また変わってくるはずです」
　最後に北野は、本プロジェクトについて「ス
ポンサー企業各社とそれをつなぐリレーショ
ンシップマネージャー、審査部、リスクを踏
まえて実行へと決断したシニアマネジメントな
ど、〈みずほ〉のチームワークなしでは果た
せなかった」と強調する。環境社会問題やエ
ネルギー業界における日本の国際地位向上
のため、一丸となって挑戦を続けていく。

ることによって、最終的に二酸化炭素（以
下、CO2）を排出せずにアンモニアを生産す
る、という事業です。こうして出来上がった
グリーンアンモニアを世界中の需要地へと輸
出する“水素バリューチェーン”の構築をめざ

しており、世界のさまざまな産業部門
からカーボンニュートラルに向け

たエネルギーに関するソリュー
ションとして期待されています」 

（Jerome Gayet／右写真左）
　プロジェクトの本格検討に

入る以前から、欧プロ部では将
来のクリーンエネルギー進展を見越し、

Gayetを中心とした部内タスクフォースを組
織していた。大規模な資金調達には、プロ
ジェクトファイナンスが有益なソリューション

リーンエネルギーに関する産業知見の提供
や戦略提言を手がけている。同部の資源・
エネルギーチームの野村卓人（左写真）も、
本プロジェクトに参画することの重要性を認
識していた。野村は同チームで水素・アンモ
ニア領域を担当し、政府や取引先への戦略
提案活動を行っている。22年からは水素ビ
ジネスに関してGCEO直轄のサステナビリテ
ィ推進委員会の活動の一環として、水素の
普及実現の可能性やみずほ銀行としての関
わり方について継続的に議論を続けてきた。

　現在、日本政府は2050年カーボ
ンニュートラルの実現を掲げ、す

でに省エネや電化といったCO2

排出削減に向けた取り組み
が広がっている。しかし、産
業を含めた社会全体のエネ

ルギーの電化は現実的ではなく、 
既存の化石燃料需要は水素やアンモ

ニアに代替される部分も大きいと、野村は見
込む。そのうえで、本プロジェクトの意義を
次のように話す。
「クリーンエネルギーの普及拡大は、立ち
遅れれば世界から取り残される一方、サプ 
ライチェーン構築で先んじることで、石油メ

　2023年2月、みずほ銀行は「サウジアラ
ビアにおけるグリーン水素・アンモニア製造
プロジェクトファイナンス」による資金調達
へ参画した。本プロジェクトは世界でも画期
的なプロジェクトとして知られ、その事業規
模は84億ドルにまで達している。この
資金調達に際して、〈みずほ〉を
リードしたのが、欧州プロダク
ツ営業部（以下、欧プロ部）だ。
「このプロジェクトは、4GW
規模の太陽エネルギーや風力
エネルギーといった再生可能エ
ネルギーを利用し、中間生成物とし
て1日当たり600tのグリーン水素を製造する
一方で、その再生可能エネルギーを使って
大気中から窒素を分離し、これらを合成す

説明し、お互い納得感をもって議論を進めて
いきました。ステークホルダーと我々の間に
はこれまでの関係に基づく信頼があったから
こそ、最終調印に至る素地になったと思いま
す」（Goulding）
　チームは、今回の資金調達が新たなビジ
ネス展開につながる可能性を感じている。
「先進的事業に早期から関わることで、我々
は新しいエネルギーのバリューチェーンその
ものへの理解を深めることができました。そ
の結果、今後グリーン水素関連事業に対し
て、本プロジェクトで培った知見やリ
レーションシップを十二分に活か
すことができると考えています。
これからさまざまな企業がグリ
ーン水素プロジェクトを立ち
上げる際に、先行してノウハウ
や関係性をもつ我々であればプロ
ジェクト構想の構築段階から参画する
ことが可能です」（北野）

エネルギー転換において金融機関は
ファイナンスにとどまらない役割を果たす

　みずほ銀行では、具体的なビジネスを推
進するなか、リサーチを担う産業調査部もク

将来の再生可能エネルギーのキャリアとして期待される水素とアンモニア。
日本を含むエネルギー自給率の低い国にとって、今後これらの新エネルギーバリューチェーンの重要性はますます拡大する。
そのような環境下で、環境先進地域となるEMEAでのグリーン水素・アンモニア製造プラントへの資金調達案件がもつ意義とは。
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脱炭素化社会の「変化の穂先」であれ
新規事業構想を開く銀行の未来とは

サウジアラビアにおけるグリーン水素・アンモニア製造プロジェクトファイナンス

野村卓人◎BK産業調査部 資源・
エネルギーチーム 石油・ガス・資
源セクター。現在水素・アンモニア
及び石油産業に関する調査やアドバ
イザリー業務を担当。

北野知洋◎BK欧州プロダクツ営業
部。2008年プロジェクトファイナン
ス営業部、16年台湾営業部を経て
19年より欧州プロダクツ営業部在籍。

Brendan Goulding◎BK欧州プロダ
クツ営業部。2021年4月より現職。
EMEA資源エネルギーセクターの案
件組成、エグゼキューションに従事。

Jerome Gayet◎BK欧 州プロダク
ツ営業部。欧州審査部を経て、現
職。EMEA資源エネルギーセクター
のFA・ファイナンス組成、オリジネー
ション、エグゼキューションをリード。

培ったノウハウが
今後のグリーン水素

関連事業に
十二分に活かせる

日本が
CO2排出削減で
世界をリードする

一助に
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中期目標の可視化ができ、また役割と責任
の所在を明確にしたことで、CIBモデル移行
の推進力になりました」（Hughes）
〈みずほ〉は、16年に米州みずほLLCを
設立し、〈みずほ〉の主要な米国現地法人
をその傘下に再編した。米州CFOのDavid 
Kronenberg（写真右から2人目）は、米州
みずほLLCの設置が米国の一体運営を加速
したと話す。
「米州みずほLLCの設置により、複数のエ
ンティティに跨る米国のビジネスを一体的
に管理するCIBモデルが実現しました。こ
れにより、銀証に跨るビジネスラインと整合
的な内部管理統制や、米国事業全体を俯
瞰したプロセスの合理化が可能になりました」

（Kronenberg）
　米州みずほLLC設置当時Head of Strategy
であった米州CIOのJohn Buchanan（写真
左端）は、「CIBモデルへの移行が、イノベ
ーティブな発想が生まれるきっかけにもなっ
た」と続ける。16年当時は、各米国法人が

いっているのは、このCIBモデルを自らの力
で進化させることができたからだと思います」

（Rizzieri）
　一方、Ceislerは〈みずほ〉の精神的支
柱は「よい仕事をすることで満足感ややりが
いを得ることができる」という信念だと言う。

「〈みずほ〉は、仕事を通して成長の機会が
提供される企業であることが社外にも認知さ
れており、未だかつてないほどの人材採用力
が備わってきています」と語る。
　前出の米州CIO、Buchananは、「〈みずほ〉
は成長したいという気持ちを尊重する組織で
す。毎日出勤するのが楽しみだと感じた企業
は、私自身、これまでのキャリアのなかで、〈み
ずほ〉以外にありませんでした」と話す。
「CIBモデルを成長させ続け、米国資本市
場で間違いなくトップ10に入る組織にしてい
きたい」と、Rizzieriの決意は力強い。職員
が組織の垣根を越えて相互連携するCIBモ
デル実現は新たな文化を育み、〈みずほ〉が
高みをめざす追い風になっているようだ。

営するためには、各米国法人の共通機能を
一元化し、共通のビジョン・プラットフォー
ムをつくることが重要でした」。そう話すの
は、米州みずほのHead of Strategyを務め
るPaul Hughes（写真中央）だ。IG DCM
事業を通じてプレゼンスは高まっていったも
のの、銀行と証券は別々に事業運営されて

おり、CIBモデルを成しうるための礎となる
「一体的なプラットフォーム」は不

十分といえた。
　そこでめざしたのは、営業
部門の職員を米国みずほ証
券に集約させることと、銀証

のIT・事務・コンプライアンス
等内部管理部門の一元化だった。

Hughesはその過程において共通のビジョン
を具体化した意義を強調する。
「各米国法人横断で共通のビジョンをもつこ
とが重要でした。CIBモデルの管理会計のフ
レームワークを設計し、米国内の各部門の
合意を取り付けました。これにより、短期・

を共有し、相互に協働する企業文化の醸成
にも一役買っている。06年に米州みずほに
入社した米州CHROのLiz Ceisler（写真
左から2人目）は、CIBモデルが進化するに
つれて、米国での〈みずほ〉のブランドが認

知され、社員のアイデンティティが確
立されたと語る。

「ひとつのCIBが起業家のよ
うなチャレンジ精神と社員間
の連携を促し、〈みずほ〉の
総合力を活かしたソリューショ

ンをお客さまに提供しています」
（Ceisler）

　CIBモデルの功績は、特定のエンティティ、
ビジネス部門、そして内部管理部門の個々
の結果ではなく、お客さまへの最高品質のソ
リューションを実現するために組織全体でど
うあるべきか考えるようになったことだ。
「ビジョンが明確化されると、リソースをど
う投入すべきか自然と明確になるのです。〈み
ずほ〉の米国事業が競合他社よりもうまく

　CIB（Co rpo r a t e a nd I n v e s tmen t 
Banking）とは、融資・決済などの銀行業
務と、M&Aや株式・債券の引受・販売等を
行う証券業務をワンストップで提供するビジ
ネスモデル。〈みずほ〉は2006年頃からこの
米国CIBモデルの構築に着手し、顧客基盤
を拡げると同時に金融プロダクトを多様化さ
せ、事業を成長させている。〈みずほ〉はア
ジアの金融機関のなかではCIBモデルの先
駆け的存在であり、22年のCIB手数料ラン
キングでは、グローバル17位、APAC地域 
2位を獲得。これを弾みとし、23年に掲げた
長期ビジョン「Ambition 2030」内で、グ
ローバルトップ10をめざすことを宣言した。
　米国CIB の始まりは、06年に米国銀行持
株会社法に基づく「金融持株会社」（FHC）
の資格を取得し、投資適格級（Investment 
Grade : IG）のお客さまを中心として、ロー
ン提供から債券引受（DCM）につなげるビジ
ネスモデルの構築にさかのぼる。米国みずほ
証券CEO、Jerry Rizzieri（写真右端）は「DCM
がCIBモデルの第一歩だった」と語る。
「最大の挑戦は、東京や米国の関係者と
ビジョンを共にし、変革に向けた行
動を起こすモメンタムをつくるこ
とでした。銀行と証券では、ビ
ジネスだけでなく内部管理にお
いても業務運営が異なるため、
当初こそ試行錯誤が続きました
が、営業部門の職員の米国みずほ
証券への集約や、銀証の内部管理部門をシ
ェアードサービス化するなど実践的なアプロ
ーチで一体運営を実現しました」（Rizzieri）

CIBモデル確立に向けた米国での組織統合

「銀証にまたがる事業を一体的に管理・運

マンハッタン内の別々のビルに入居していたた
め、Buchananは米国本部機能のオフィス
一元化を主導した。
「オフィスの一元化は物理的な問題の解消
だけではなく、オフィスが別々だった時には
なかったクロスコラボレーションを誘
発しました。各米国法人のサイ
ロ化を解消し、共通のビジョ
ンをもって相互に連携する企
業文化を盤石にしたのです」

（Buchanan）
　〈みずほ〉は今後、APAC地域
と欧州地域においても各地域の事業
特性を活かしたCIBモデルの体制を整備し、
アジアNo.1の地位を盤石にしていく計画だ。

社員の一致団結を加速させたCIB

　現在でも、米州みずほでは銀行、証券の
垣根を越えて、さまざまな担当者が同じオフ
ィスで仕事をしている。こうした働く環境の
変化は、米国でのシェア拡大というビジョン

「2030年に投資銀行手数料のグローバルランキングでトップ 10入り」を宣言する〈みずほ〉。
大きな旗を掲げる自信のもとは、米国での成功があった。立役者たちの話からは、「お客さまのために〈みずほ〉の
すべてのリソースを注ぐ」というCIBモデルの本質を追求する姿がうかがえた。
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“銀証一体”でグローバルの高みへ
米州みずほが歩んだCIBプラットフォーム構築の舞台裏

Mizuho Americas CIBビジネスモデルの深化

John Buchanan ◎米州 Chief 
Information Officer。 欧 州 系 金
融機関でセールス、戦略企画業務、
米州みずほにてさまざまなマネジメ
ント業務を経て、現職。米州にお
けるIT領域を担当。

Liz Ceisler ◎米州 Chief Human 
Resource Officer。米国みずほ
証券の人事ヘッドとして採用、能
力開発、評価、組織デザイン、
Employee Relations、報酬制度、
DEIプログラムなど幅広く担当。

Paul  Hughes ◎米州 Head of 
Strategy。米国みずほ証券にて、
フューチャーズ、DCMバンカーな
どの業務を経て、現職。米州の
戦略企画を担当。

David Kronenberg ◎米州 Chief 
Financial Officer。米大手証券会
社にて複数のマネジメントポスト
を経て、現職。米州の財務企画
に関するあらゆる業務を担当。

Jerry Rizzieri◎米国みずほ証券 
CEO。米大手証券会社のニュー
ヨーク、ロンドンでさまざまなポジ
ションを経て現職。

（信託銀行現法は、2017年に銀行現法に吸収合併済）

CIBモデルへの
移行が、

イノベーティブな
発想を生んだ

〈みずほ〉に、
かつてないほどの

人材採用力が
備わってきている

CIBモデルを支える米国のガバナンスの組織統合の変遷

2016年6月以前
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ムワークを再構築するのが、〈みずほ〉の喫
緊の課題だった。

　みずほセキュリティーズアジア（以
下、MHSA）のChief Operating 

OfficerのAshwin Chak（ 右
写真上）は、グローバル戦略
における「Ultima Asia」の狙

いを次のように語る。
「プロジェクト開始時点で、〈みず

ほ〉のCIBビジネスはすでに米州で成 
功しており、欧州でも前進していました。ア
ジアで銀証のビジネスを統合すれば、大きな
チャンスが生まれると確信したのです」

間を疎結合で接続する連携基盤を軸に、香
港や東京と連携しながらMHSSのシステムを
構築した。これにより、通常5年はかかると
見込まれるITシステムを、約15カ月でつくり
上げた。この成功体験は、グローバル戦略

への大きな弾みとなる。
　北爪は「個人的には、今回の

プロジェクトは多様性の結実だ
と感じています。何かと各領
域がサイロ化しがちだが、業
務も人も“越境”することで価

値は2乗、3乗していくことが実
証できたと思います。〈みずほ〉がも

っている専門性の高い個々の領域をさらに掛
け合わせていけば、非連続な成長が可能な
分野が多く存在するはず」と自信を滲ませる。
　今福も「銀行と証券という異なるエンティ
ティをバーチャルで結合できたという自信は
大きい。今回ともに汗をかいた、拠点もキャ
リアも異なる人たちの目を通して見えてきた

〈みずほ〉の課題を、今後に活かしたいです」
とプロジェクトへの参加の意義を語った。
　多様性とグローバルタレントを取り入れ、
新たな価値を創出した本プロジェクト。この
成功が、これからの時代に求められる〈みず
ほ〉の実現への一歩となったはずだ。

証一体運営の実現をめざしたプロジェクトが
「Ultima Asia」である。
　国内金融機関に対しては、顧客
の同意なしにグループ傘下の銀
行・証券間などでの情報共有
ができないように規制がかけら
れてきた（22年に一部緩和）。
しかし、グローバル市場におけ
るCIBビジネスは高度化しており、
企業の事業戦略や資金調達に対応す
るためには銀証の枠を超えたサービスや商品
を充実させる必要がある。高度化・多様化
する顧客需要に応えるべく世界標準のフレー

　運用面でも複雑さが増す。銀証が一体化
し、さまざまな国や領域の人が関わったこと
で言葉の使い方などの「文化の違い」によ
る摩擦も生じたため、丁寧なコミュニケーシ
ョンが欠かせなかった。半面、その繰り返し
により、アジアの約50名の新たな社員
も〈みずほ〉の理念と文化を自ず
と体感していった。
「採用の際、『〈みずほ〉は車
に例えるとF1マシンではなく
日本製の乗用車。欧米銀行の
スピードはないが、タフな道も粘
り強く進むのが私たちの特徴。ある程
度の時間をかけてじっくりやろう』と説明し、
共感する方が入社してくれました」（今福）

“外からの目”を
〈みずほ〉の成長につなげる

　今回のプロジェクトは、グローバルタレン
トの登用の意味でも大きな成功を収めた。シ
ンガポールはもともと50～60人ほどの拠点
のため、ITシステムをつくる人材もキャパシ
ティも足りない。そこでグローバル水準のシ
ステム開発能力を有するMHIで担当者を任
命。先進的なグローバルベンダーのアプリケ
ーションに加え、MHI独自で開発したアプリ

〈みずほ〉では、特に海外における銀行・
証券、プライマリー・セカンダリー両軸での
一体運営を通じた「CIBモデル」の確立を
図るべく各種施策を推進し、先行する米国
においては顕著な成長を実現している。また、
みずほ証券においても2019年にグローバル
業務基盤整備委員会（以下、GTOM）が
設置され、グローバル顧客に対応する基盤
づくりが一段と加速している。これらの流れ
を踏まえ、アジアにおけるCIBモデルの構築 
のため、みずほ証券のシンガポール現地法
人「みずほセキュリティーズシンガポール」

（以下MHSS）をプラットフォームとする銀

　今回のプロジェクトのゴールのひとつは、
欧米での銀証一体運営を成功モデルに、み
ずほ証券のロンドンの現地法人「みずほイン
ターナショナル（以下、MHI）」のITシステ
ムを現地規制や市場に対応させて、アジア
での対法人ビジネスの基盤を築くことだった。
しかし、成功へのハードルは欧米以上。アジ
アは国ごとに通貨やマーケット、規制が異な
るなど、プロジェクトは複雑になることが避け
られなかった。
「現地と東京で、投資対効果を最大化でき
るレベルの認識を合わせていきました。アジ
アには欧米とは異なる要素があるため、東京
ではビジネスの創り方へのリアリティをもって
いない。そのなかでどう合意形成をしていく
かが、プロジェクト初期の難関でした」
　東京本社でプロジェクトを支えたみずほ証
券グローバルマーケッツ部門コーポレートオ
フィサーの今福陽二（左写真右）はそう振
り返る。

多様なタレントと
多様な価値観の結実

「Ultima Asia」では、銀証一体化した会
社を新たに設立するかのような工程が求めら
れた。同時に、銀行と証券、コーポレートと
ITといったさまざまな領域を跨いだ課題が連
関して浮上してくる。そのため、ガバナンス
体制にも工夫を凝らす必要があった。
「現地にプロジェクトガバナンスチームを立
ち上げ、現地プロフェッショナルの経験・知
見を尊重しました。試行錯誤もありましたが、
複数領域を同期させながらマネージしていく
という進め方が自ずと確立していきました」
　香港で同プロジェクトをリードしたみずほ
銀行グローバルマーケッツ部門共同部門長
の北爪丈嗣（左写真左）は難しさをそう語る。
　システム構築の面でも課題は山積していた。
「今回導入しただけでも25システムあり、人
手を介さず一気通貫で接続する高難度のチ
ャレンジ。非常に多くのタスクがあり、かつ
相互に依存するため、ひとつの遅延が全体に
影響するリスクを常に抱えていたのです」と
今回システム開発を担当したMHIのChief 
Information OfficerであるSimon Norris

（右写真下）は続ける。

アジアマーケット戦略のために、銀証一体のビジネスモデルとITシステムの構築を進めた「Ultima Asia」。
新規事業の立ち上げにも匹敵する、難度の高いプロジェクトをスピーディに進められた背景には、
グローバルタレントの登用と、多様性を重視したガバナンスの構築があった。
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銀行と証券の枠を超えるために
日・亜・英のグローバルタレントが集結

Pan-Asiaでの銀証一体化を実現する「Ultima Asia」

Ashwin Chak◎欧州系銀行を経て、
現職。現在COOとして、IT・オペレ
ーションに加えて、ビジネス開発も担
当。インド公認会計士。

今福陽二◎SCグローバルマーケッ
ツ部門。米州・欧州・アジアのセ
ールス＆トレーディング業務の企画・
管理業務や、地域を跨ぐプロジェク
トマネジメントに従事。

北爪丈嗣◎BKグローバルマーケッ
ツ部門。FGグローバルマーケッツ業
務部、SCエクイティ本部副本部を
経て現職。

Simon Norris◎みずほインターナシ
ョナル。30年以上のキャリアを誇る
IT専門家として、数々のプロジェクト
をけん引。EMEA地域に加えて、日本、
アジア、アメリカなどにITサービスの
提供を行っている。

欧米銀行のスピード
はないが、

粘り強く進むのが
〈みずほ〉の特徴

業務も人も
“越境”することで
価値は2乗、3乗

していく
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　みずほフィナンシャルグループ（FG）の中
核を担う4つのエンティティ。それらのトップ
である、みずほ銀行取締役頭取の加藤勝彦、
みずほ信託銀行取締役社長の梅田圭、みず
ほ証券取締役社長の浜本吉郎、みずほリサ
ーチ＆テクノロジーズ取締役社長の吉原昌利
が、2023年秋、東京・大手町にあるみずほ
FG本部ビルに集まった。4人が顔を揃えたの
は、パーパス制定の舞台裏を振り返り、その
意味を自身の言葉で語り合うためだ。2023
年5月15日、〈みずほ〉が掲げたパーパス「と
もに挑む。ともに実る。」。そこに込められた
想いや、その先に思い描く「〈みずほ〉の未来」
を、若手社員との対話や小説執筆という手法
を通して言語化しようという試みだ。
　まず行われたのは、若手社員3名を交えた
座談会。それぞれが日々の業務を通じて気に
なっていることや、パーパスに対する素朴な
疑問を、エンティティ長に直接投げかけた。
　経営陣は、〈みずほ〉の今後を担っていく
世代の言葉に真剣に耳を傾け、各々が抱く
未来やパーパスへの想い、これからの顧客と
の向き合い方について熱く語った。
　続いて4人は、ショートショート作家の田
丸雅智氏を講師に迎え、ショートショートと
呼ばれる短くて不思議な物語を創作するワー
クショップに取り組んだ。田丸氏は、企業向
けに独自のワークショップ「ショートショート
発想法」を開催しており、みずほFGでも東
京と大阪でグループ5社約100名の社員が
参加している（P.76-79でその模様を紹介）。
実は、このとき指導にあたった田丸氏が社員
との会話のなかで発案し、エンティティ長と
のワークショップが実現に至った。
「発言する言葉に重さを伴う皆さまなので、
会社としてNGが出てもおかしくない異例の
企画（笑）。快く取り組んでいただきとてもう
れしかったです」（田丸）
　4人は「〈みずほ〉の未来」をテーマにし
たショートショートに挑み、各々が思い思い
の物語を即興で書き上げた。仕上がった作
品には、エンティティ長の情熱と人間性がに
じみ出ている。ぜひ一読してほしい。 

加藤勝彦◎BK取締役頭取。アジ
ア4カ国15年の海外勤務経験。地
元名古屋での営業担当常務を経て、
2021年取締役副頭取、22年より現職。

※役職は2024年1月末時点のもの。

浜本吉郎◎SC取締役社長。機関投
資家向け債券売買を担当。アジア・
オセアニアの子会社社長、常務執行
役員・グローバルマーケッツ部門長
を経て2021年より現職。

梅田圭◎TB取締役社長。TB執行
役員不動産ソリューション営業部
長、FG/TB常務執行役員などを経て
2020年より現職。2024年4月1日より、
TB取締役会長に就任。

吉原昌利◎RT取締役社長。市場部
門に長く従事。香港や米国デリバ
ティブ現法社長等を経て、みずほ 
FG常務執行役員、執行役常務など
を経て2022年より現職。

EXECUTIVE ROUNDTABLE

パーパス「ともに挑む。ともに実る。」はどのように策定され、〈みずほ〉はそれによってどのような未来を創り出そうとしているのか。
グループ4社のトップが一堂に会し、あらためてその意味を見つめ直した。
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4エンティティ長が大いに語る
「ともに挑む。ともに実る。」未来の創り方
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若手社員  エンティティ長   座談会

パーパスと〈みずほ〉の未来を考える
〈みずほ〉の新パーパスには、どのような想いが込められているのか。
秋田夏実CCuOをモデレータとし、
みずほリサーチ＆テクノロジーズ IT本部第5事業部第4部の河西清香、
みずほ銀行横浜法人第二部渉外１課の平田鈴奈、
同行横浜駅前法人部渉外5課の下田彩花の3人が、
4人のエンティティ長に対して質問をぶつけた。

河西清香◎みずほRT IT本部第5事業部第4
部。2021年入社。

平田鈴奈◎みずほBK横浜法人第二部渉外
1課。2019年入行。

下田彩花◎みずほBK横浜駅前法人部渉外
5課。2018年入行。

新しいパーパスである「ともに挑む。ともに実る。」は、我々現場の社員からすると正直、突然降ってきた言葉のように感じる部分もあります。どういっ
た気持ちや思いを込めてパーパスをつくられたのでしょうか（平田）

　無理だと思っていたことが、実現す
るとワクワクしますよね。ベルリンの
壁が崩壊した時や、歴史上の出来事
でもいろいろあると思います。そのフ
ァイナンスの分野に〈みずほ〉が立
ち会えたら、こんなにワクワクするこ
とはないですね。そういった、人類の
偉業が成し遂げられる未来にしていき
たいですよね。

浜本（SC社長）A

　ワクワクにはいろいろな種類がある
と思いますが、その前提として、い
くつになっても活躍できる社会である
ことが重要だと考えています。先日、
海外出張に行った際に飛行機内で映
画『マイ・インターン』を観ました。

　パーパスについては、2022年から
約半年をかけていろいろ議論をしまし
た。これまでもしっかりとした理念が
あったのですが、日 の々仕事にリンク
しているかは疑問でした。皆さんのよ
り身近になるように変えていくべきな
のではないか。我々は時代の変化を
とらえて生きているので、パーパスは
時代によって変わっていくものではな

「ともに」という言葉には、下田さん
がおっしゃるとおり、さまざまなお客さ
ま、ステークホルダーも含まれていま
すよね。そこで大事なのは、 お客さま
の立場になりきって考えていくことで
す。押し付けるのではなく、金融機
関として、相手の立場になりきれるか、
そういったことが大事だと思いますね。

加藤 A

　変化が怖いというお客さまと接する
際に大事なのは「距離感」だと思っ
ています。
　今、変化を必要としていないお客
さまには、先ほど浜本さんがおっしゃ
ったように押し付ける必要はないと思
っています。でもそういったお客さま
も1年後、10年後には、周りの変化
に合わせて自然とお考えが変わってい
るかもしれませんよね。
　短期的な成果にとらわれたり、それ
を目的に無理をしてはいけません。長
い目で見たときに、正しいことを丁寧
に、お客さまの立場に立ってご提案

することが大事です。

梅田 A

　みずほ信託銀行内で最近言ってい
るのは、お客さまから言われたこと
をしっかりやるというのは当然ですが、
その次の段階として、お客さまの課
題に対してソリューションを提供して
いくこともやっていかなければならな
いということです。めざしているのは、
お客さまがまだ気づいていない課題を
先回りして解決すること。もしかする
と3年後や5年後にお客さまが直面す
るであろう課題を、我 が々ストーリー
立てていくことで、それに対するソリ
ューションを提案するのです。お客さ
まがその見えていない課題を真剣に
考え、我々の提案を受け入れる。非
常に難しいですが、こういうことがで
きると素晴らしいという話をよくしてい
ます。
　日々の業務を通じて培ってきた専
門性やスキルが、付加価値とどうつな
がっていくかを意識していきたいと考
えています。お客さまから「ありがとう」
と言われたり、「そんな方法があった

のか」などといった、いい意味での驚
きの言葉をいただける回数を増やした
りしていくことが大事です。それによ
って、お客さまと一緒に「ともに挑む。
ともに実る。」を実現できるのではな
いかと思うのです。

吉原 A

　世の中はますます多様化が進んで

います。実は「ともに」という部分には、
競合他社なども含まれていて、〈みず
ほ〉だけで解決しない課題には、ほ
かの技術をもつ会社とも協力する必
要がある。そういった想いもこのパー
パスには込められているのです。今
後、外部と協力して、お客さまの課
題を解決する必要性は増していくと思
いますね。

　そこに参加していない人は、突然降
ってきたと思うでしょうが、それでもこ
のパーパスは、いつかしっかりなじむ
ものだという気がしています。私はす
ごくいいフレーズだと思っているので、
今の仕事がパーパスに合っているとい
うことを常に思えるような働き方をみん
なでしていきたいと考えています。

吉原 A

　浜本さんは「青い地球」という言

葉に思い入れがあったんですよね。

浜本A

　検討メンバーで、付箋にたくさん
の言葉を書いて考えていたんですよ。
青い地球は採用されなかったですけ
ど。
　今回出来上がったパーパスが続い
ていくかは、未来の〈みずほ〉を担
っていく皆さんに託されているわけで
す！

いか。そんな発想からまずは役員に話
しをしました。
　ただ役員は、50歳以上の男性がほ
とんどで、これで本当によいパーパス
ができるのかという異論がありました。
そこでさまざまな社員に呼びかけ、手
を挙げた人たちと議論をしました。そ
うしてある程度骨子をつくり、公募と
いう形で投げかけていました。できる
だけ皆さんに自分たちで決めたという
想いをもってほしかったのです。

めざしているのは、
お客さまが

まだ気づいていない課題を
先回りして

解決することです
（梅田）

死ぬ前の日まで
活き活きと仕事をし、
楽しく生きていける

世の中であってほしい
（浜本）

まだ見ぬ
未来のチャレンジに対し、

ワクワクしています
（吉原）

事をし、楽しく生きていける世の中で
あってほしい。そんな世の中であれば、
きっといつまでもワクワクできるはずで
す。

梅田（TB社長） A  

「驚き」を目にするときにはワクワク
しますよね。最近だとWBCでの日本
優勝や、阪神タイガースが日本一に
なったことかな。
　自分が見る側でワクワクすることが
多いですが、どうやったら演者側に回
れるのか。つまり、どういうことで人
を驚かせられるかを考えていきたいで
すね。その先にワクワクをつくること
ができると思います。

吉原（RT社長） A

　私は2022年にみずほリサーチ＆テ
クノロジーズの社長に就任しましたが、
まさかこのような重責を担うとは思い
ませんでした。それまでは浜本さんた
ちと一緒にずっとマーケットの世界で

仕事をしてきたので、専門領域では
ない分野の社長になるなんて、まさに
青天の霹靂です。ただ思い返してみ
ると、入社してから数年に一度は新
しいことに取り組んでいます。おそら
く今後も、チャレンジすることがいろ
いろ出てくるでしょう。そうしたまだ見
ぬ未来のチャレンジに対し、ワクワク
しています。
　仕事の話に関して言うと、RTの
社長になって意識するのは〈みずほ〉
のグループ力です。業法があるので、
銀行、信託、証券、RTは分かれて
いますが、本来であれば「株式会社
みずほ」のごとく、すべてのエンティ
ティがより一体となって仕事できたら
いいと思っています。
　それによって、お客さまに最適なサ
ービスをタイムリーにご提供すること
ができます。それに少しでも近づけれ
ば、よりワクワクした未来が待ってい
るのではないかと考えています。

ロバート・デ・ニーロ演じる70歳の
主人公がシニア・インターン制度を
利用し、一からスタートアップ企業
で働くようになる。最初は若者ばかり
の社内で浮いた存在だったのが、誠
実な人柄と細やかな仕事ぶりから社
内の人気者になっていくという物語で
す。この主人公に心を動かされました。
彼のようにいつまでも仕事があってプ
ライベートも謳歌できることをめざし、
楽しく生きていきたいです。
「人生100年時代」と言いますが、
いつまでも人のための何らかの役に
立ちたいですし、年を取ってもふけ込
まない社会が理想だと思っています。
自分もこれからそういう年代に入って
いくので、そういう世の中にしていか
なければならないという強い想いがあ
ります。死ぬ前の日まで活き活きと仕

加藤（BK頭取）A

加藤A

先日、みずほFGの木原正裕グループCEOのタウンホールミーティングに参加したのですが、そのなかで「ワクワクする未来にしていきたい」という話を
しておられました。私にとって、各エンティティのトップでいらっしゃる皆さまは雲の上の存在ですが、どういったものに心を動かされ、どのような未来に
ワクワクするのでしょうか（河西）

Q

パーパスの「ともに」というフレーズには、「つながり」という意味もあると聞いていますが、それは社外の人も対象なのではないかと考えています。しか
し個人や中堅・中小企業のお客さまと話していると、変化を嫌う方もいらっしゃり、お客さまの成長をサポートすることの難しさを痛感しています。お客
さまと一緒に「ともに挑む。ともに実る。」を実現するために大切なのは何だとお考えですか（下田）

Q

Q

浜本A

パーパスは、
手を挙げた社員と骨子を

 つくってから公募をしました。
皆さんに自分たちで
決めたという想いを

もってほしかったのです
（加藤）
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田丸雅智  エンティティ長   ワークショップ

ショートショートを創作して事業アイデアのヒントに
「アイデアを出すためにショートショートという物語を活用する」という田丸雅智によるワークショップ「ショートショート発想法」。
P.76からの特集で社員たちの作品も紹介したが、エンティティ長4人も挑戦した。社員たちが見つめるなか、各々が荒唐無稽でユニークなストーリーを描いた。
それら秀逸な作品を紹介。そこには、未来につながるヒントが隠されているかもしれない。

ATMからイエローカードやレッドカードが出てくるという発想に惹
かれました。カラー印刷は高コストではありますが、明細に色が
つけば視覚的にひと目で状況がわかるようになるため、金融リテ
ラシーの向上につながるかもしれません。明細に金融雑学などが
ついてくるのもありでしょうか。今後は自動運転による移動スー
パーなども出てくるでしょうが、ご高齢の方は現金利用が多いの
で、ATM付きのものも需要がありそうに感じました。

田丸氏講評

気軽に仏教について話せる「坊主バー」がありますが、ファイナ
ンシャルプランナーの大将や居合わせた人と気軽に資産運用に
ついて語り合える場が本当にあればと感じました。金融商品を居
酒屋のメニューっぽく紹介するという見せ方も面白そうです。「身
の程わきまえ」という箇所からは、お金に対する自分の反応（目
がくらむのか、慎重になるのか、など）を知っておく、パッチテ
ストのお金版があれば破綻する人を減らせるかもと思いました。

田丸氏講評

お笑いがお好きだという梅田さん。「裏で回し」という、「全体進
行のためにさりげなくフォローする」という意味合いの表現が興
味深いです。街の人が希望するお店を実際に誘致するという事
例もあるなか、街や人々が大切にしたいものと、不動産とのマッ
チングを担う仕事は意義がありそうです。また、街を去る人に対
しても、その人に合った新天地を提案したり、そこでの新たな挑
戦をサポートしたりするサービスがあったらなとも思いました。

田丸氏講評

みずほ銀行は各地に支店がありますが、加藤さん自身、食を通
じて人とのつながりが生まれていくことをお感じになっているので
しょう。ゲテモノを食べて胃を壊すことも、またチャレンジ、素敵
です。本作から、各支店が選んだローカルフードや、昆虫食や
人工肉のような最新の食などをお客さまと一緒に体験するイベン
トを実施して、お客さまや社員さん同士が食を通じて交流を深め
ると同時に、インプットにもなるような場があればと考えました。

田丸氏講評

ドリブルするシステム（ATM）

ふえる「あおまる」

ローカルフードを食べる接遇

駅前のパン屋さん

飲みすぎ注意　夢の実現

　みずほRTとBKが共同してドリブルするATMを開発した。いつでもどこでも、必要な時に
世間を縫って来てくれるATMだ。どんな困難も華麗なフェイントや持ち前のスピードですり抜
け、利用者の目の前まですぐにきてくれる。
　だが、便利過ぎてついつい人間の浪費欲を助長する。当然、自分の預金量以上にお金を
引き出せばローンになり、後で返済が必要になる。だから、使い過ぎにはイエローカードが出
るよう工夫もしているのだが、最近はレッドカードが連発される事態も起きている。そうなれば
口座は一発解約だ。
　RTとBKが「ともに挑んで」作った画期的なドリブルするATMだが、「ともに実る」ためには、
技術の進歩に沿った使う側の人間の進歩が必要のようだ。

　みずほで口座を開設したら、家にあおまるが届いた。ぬいぐるみではない。人の言葉を話し、
笑い、眠る。温もりもあるが、食事はしない。取引の種類がふえたり、残高がふえると、翌営
業日の朝には、なぜかあおまるがふえている。そっくりに見えて、一体一体に個性があることも
わかってきた。
　一人暮らしの部屋に夜帰ってくると、あおまるたちが「おかえり！」と玄関で迎えてくれる。
嫌なことがあっても聞いて励ましてくれる。冬の寒い日には、あおまるたちがベッドを温めてくれ
るので、ぐっすり眠れる（逆に夏は暑苦しい）。足が短いのでよく転ぶため、放っておけない。
なんとも愛らしく、一緒に暮らすうちに家族のような存在になった。
　そうこうするうちに、あおまるが増えすぎてマンションが手狭になり、運動不足になった。い
つも週末は家にこもりがちだったが、運動不足解消のために、思い切ってあおまるたちを連れ
て散歩に出た。扉を開けて外に出たら、街はあおまると共に楽しそうに歩く人であふれていた。「そ
うか、みんなみずほに支えられているんだ。」そう思った。

　ある朝、駅に向かう中、素敵な可愛いパン屋さんが出来ていた。仲の良さそうな夫婦がオ
ープンに向けて準備をしている。
　一体、何が有った土地だろう。いつもこういう事は思い出せない……。ああそうだ古い洋
館だったかな。上品なじいさんが庭木をいじっていたな。でもどうしてそうなったんだ……？
　古家を壊して、パステルカラーのモダンなお店を設計して、まてまて、それより、土地の
値段は？　税金は？　一体誰が裏で回しているんだ、ちょっとだけ気持ち悪い。
　そのまま駅についたら、青い看板が目に入った、「みずほ不動産販売」。ああ、こいつだな。
“ともに挑む。ともに実る。”か。ふ～ん。

資産運用の扉をあけると、そこは楽しい居酒屋だった。
無数に並ぶ夢の数々。人生やりたいことばかり。
選ぶメニューに悩む自分もそれまた楽し、大将との会話のやりとり、それまた楽し。
これも飲みたい あれも飲みたい、これもやりたい あれもやりたい。
楽しく飲んでスラップハッピー　夢は千里を駆け抜けて　いつしか時空のはるかかなたへ。
隣の仲間と声かけあって 心交わせ 心ぬくもり。
つながる仲間と夢語りあい、いつしか世界が自分のものに。
気が付けばカウンターで泥酔、二日酔い。
欲張り過ぎると身体を壊す。何でも夢が叶う訳ではない。
身の程わきまえ夢の実現。資産運用は計画的に。

　未知なることにチャレンジすることは、自らを成長することに繋がる。
　例えば、知らない土地に旅、そして地元食材を食べることは、その地元を知ることにもな
るし、驚くほど美味しい料理に出会うこともある。又、食事を通じて、地元の人 と々繋がり、
人生が豊かになることもある。勿論、ゲテモノを食べて胃を壊すこともある。それもまた、チ
ャレンジ。
　チャレンジこそが人生を豊かにするヒント。みずほは、そんな銀行でありたい。
「ともに挑む。ともに実る。」

秋田夏実◎FG執行役グループCPO（Chief People Officer）兼グループCCuO（Chief 
Culture Officer）。外資系テクノロジー大手の日本法人副社長などを経て2022年に
入社し、その後現職に。

ショートショート作家の田丸雅智氏。
企業向けのワークショップ「ショート
ショート発想法」は、自動車メーカー、
日用品メーカー、化粧品メーカー、飲
料メーカー、IT企業などで多数開催し、
好評を博している。（詳細なプロフィー
ルはP75に記載）

梅田 圭

みずほ信託銀行取締役社長

浜本吉郎

みずほ証券取締役社長

加藤勝彦

みずほ銀行取締役頭取

吉原昌利

みずほリサーチ＆テクノロジーズ
取締役社長

　田丸雅智のアドバイスをもとに、「不思議な
言葉をつくる」「想像を広げる」「短い物語にま
とめる」という3つのステップで、4人はショー
トショートの創作にチャレンジした。まずは、自
分の好きなことと業務領域を掛け合わせた不思
議な言葉をつくり出す。
「本業と自分の好きなものを掛け合わせるだけ
で、アイデアはたくさん出てきます」（田丸）
　4人はそこからイマジネーションを広げ、パー
パスが反映された物語へと昇華させていった。
　4人が紡ぐ不思議な物語を堪能してほしい。

秋田夏実CCuOもチャレンジ
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自由な発想で新しい未来を自らの手で切り拓いていく。
私たち一人ひとりが主役の世界。
時代のフロントランナーとして変革に挑む。
その先にある、豊かに実る未来は何色であろうか。

みずほの未来

未来には無限の可能性が広がる。
多様な私たちが描く未来。

0123456789
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P R O A CT I V E LY I N N O VAT E TO G E T H E R W I T H O U R C L I E N TS
FO R A P R O S P E R O U S A N D S U STA I N A B L E F U T U R E .

M I Z U H O 
M E M O R Y B A N K03 TO WA R D S 

T H E F U T U R E

ん停めて「もちろんです」と促した。
「ということは、記憶を預けたからといって、その記
憶が自分の中からなくなるわけではないんですね？」
　尋ねられ、私はうなずく。
「はい、脳から記憶を書きだす技術はご覧いただいた
通りでして、あくまでコピーするだけですのでその心配
はございません」
「記憶を守るセキュリティーも万全だとはおっしゃって
いましたが、本当に記憶が流出したりは……」
「ご安心ください。かつてはサイバーリスクがありまし
たが、私どもはセキュリティーのノウハウをさらに獲得
してそれを克服しましたので、確実にお守りします」
「なるほど、それは頼もしいですね」
　微笑む佐藤様にホッとしながら、私は資料を映しな
がら説明を再開する。
「それでは、次はお預かりした記憶の使用用途につい
てです。記憶は全部や一部をいつでもお引きだしいた
だけますが、引きだした記憶を一時的に脳に書きこん
で過去の出来事を追体験して鮮明に思いだすために
使ったり、佐藤様がもともと想定されていらっしゃった
ように、記憶を永続的に脳に書きこんで病気や事故で
なくした記憶を取り戻すために使ったりするケースが一
般的なものとなっています。その記憶の書きこみは現
状の記憶に層を重ねるような形で行いまして、脳への
ダメージはございません。それでは、具体的なケース
をご覧ください」
　端末をタップすると、事例がホログラムで現れる。
　例えば、定期的に過去の鮮明な記憶を追体験して
脳を刺激し、記憶をなくしてしまう病の予防や進行遅
延に役立てられること。あるいは、個人的な記念日の
前に当時の記憶を追体験してしっかり思いだしておき、
その日をいっそう濃密に過ごしたり、挫折や後悔など
の記憶を追体験して自分を戒めたり奮い立たせたり。
「それから、みずほでは、お預かりした記憶の編集も
承っています」
　見るからに不安そうな表情になられた佐藤様に、私
は急いで言葉を継ぐ。
「もちろん、存在しない記憶を勝手に付け加えたりは

相談に乗らせていただくことがメイン業務である一方
で、かつてはみんなが現金を当たり前に持ち歩いてい
たために、現金の振り込みや入出金への対応業務が
少なくない比率を占めていたらしい。あるいは、今で
は公衆電話と同じくらいしかない非常時用のATMも昔
は至るところにあって、その管理や運用も重要な仕事
のひとつだったという。
　加えて、AIが全社で導入される前は、稟議書や議
事録の作成を人の手で行っていたとも教わった。それ
も仕事の一環だったなんてと当時の苦労に思いを馳せ
つつ、効率化のおかげで人にしかできない仕事に注力
できるようになって本当によかったなぁと私は思ったも
のだった。
　みずほ社員の果たすべき役割もこの30年で変化し
てきて、今の主流は2つある。
　ひとつがハブとしての役割で、法人や官公庁や個人
の間をみずほ社員がつなぐことでイノベーションを加速
させ、世の中の進歩に貢献している。
　もうひとつが個人の人生に深く寄り添う役割で、資
産運用のことはもちろん、相続や遺言や家族のこと、
果ては日常のちょっとした悩みまで、金融関係を中心
としつつもお客様にまつわるあらゆるご相談に乗る、プ
ライベートバンカーを超えた「ライフデザインバンカー」
として社会に貢献している。
　かくいう私も、そんなライフデザインバンカーの駆け
だしの一人だ。
　ライフデザイン、というからには対応できないものが
あってはならず、これまで必死に情報を頭に入れてき
た。のみならず、そうは言っても自分だけでは解決で
きない事態に備えて社内ネットワークも積極的に開拓
してきた。そうして様々な試験をなんとか通過し、先
輩の仕事を引き継ぐ形で晴れてライフデザインバンカ
ーとしてのスタートを切ることができた。その最初の仕
事が佐藤様からのご相談で、昨今お問い合わせも急
増している記憶にまつわることだった。
「……すみません、今の箇所なんですが、質問しても
いいですか？」
　佐藤様の言葉に、私は資料を最初のほうでいった

引き継いで、佐藤様を担当させていただくこと。
「話は聞いていましたよ。まあ、ここだと何なので、
お上がりください」
　佐藤様に促され、ミズシマさんと一緒にリビングへ
と通してもらう。
　しばらく会話を重ねた後で、私はさっそく本題に入る。
「それで、ご相談いただいた件ですが」
　佐藤様は恥ずかしそうに頭をかいた。
「いやあ、一応は自分なりに調べてみたんですが、も
う歳なのか途中からよくわからなくなりまして……お手
間をおかけして申し訳ない限りですが、いろいろ教え
てもらえませんか？」
「もちろんです！　何でもお任せください！」
　言いながら、私は端末を取りだした。起動すると、
3Dホログラムが浮かびあがる。
「では、サービスの概要からお話しさせていただきま
すね。私どもの“みずほメモリーバンク”では、お客様
の記憶をお預かりしているわけなのですが─」
　ミズシマさんに見守られながら、私は資料をもとに
話しはじめる。

　みずほの業務内容は、電子決済やAIなどが台頭し
てきた30年ほど前から様 に々変化してきた。
　そのことをちゃんと知ったのは、入社後の研修での
ことだった。
　例えば、今でもみずほの根底である金融業ひとつと
ってみても、現在の店舗窓口ではお客様のあらゆるご

　極度の緊張を感じながらエントランスのチャイムを
押すと「どうぞ」という声がして、私は先輩のミズシマ
さんにつづいてマンションに足を踏み入れた。
「カホさん、がんばってね」
　ご自宅の前についてミズシマさんからそう声をかけて
もらって待つなかで、やがて佐藤様がにこやかに迎え
てくれて、私は玄関先で簡単に自己紹介する。
　自分は入社してからこの3年間、ライフデザインバ
ンカーとしての基礎を身につけるためにいろいろな現
場を回ったり、資格を取ったりしてきたこと。今後は、
パートナーの方の出産で育休に入るミズシマさんから

将来の自分の仕事、会社のあるべき姿を想像したことはありますか？
現代ショートショートの旗手として知られる作家、田丸雅智による書き下ろし短編小説。

tex t  by Ma s a tomo Ta ma r u   |   i l lu s t r a t ion s b y M ichele Ma r c on i

田丸雅智 ＝ 文　ミケーレ・マルコーニ ＝ イラスト

「記憶の銀行」

MIZUHO MEMORY BANK
ショートショートで描く〈みずほ〉の近未来
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　声をかけられ視線を向けると、そこには歳を重ねた
ミズシマさんの姿がある。
　周りの人たちからも促され、私は椅子から立ち上が
る。少し離れたところには、壇上が見える。
　今日、私はミズシマさんから再び大切な仕事を引き
継ぐ。
　私はみなさんと一緒にどう挑み、どんな実りをもたら
すことができるだろうか。
　そんなことを思いながら、すっかり若返った心で口に
した。
「行ってきますっ！」
　笑顔のミズシマさんたちに送りだされ、私は向かう。
　全世界のみずほ社員につながる壇上へと。
　社長就任のスピーチをするために、一歩一歩、力
強く。  

られた先人たちの記憶を集めていたりもするのですが
……」
「なるほど、国のため、みんなのために、ということで
すね？」
　佐藤さんの強い視線を真正面から受け止めて、私
はためらうことなく強くうなずく。
　直後、佐藤さんは微笑んだ。
「わかりました。とても価値のある挑戦ですね。私な
んかの記憶でよければ、ぜひ使ってやってください」
　感謝の気持ちが膨らんで、私はおのずと深く頭を下
げていた。
　お預かりした記憶は、必ずしっかり実らせないと
……！
　そう誓いながら、私はミズシマさんと一緒に佐藤様
のお宅を辞したのだった。
　ミズシマさんが口を開いたのは、帰り道でのことだ 
った。
「お疲れさま。初めてにしては、なかなか悪くなかっ
たんじゃないかな。まあ、ちょっと硬すぎはしたけどね」
　ミズシマさんは笑いながら、そうそう、とこう続けた。
「鮮明なうちに、後で今日の記憶も書きだしておいた
らいいよ。何しろ、記念すべきデビュー戦なんだから」
　安堵と充実感を覚えながら、自然と大きな声で返事
をしていた。
「はいっ！」

　……記憶を追体験し終わって、私はゆっくり目を開
けた。
　胸の中は懐かしさでいっぱいになっていた。
　ライフデザインバンカーとしてデビューしたあの日 
から今日までの数十年……本当にあっという間だった
なぁと感慨にふける。
　デビュー戦の記憶を追体験するたびに、私は自分
の初 し々さに恥ずかしさもこみあげる。でも、この記憶
は折に触れて大切な初心を思いださせてくれてきた。
「さあ、そろそろ時間だね。カホさん、がんばってね」

「よく理解できました。それでは、記憶を預かってい
ただけますか？」
　私は思わず、えっ、と目を見開いた。記憶を書きだ
すためのデバイスは持参していた。が、今日は引継ぎ
のご挨拶とサービスの説明だけだと思っていたので、
意表を突かれた形だった。
　そんな私の内心を察してか、佐藤様はつづけた。
「すぐに決めて驚かれましたか？　でも、おかげさまで
よく理解できましたし、何より、みずほさんなら信頼で
きますから。よろしくお願いしますよ」
「はいっ……！」
　私は思わず立ち上がってお辞儀をしながら、先輩た
ちが培ってきたものの大きさに改めて畏敬の念を抱く。
　ご期待に応えられるように、私もしっかりやらなくち
ゃ─。
　記憶の管理センターから連絡がきたのは、ヘアキャ
ップ型のデバイスで佐藤様の記憶を書きだし終えた後
だった。その通知を読み、私は佐藤様に向かって尋
ねた。
「あの、すみません、差し支えのない範囲で大丈夫な
のですが……こういった記憶の保有に覚えはございま
せんか？」
　私がリストをお見せすると、佐藤様はしばらくじっと
見つめた後で指さした。
「これに心当たりがありますね」
　そこにはかつて起きた震災の名があり、私はまた違
った緊張感を覚えながら申し出る。
「もしよろしければ、こちらの震災に関する記憶だけ
を抽出して、個人情報を除いた上で活用させていただ
けませんでしょうか」
　私はすぐに説明する。今、みずほはこの震災の記憶
を風化させないために、お預かりした記憶の中から震
災の記憶を集めて統合し、アーカイブを構築しようと
していることを。そして、それが叶ったあかつきにはみ
なさんに貸しだすことで、記憶を次の世代に継承しよ
うとしていることも。
「ほかにも、今のこの日本の勢いをますます加速させ
ていくために、これまで日本をよくしようとがんばってこ

いたしません。一例を挙げますと、トラウマなどの記
憶にぼかしを入れて、心の負担を軽減させたりするの
がサービスの趣旨です。その場合も、ご本人様の許
諾は必須ですし、記憶ももとに戻そうと思えばいつで
も戻すことができるようになっています」
「ははあ、そういった編集であれば意義深いですねぇ」
「もうひとつ、記憶は貸したり譲ったりすることも可能
です。悪用防止のために厳重な審査や様々な制限も
ございますが、簡単に申しますと知識や経験をほかの
方に渡すことができるんです。じつは私どもライフデザ
インバンカーも先輩や有識者の方の記憶の一部を借り
たり譲り受けたりすることで、現場に出られるようにな
るまでの期間を短縮しておりまして」
　ともあれ、と私はつづける。
「そうして託された記憶をもとにまた新たな記憶が紡
がれて、さらにそれが次の方々へと渡っていく……私
どもみずほは金融業において“信用創造”、つまりは預
金と貸出の連鎖で預金通貨を創造することを、誇りを
もって行ってまいりましたが、記憶業においても同じ姿
勢で、よい意味での創造を行っていく所存です」
　それから私は、お預けいただいた記憶の中身は基本
的には担当者でも勝手に見られないようになっているこ
ともお伝えする。もし記憶の編集などの際にやむを得
ず見させていただくことになった場合も、ご本人様の許
諾は必須であり、守秘義務も遵守する。この徹底の背
後には、やはり金融業で培った高いリテラシーがある。
　私は佐藤様に尋ねられ、このサービスが生まれた背
景についてもお話しした。
　もともとは、みずほのパートナー企業様が人の記憶
を書きだしたり書きこんだりできる技術を開発したこと
がきっかけで、そこから先の展開に関するご相談がみ
ずほに持ちこまれた。みずほは自分たちだからこそでき
ることが多くあると判断し、「ともに挑む。ともに実る。」
の精神で、自社が培ってきたノウハウを提供しながら
ハブとしてもいろいろな人とつながせてもらい、事業化
までこぎつけた─。
　佐藤様がこう口にしたのは、一通りの説明を終えて
すぐのことだった。

田丸雅智◎1987年、愛媛県生まれ。東京大学工学部卒業、同大学院工
学系研究科修了。現代ショートショートの旗手として執筆活動に加え、全
国各地で創作講座を開催するなど幅広く活動している。企業向けのワーク
ショップ「ショートショート発想法」も各所で開催。著書に『おとぎカンパ
ニー』『ビジネスと空想 〜空想からとんでもないアイデアを生みだす思考
法〜』など多数。メディア出演に「情熱大陸」など多数。

MASATOMO TAMARU
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　ステップ②は「想像を広げる」。①でつく
った言葉からメリット／デメリットを考え、発
想を逆転させたりすると展開が広がる。田丸
氏からは「言葉を様々な角度から解釈してみ
るのもひとつの手。『ゴールのない〈みずほ〉』
という不思議な言葉をつくった方がいらっし
ゃいましたが、『ゴールのない』は、『終わり
がない』『自己研鑽にゴールがない』のどち
らの意味ももっています」とヒントが伝えら 
れた。
　ステップ③は、①と②をまとめて「作品を
つくる」。出てきたアイデアをまとめるだけで
も、人物やせりふを加えてもいい。
　ここから各自が創作に入り、最終的には15
分で小説を完成させた。

ることに気づきました。今回のように全国から
集まった人は、普段接点は少なくても同じ〈み
ずほ〉文化のもとにいる仲間なので、ざっく
ばらんに新しいアイデアを語り合うことができ
て新鮮な機会でした」と話す。
　また、みずほ銀行グローバルマーケッツ業
務部・横井雄は「普段の業務では、マーケ
ッツ（市場）のビジネスをどうやって魅力あ
るものにするかがメインの課題。発想が凝り
固まりがちですが、ワークショップでは自分で
は思いつかないような方法でアイデアを生み
出す体験ができました。読み解きにおいても、
物語からのジャンプアップが自分の発想の殻
を打ち破るきっかけとなり、アイデアの源泉
にもなると感じました」と、参加の意義を語
ってくれた。
　さまざまなアイデアが埋まっている、参加者
の作品。その中から、特にユニークな作品を
グループCEO 木原正裕、Forbes JAPAN編
集長 藤吉雅春、田丸氏がそれぞれの視点で
4作品を選出した。次のページで紹介する。  

　2023年9月23日。連休初日ということも
あり、みずほ丸の内タワーには、仙台や名古
屋など地方を含めた多くの社員と、10人のキ
ッズが集まった。14グループ＋キッズの計15
グループに分かれ、ワークショップがスター
トした。今回の作品テーマは、「パーパスで
ある『ともに挑む、ともに実る。』を体現し続
ける『未来の〈みずほ〉』」。
　田丸式メソッドでは、3ステップで、誰でも
小説を書き上げられるようになる。
　ステップ①は「不思議な言葉をつくる」。
好きな名詞やそこから思いつく言葉、〈みず
ほ〉から思いつく名詞などを掛け合わせ、「不
思議な言葉」を生み出す。中間発表では「汗
かく両替機」という言葉が挙がった。

に行くと宝くじがついてくる』など、人々の関
心が薄い領域×宝くじのシステムという発想
で考えると、ビジネスの可能性が広がるはず」
と解説した。

創作過程で得た視点を
ビジネスへ展開する

　田丸氏いわく、ショートショート創作は1
回限りではなく、続けていくことで表現力や
発想力も身につくという。常識を疑う力や多
角的に物事を見る力も高まり、マグカップに
入ったコーヒーを見ても「表面に別の世界が
映っているかも」「コーヒーの海の中をサメが
泳いでいたら？」とさまざまな想像力・着眼
点が得られ、さらにはビジネスにも応用して
いけるようになるという。これこそが、多様性
の時代に「変化の穂先」となるために求めら
れる能力なのだろう。
　実際にワークショップに参加した、みずほ
銀行郡山支店・今村謙一は、「発表を聞い
ていると、ほかの方が豊かな感性をもってい

　どんなイノベーションも、個人の空想や妄
想、思いつきから始まる。ならば、自由な発
想で物語をつくってみてはどうだろう―。
　そんな思いから企画された、ショートショ
ートワークショップ。「ショートショート」とは、
短くて不思議な物語のこと。アイデア次第で、
思わぬ結末にしたり読み手のイマジネーショ
ンに委ねたりと、さまざまな世界観をつくり出
せる。
　講師はこれまで延べ2万人以上にショート
ショートの書き方を教え、企業向けにも「シ
ョートショート発想法」としてワークショップ
を実施してきた田丸雅智氏。創作を通して
新しい商品やアイデアを考案するのが目的で、
同時にしなやかな思考の習得もめざす。

作品の本質から
ビジネスのヒントを読み解く

　続いて、完成した作品の各グループの代
表作を田丸氏が講評しつつ、作品に隠れた
新たな商品やサービス、ビジネス創出のヒン
トを読み解いていく。
　そのベースとなるのは、まず「書かれてい
る内容からストレートに考えてみる」こと。そ
の際に、魅力が弱そうな部分は「別なものと
入れ替えてみる」というのもひとつのアプロー
チ法だ。また、途中で連想した別のものと掛
け合わせてみると、また違った着想を得られ
るという。
　例えば、「語る遺言書」という作品。〈み
ずほ〉が、自分の書いた遺言書を有名俳優
が読み上げてくれるというサービスをスタート
させた。お気に入りの俳優に読んでもらおう
と思い、早速主人公はそのサービスに申し込
む。30年後、遺言書が開示されることにな
った。しかし、俳優自身もすでに亡くなって
いた……といったストーリー。
　田丸氏は「遺言を“伝える”部分にプロが
入るという発想がいい」と評した後、「遺言
書の“表現”の部分にプロが入るというのも面
白いはず。書き方・伝え方の講座は現実的
なアプローチかもしれない」と、作品に埋ま
っているビジネスの芽を掘り起こしていく。
「合図の出る宝くじ」という作品もユニーク
だ。「宝くじ」なのに、買うのではなく、その
人が必要なときにふっと出現するもので、賞
金がかかっていない場合もあるという。いつ
どこで出現するかわからないために、宝くじ
が出現するとみんな夢中で追いかけてしまうと
いうストーリーだ。
「みんなが追いかけてしまう、というところが
興味深い」と田丸氏。加えて「『人間ドック
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C O L U M N

M I Z U H O ' S M I C R O STO R Y 
AWA R D 03 TO WA R D S

T H E F U T U R E

MIZUHO'S MICROSTORY AWARD 

荒唐無稽な空想から、未来を開くアイデアが生まれるかもしれない。作家・田丸雅智氏の指導のもと、
全国の社員とその家族がショートショートの創作に挑戦。ワークショップの模様と優秀作品をお届けしよう。

tex t  by Kaor i  S aek i   |   photo g r a ph s b y Yo s h i nobu B ito

佐伯香織 ＝ 文　尾藤能暢 ＝ 写真

〈みずほ〉の近未来を小説に描いてみたら……
社員が執筆「みずほショートショート大賞」発表

　各地の社員に参加してほしいという事務局の思
いから、10月22日には大阪でもワークショップが
開催された。当日は、関西圏はもとより、富山、高松、
福岡などからも、家族を含む40名が参加した。初
対面の社員が多いながらも、「不思議な言葉の組
み合わせ」発表の際には「カルビ系丸の内」とい
った斬新なワードに盛り上がりを見せていた。
　みずほ信託銀行福岡支店・田鍋みな子は「銀
行業務は各社似たようなサービスになるが、発想
力を磨けば他社と異なるサービスが提供できるよう
になると感じた」という。また、こういった機会に
参加したことで、〈みずほ〉＝多様性を認めてくれ
る組織と再認識したといい、社員研修での実施に
も期待を寄せていた。

大阪会場には西日本を中心に

総勢40名が参加

ワークショップで生まれた不思議な言葉

毛だらけの
金利

早くつく
証券会社

歌う
キャッシュカード 日本酒銀行

青いお金夢ATM

汗かく両替機
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「しあわせ、融資いたしましょうか？」

　会社をクビになり、日々の運転資金をまかなうべく、投資商品

を解約しに行った銀行でそう尋ねられた。聞くと、日本中の幸福

な人間から集めた“しあわせ”を無利子で融資してくれるようで、

どうやら私の不幸ぶりを心配して声をかけてくれたらしい。

　どれくらいの額を借りられるのか聞くと、「将来の幸せの CFを現

在価値に割り引いたもの」、いわゆるDHF（Discount Happiness 

Flow）によって算出された額を上限に借りられるようだ。

　借入条件として、将来のDHFが増加する出来事があれば、そ

の分借入額も減少するが、逆も然りなようだ。

　これはよい話だと思い、契約書をもらうと気になる一文が。

「もし自らのしあわせが余ったら、銀行に預けなくてはなりません」

　一瞬悩んだが、サインした。もし、そんな日が来れば、そのと

きはいくらでも貸し付けてやろう。

　そうして僕は10年後、しあわせレバレッジをかけ、世界一の

“億万幸福者”となった。

「自分が成長するように、一度書いた遺言も成長したら

素敵ですよね」

　との担当者の説明が決定打となって、「熟成される遺

言」なるサービスを利用した。遺言書を専用の樽に入れ

ておくと、当初トガっていた内容も、徐々に平和に大人

になっていくのだという。

　俺は次男を失敗作だと思っている。長男は一流企業

に勤めているのに、次男は飲む・打つ・買うのロクデナ

シだ。だからやつには、財産を残したくない。そうは言

っても、今後生きていくうちに次男を許せる日が来るかも

しれない。そう思って利用したのだ。

　そのとき70歳だった俺は、150歳まで長生きし、財産

が全人類に1円ずつ分与されることになるとは知る由もな

かった。

　ある日「あおまる」が目覚めて鏡を見ると、

むらさき色になっていて、はじめは驚いた「あ

おまる」。

　でも、そのまま会社に行く。やはり、みんな

驚いた様子。でも、すぐに落ち着き、あおまる

に「どうしたの？」と聞いた。あおまるは、「僕

もわからないんだよ。何か変なものでも食べた

かな？」と言った。

　そうしたら、「でも、逆に人気が出るのでは？」

という人がちらほらいて、みんなも共感した。

　そこで、ＣＭ担当者にＣＭに出してほしいと

頼んで出してもらった。

　とある田舎のATMコーナーでは、毎日女子会が開か

れている。コーヒー片手にケーキを食べつつ、ATMたち

が楽しくおしゃべりをしているのだ。今年支店に入った

新入社員がどうだ、お札の補充が遅い、などとりとめの

ない話で盛り上がっている。

「あらあら、今日もにぎやかね」

近所に住む山田さん(85)がやってきた。

「山田さん、今日は年金支給日だもんね。いくらおろす？」

とベテランATMのトシコが聞く。

「実は、孫が交通事故を起こしたから、100万円振り込

んでって言ってきてねえ……」

「山田さん！　それ、詐欺よ!!　絶対振り込んじゃダメ

よ!!　とりあえず、一緒にケーキでも食べて落ち着いて」

　いつもにぎやかなATM。実はみんなを守っている。

　人々の幸せに貢献する〈みずほ〉の要素と、技術と知見を駆使して最先端
の商品へ果敢に挑戦した世界が、わかりやすく表現されていました。まさに
パーパスを体現した先にある優しい「未来」。また、しあわせを還流させてい
くという発想は、「銀行は川のよう」と表現した渋沢栄一のDNAにも通じます。
2023年度から始まった３年間の新たな中期経営計画で目指している「個人
の幸福な生活の追求」と合致していることもあり、選出しました（木原）。

選評コメント

　名前に「あお」がついているキャラクターの色を変えてしまうとい
う、小学生の柔軟な発想に刺激を受けました。「あおまるの人気が
出たからみずほも人気が出る」という真っすぐな考えにも刺激を受け、
テーマの「未来」からは外れますが、今にも実現できそうなビジネ
スアイデアとして一票（木原）。

選評コメント

　遺言の内容が自分から変化するというアイデアに惹かれました。「失敗作」という強い言
葉にドキッとしますが、「許せる日が来るかもしれない」と進んでサービスを利用したところに、
まだ残っている確かな愛情を感じます。熟成しすぎて誰のためにもならない、けれど平和と
いえば平和な結末にも、くすっとしました。
　本作からは、まず、最新の自分の心境や状況に合わせて遺言の修正案を自動的に提案
してくれるシステムがあればと思いました。
　また、自分の書いた遺言が実は未熟なものかもしれない、という視点にハッとさせられ、
書いたあとも考えを深めていくために、遺言を作成した人同士が気軽に交流できるパーティ
や、遺言を受け取ったことがある人の「これがよかった」「こうしてほしかった」などのリア
ルな声に触れられる機会がもっとあってもと思いました。
　さらに、遺言の保管場所は事務的な空間のイメージがありますが、例えばお酒好きな方
がウイスキー用の樽で保管できたり、海好きの方が波音の BGMの流れる部屋に保管できた
りと、保管場所にあえて無駄とも思える情緒的、エンタメ的な要素を付け加えると、当事
者の方々の気持ちが高まるだけでなく、遺言自体への興味や喚起を促すきっかけにもなるよ
うに思いました（田丸）。

選評コメント

　今回のショートショートを拝読して、「大手金
融機関の人」という一括りから、みなさんのお顔
が見えるというか、「なんて面白いことを考えてい
る人たちだろう」と、見え方が変わって楽しくな
りました。人は小説を執筆すると、豊かな感性
が顔を出すのですね。
 　今回制作された作品には、ATMにまつわるも
のが多く見受けられました。共通するのはATMの
新たな役割として「擬人化」を描いた点です。
人類の最大の課題が「肥満」「飢え」から人生
100年時代の今、「孤独」に変わりました。孤独
という敵を前に、ATMの「人」化、そしてお金
の番人化は必須の流れかもしれないと感じました。
本作品は結局、誰しもこういう「ぬくもり」を求
めているのだなという気づきを頂いたことから選
ばせていただきました（藤吉）。

選評コメント

しあわせのファイナンス
BK 大阪営業第二部商社・不動産・フィナンシャルスポンサーチーム

山下竜矢

熟成される遺言
FG デジタル企画部企画チーム

小野峰寛

女子会中のATM
RT 調査部経済調査チーム

坂中弥生むらさき色になった あおまる

BK 名古屋法人第一部渉外業務課・神谷裕加里

神谷笑里那さん

みずほ大賞

田丸雅智賞

Forbes 
JAPAN賞

みずほ
キッズ部門
特別賞

木原正裕
みずほフィナンシャルグループ

取締役兼 執行役社長 グループCEO

選定者

田丸雅智
ショートショート作家

選定者

藤吉雅春
Forbes JAPAN編集長

選定者

※作品には、一部不適切と思われる語句が含まれていますが、オリジナリティーを重視して、そのまま掲載します。
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年目の平澤優佳（写真左）だった。
「父が画家で、以前から絵画や美術品など
“価値あるもの”を取り扱うビジネスに興味が
あったんです。これを逃したら、高額品投資
サービスを一からつくれる機会は二度とない
と思い、志願しました」（平澤）
　膝を突き合わせて議論を重ね、実際に高
級品の利活用に興味をもっている人などを対
象に、1時間程度のニーズヒアリングを全員
で手分けして行った。2カ月近く走り回り集め
たその数は約90名分。
「インタビューの結果、3割程度から好感触
を得て、ターゲットが明確になりました。個
人の価値観や好みが反映されるサービスなの
で、打ち出し方についての課題感も見え、有
意義な結果を得られました」（染谷）
「当初は投資経験のない人がターゲットにな
るかと思いましたが、インタビューを重ねるう
ちに、ある程度経験のある人のほうが興味を
示したのです。ペルソナが複数出てきた際に
は、どのターゲットに絞るかについて、チー
ム内で議論を重ねました」（平澤）
　作成したプレゼン資料は200枚を超え、そ
れをさらにブラッシュアップした。「どうやった
ら伝わるか？」を徹底的に考えて、全員でギ
リギリまで試行錯誤を重ねた。
　プレゼン当日、染谷は緊張のあまり逃げ出
したい思いだったが、登壇直前に気持ちを切
り替えた。
「役員全員を納得させるのは無理だから、目
の前の木原グループCEOだけに訴えるつも
りでやろうと思い直したんです。もちろん緊
張はしましたが、内容には自信があったので、
素直にこのプロジェクトの面白さと将来性を
伝えることに集中しました」（染谷）
　その結果、着眼点の斬新さ、丁寧なニー

実現に向けて仲間と全力で挑戦してきた先に
訪れた「今」。1年前は予測できなかった「今」
を、二人はこう感じている。
「一社員の自分が、いろいろな方の協力を
得てさまざまな経験を積むことができています。
それを見て『自分もできるかも』と、より多く
の社員が新しい挑戦をして、会社がそれを支

える。そんな相乗効果によって、パー
パスである『ともに挑む。ともに

実る。』が実現するのではない
かと期待しています」（染谷）
「最初は違う意見を相手に

伝えるのに躊
ちゅう

躇
ち ょ

していましたが、
よいものをつくることをいちばんに

考えたらちゃんと議論するべきだとマイ
ンドチェンジできました。この経験を活かし
て、今後は自分でも何かをプロデュースして
みたいです」（平澤）
　自分のコンフォートゾーンを超えて成長し、
新規事業創出に挑む若き社員たち。アイデア
を形にしようと奔走する彼らを支え、応援す
るカルチャーが今〈みずほ〉に生まれ始めて
いる。

2023年7月に選定された次世代金融プロジ
ェクトの原案となった。
　その後、アイデアが形になったタイミング
で社員発の新規事業創出をめざす『みずほ
GCEOチャレンジ』の実施を社内通達で知る。

「会社の大きなサポートを受けながら
これが実現できるなら、ぜひやっ

てみたい」と参加を決めた。

 社内ビジコンへの挑戦
　

『みずほGCEOチャレンジ』は、
木原正裕グループCEOをはじめ

経営陣を前にピッチ形式でアイデアを
披露する社内ビジネスコンテストを通過すると、
事業化に向けた予算の割り当てや異動など
の手厚いサポートが受けられるという施策だ。
　原案は染谷がひとりで考えたが、ピッチ形
式のプレゼンテーションへの進出が決まった
ことで、3名の協力者が加わった。同じ小舟
町支店内で手を挙げたうちの1人が、入行5

ク・みずほ銀行のブランドが大きなアドバン
テージになるだろう。
「高級品投資という切り口でジャンルを絞ら
ないサービスはまだありません。既存のサー
ビスはほとんどがベンチャー企業なので、現
物管理においてもみずほ銀行の信用力は高い。
メガバンクが管理するという安心感を担保に、
さまざまな出品者や投資家を集めるこ
とができると考えています」（染谷）
　将来的には歴史的な文化財
なども扱えるようになれば、さ
まざまな社会貢献につながる
可能性も秘めている。さらに、
クリエイター支援の役割も果たし
たいと染谷は語る。
「これまでは、例えば10万円の作品に1
億円の価値がついたとしても、クリエイタ
ーには還元がないことがほとんどでしたが、
Raritasでは還元できる仕組みを考えていま
す。クリエイターが育つ土壌をつくり、美術
品市場規模をより拡大させていきたいと考え
ています」（染谷）
　興味や学びのなかからアイデアを抽出し、

　近年、NFTを活用したデジタルアートやウ
イスキー投資など、多様な高級品投資が注
目を浴びている。
「金融サービスとしての高級品投資には前か
ら興味があったのですが、まず金額が高いし、
保管にも相応の対策が必要。やはり
購入できるのは富裕層に限られて
しまい、それ以外の人は投資
ができない。それゆえに、そ
の課題さえクリアできれば新た
なニーズを掘り起こせると思っ
たのです」（染谷朋玖／写真右）
　当時、小舟町法人第二部で法人営
業を担当していた染谷は、そう振り返る。部
内の次世代金融推進の主管者でもあった染
谷は、Web3やブロックチェーン等について
調べるうちに、NFTの可能性に気づく。「所
有権を分割してNFTを紐づけたら、少額で
の投資が可能になるかもしれない」と思い、
アイデアをまとめてみることにした。これが、

ズ調査、若手メンバーによる意思ある挑戦が
高く評価され、彼らのビジネスプランは1週
間後に選定された。

高級品投資を通した社会貢献に向けて
　
　事業化に向けて動き始めた『Raritasプロ
ジェクト』。このプロジェクトは、高級品投
資という「富裕層に限られたマーケット」を、
所有権を分割投資できるプラットフォームを
つくることで「高級品投資の民主化」の実現
をめざしている。
　出品者は目下、銀行の取引先を予定して
おり、利用者は富裕層に限らず投資をしたい
人なら誰でも可能。所有権情報はNFTで管
理されるので個人ユーザー同士でセキュアに
売買ができ、外部売却されると所有権に応じ
た売却金額が分配されるという仕組みだ。さ
らに所有者の属性などのデータを活用するこ
とで、出品者側にとっては新しいマーケティ
ングの手法にもなる。
　実店舗やウェブ上にも、高級品投資のサ
ービスはすでに競合他社が存在するが、150
年の歴史と全都道府県に拠点をもつメガバン

みずほ銀行から、次世代の金融プロジェクトが生まれようとしている。
宝石や美術品をはじめとした多様な高級品の所有権を分割して、誰でも少額から投資ができるプラットフォーム
「Raritas（ラリタス）」だ。発案者であるデジタルイノベーション部の染谷朋玖と、平澤優佳に話を聞いた。
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矢野由里 ＝ 文　尾藤能暢 ＝ 写真　竹田磨央 ＝ 編集

「高級品投資の民主化」をめざして
社内ビジコンが新たなマーケットを開く

高級品少額投資プラットフォーム「Raritas（ラリタス）」

『みずほGCEOチャレンジ』でのプレゼンテーションの様子。

染谷朋玖◎BKデジタルイノベーション部・ソーシャルソ
リューショチーム。葛飾支店、総合資金部、小舟町法
人第二部を経て現職。ブロックチェーンやWeb3技術を
用いた新規事業案の実現と社会への実装を推進中。

平澤優佳◎BKデジタルイノベーション部・ソーシャルソ
リューショチーム。兜町支店、小舟町法人第二部を経
て現職。ブロックチェーンやWeb3等の先端技術を活用
した社会課題解決に向けた案件を推進中。
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所有権を分割して
NFTを紐づけたら
少額での投資に

可能性を見いだせる

若い社員の挑戦を
会社が支える。

相乗効果によって、
パーパスが実現する
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きる。支援を拡大するためにも挑戦したいと
思っていました」（佐藤）

　SIBとは、行政が民間の資金や知
見を活用して事業を行い、その成

果に応じて報酬を支払う社会
課題解決の仕組みだ。しかし、
佐藤が地方でさまざまな人に
相談しても「SIBを知る人はほ

とんどいなかった」という。
　そんな佐藤に応えたのが、2021年

当時みずほ銀行秋田支店長だった中村壮 
（写真右）だ。とある経済団体の会合で佐藤
から相談を受け、「すでにSIBにおいて実績

を見据える。
　その言葉に、フォレシアも期待を寄せる。
SIBは主な資金が寄付である寄付型NPOに
も活用できるため、「私たち事業型NPOの
SIB事例が、国内外の寄付型NPOの新たな

資金調達と社会的インパクトの拡大に
もつながる」と佐藤は話す。

　SIBの歴史は浅く、世界中
が試行錯誤を重ねている段階
だ。それでも掛川は、「社会
課題につながりやすい医療や

福祉の分野は、国主導で制度づ
くりにより解決をめざすことがほとんど

ですが、今回のプロジェクトは当事者に寄り
添い、課題をいちばん理解しているNPOの
創意工夫が活かされます。今後、NPOなど
が住民・企業・行政と手を取り合って解決
が進む、複雑な課題が増えていくはず。それ
に金融の力で貢献していきたい」と前を見る。
　一方、秋田支店を率いる田辺は「グルー
プ外の組織との共創の可能性を実感した」
と、さらなる未来を見つめる。
「秋田支店全体、行員全員で秋田のために
できることを探したい。既存の企業を支える
ことはもちろん大事ですが、新しいバリュー、
新しい産業を生む長期的な施策も視野に入
れたい。それを他県・海外に展開するとき
に、全国・海外にネットワークをもつ〈みず
ほ〉の力が活きるはず。それこそが今の時代
に、地方にメガバンクの支店がある意味にな
っていくのではないでしょうか」（田辺）
　少子高齢化という社会課題に取り組んだ
経験をもとに、地方創生にまつわる新たな課
題に〈みずほ〉としてチャレンジしていく。そ
の精神は地域を超えて、広がっていくはず 
だ。

身体的負担を負い、治療を継続しにくい状
況に疑問をもっていたという。
「不妊症につながるリスクがある子宮
内膜症や性感染症の早期発見・
早期治療の機会、予防策を含
む性教育の場が充実していれ
ば、不妊症治療者の減少、ま
たは軽度な治療で妊娠につ
ながる人が増える可能性は高い。
NPOでは一般的な投資対象にはなら
ないのですが、社会的インパクトを創出する
ための投資は、ソーシャル・インパクト・ボ
ンド（以下、SIB）を通して受けることがで

制のひっ迫緩和など、制度の持続可能性を
高めることにもつながります。エビデンスをも
とに、説得力のある論理と数字をどう構築す
るかが私のチャレンジとなります。今は短期
的な効果ではなく、20年後、30年後に大き
な実を結ぶためのプロセスを検証中で
す」（掛川）
　23年4月、新・秋田支店長
の田辺優（写真左）が本プロ
ジェクトを引き継いだ。「銀行
は不妊症治療にも携わるのか」
と驚いたというが、すぐに「少子
化の解決の一助になる」と、期待と
使命感をもって取り組み始めた。
　佐藤は「企業によっては担当者が代わると
頓挫するケースもある」と語るが、〈みずほ〉
ではスムーズにバトンが受け渡された。組織
全体に社会課題に対し果たせる役割は何か
を問い続ける文化、「変化の穂先であれ。」
という考え方が根付いている証左だろう。
　現在、プロジェクトは、企業の健康診断
の採血によって妊娠にかかわる栄養状態や
性感染症をチェックできる受診システムの構
築などに挑んでいる。同年7月に経済産業省
の実証事業にも採択され、コンソーシアムを
構築した。このコンソーシアムには愛媛県も
参加し、すでにモデル事業が始まっている。

全国に支店をもつ強みが
地方創生に活かされる

　中村は、「秋田県と県外との結節点、ハブ
としての役割を発揮できたのは〈みずほ〉だ
から。これを成功体験として、会社にフィー
ドバックしていきたい」と自信を見せる。本
プロジェクトの成果を軸に、地方創生や
SDGsにおける〈みずほ〉のプレゼンス向上

　人口約90.9万人（2024年1月時点）の
秋田県。国立社会保障・人口問題研究所に
よると、同県は2050年までに人口42％減と
国内最速で人口減少が進むという。さらに県
民の3人に1人は後期高齢者になるとも試算
されており、危機感が高まっている。
　みずほ銀行秋田支店は、同県に本拠地
を置いて不妊症治療者をサポートしてきた
NPO法人フォレシアとともに、不妊症予防と
いうアプローチで「少子高齢化」解決の一
歩を歩み始めた。
　フォレシア代表理事の佐藤高輝（写真右
から2番目）は長年、治療者が大きな経済的・

のある〈みずほ〉ならできる」と協力を申し出た。
「秋田支店長に就いた際、『〈みずほ〉だか
らできること、〈みずほ〉にしかできないこと
をやる』と決め個人的なビジョンとして掲げ
ました。秋田支店は100年余の歴史があり
ながら、秋田におけるプレゼンスが高いとは
決していえなかった。しかしみずほ銀行には、
地銀にはない強みがある。それは47都道府
県すべてに支店があり、全国のネットワーク・
知見を有しているということです。加えて、こ
のプロジェクトは秋田県最大の課題のひとつ
である少子高齢化、人口減少問題解決に寄
与することができる。秋田支店としても、〈み
ずほ〉としてもやるべきだと思いました」（中村）
　だが、成果設定が難題として立ち上がる。
SIBは行政コスト削減などを成果指標として
数字で示す必要があるが、不妊症予防件数
や治療者の減少という成果表出までの時間
が長いプロジェクトをどう評価し、データとし
て立証するのか。
　プロジェクト最大の課題を前にして中村は、
社内のSDGsビジネスデスク経由でみずほリ
サーチ＆テクノロジーズ（以下、RT）に協
力を仰いだ。RTは幅広い分野のリサーチや
コンサルティングを行うシンクタンクで、SIB
の知見も有する。「世界初の不妊症予防
SIB」に社会意義を感じたRTがプロジェク
トに賛同し、社会政策コンサルティング部医
療・福祉政策チームの掛川紀美子（写真左
から2番目）がジョインすることになった。
「不妊症治療のために離職する女性は少な
くありません。フォレシアのプログラムによっ
て離職を防止し、将来的な女性活躍につな
がることは、多様性ある社会の実現や経済
的なインパクトをもたらす。さらに不妊症治
療に伴う医療費を抑えたり、周産期医療体

全国でも最速で人口減少と高齢化が進む秋田県。地域が抱える深刻な課題を解決しようと、
みずほ銀行秋田支店が立ち上がった。地元NPO法人、そしてみずほリサーチ＆テクノロジーズとともに
不妊症予防に関するソーシャル・インパクト・ボンドの組成に向けて取り組み始め、実証モデルをスタートさせた。
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人口減少率全国トップの秋田県で
みずほ銀行がともに挑む世界初の「SIB事業」

不妊症予防に関するSIB組成

秋田市生まれの佐藤高輝が、自らの不妊症治療経験をもとに2017年に事
業型NPOとして設立。20年からは全国の企業向けに、治療と仕事の両立
支援事業を開始。オンライン相談窓口の提供や不妊症治療休暇制度の導
入支援、月経・不妊症等の健康課題にかかわ
る研修を行う。また、自治体や大学からの要請
で生殖知識×ライフデザイン講座を行っている。

NPO法人フォレシア

佐藤高輝◎NPO法人フォレシア代表
理事。自身の体験から、2017年フ
ォレシアを設立、20年から法人向け
に不妊症治療と仕事の両立支援事
業を開始。

田辺優◎BK秋田支店長。静岡支店、
尾久支店、虎ノ門支店・虎ノ門第
二部、リサーチ＆コンサルティング
業務部、金沢支店を経て、2023年
より現職。

中村壮◎FGリテール・事業法人業
務部。リスク統括部、戦略企画部
サステナビリティ推進室、秋田支店
長を経て、2023年より現職。RBC
カルチャーアンバサダー。

掛川紀美子◎RT社会政策コンサ
ルティング部医療・福祉政策チー
ム。経営コンサルティング部門を経て、
2005年より現職。医療・介護領域
の政策調査や企業支援に従事。
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みずほ銀行には
47都道府県に支店があり、

全国のネットワーク・
知見を有する強みがある

複雑な社会課題に
対して

金融の力で
貢献していきたい
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「メガバンクで比較すると、生成AIに対して
まだどこも抜きん出た強みは持っていないは
ず。だからこそ、いち早くトライするスピード
感が重要だと考えました」（デジタル企画部・
石井宏明／写真左）
　2023年6月、マイクロソフトが提供する、
クラウド上で生成AIモデルを利用できるサー
ビス「Azure OpenAI Service」の活用検
討開始を発表後、約2カ月という異例のスピ
ードで運用がスタートしたのがみずほ版
ChatGPT「Wiz Chat」だ。“Wiz”には、wise

（賢い）やwisdom（知恵）という意味に加え、
with（ともに）という、新パーパスである「と
もに挑む。ともに実る。」への思いが込められ
ている。Wiz Chatは時間や状況問わず相談
可能とあって、現場からも評価する声が多く
聞こえてきているという。加えて、Wiz Chat
を活用してプログラミングに挑戦する社員も
現れるなど、社員の行動変容も促している。
　そもそも生成AIに関する調査・研究は、
以前より、グループCDO 梅宮真のもと進め
られてきた。導入に際して即座にAIタスクフ
ォースの組成が可能だったのも、そうした素
地があってのことだ。タスクフォースでは、
全体の運営統括にはじまり、各業務にAIを
適用するための業務適用推進、最新技術の
調査・研究を行うR&D、また法務面や倫理
までを含めたガバナンス整備といった役割が
設けられた。なかでも石井は、企画自体の
推進や汎用共通アプリの開発を行うなど、業
務適用推進の役割をけん引している。
「生成AIは、金融・非金融問わず新しいビ
ジネスを生むためのテクノロジーという側面
が大きい。特に、今後のビジネスにおいては、
これまで以上により多くのデータをより早く活
用していくことが重要となります。莫大な数の

スコントロールやセキュリティ面の担保につい
ても、その遂行とスピードを両立させていくこ
とが重要であると3人は口を揃える。特に生
成AIをめぐっては技術の進歩や倫理的議論
が日進月歩で、旧来の銀行文化では考えら
れない速度で意思決定する難しさに直面した。
また、利用習慣のついた社員が増える一方、

〈みずほ〉全体で見るとさらなる利用率向上
のための取り組みも望まれている。それでも
常にアップデートを繰り返しながら、生成AI
の利活用プロジェクトは邁進し続ける。
　石井はこのプロジェクトにかける思いを次
のように話す。
「これからの時代、今までの金融機関では
考えられないほどのスピード感で変化をキャ
ッチアップする必要があります。そのなかで、
生成AIは実務やビジネスを変える可能性が
あると同時に、〈みずほ〉が時代のフロントラ

ンナーになるために必要とされる社員
の意識やカルチャーの改革にもつ

ながりうるものだと感じています。
生成AIプロジェクトが〈みず
ほ〉の可能性を広げていくこと
で、我 も々会社としての変化の

穂先でありたいのです」
　先行き不透明な時代にあって、変

化を恐れず「責任あるAI」が拓く新たな未
来をめざす。着実かつスピーディに、金融
業界に変革を起こしていく。  

なスキルとなるはず。そのために、まずは〈み
ずほ〉全員にAIの便利さを理解してもらうこ
とが自分の使命だと考えています」（波多野）

　今後、生成AI利活用の最終段階と
なるフェーズ3では、AIバンクな

どの形で顧客に対するサービス
提供を見据えている。フェー
ズ2までは社員の業務効率改
善を目的とした〈みずほ〉内の

システムだが、フェーズ3では顧
客向けサービスとして、より厳格な運

用やセキュリティを追求する必要がある。そこ
には、生成AIの返答にも完璧さが求められる
といった困難も伴っている。
　同じくデジタル企画部の徳安正臣（写真
右）は「〈みずほ〉は、社内データをはじめ
多種多様な顧客データを保有しているため、
そのデータのセキュリティやプライバシー保護
は、慎重に対策を講じる必要がありま
す。また、AIを効果的に活用す
るためには、法規制やコンプラ
イアンスには十分留意しつつも
スピード感を持って進めていく
こと、つまり、“守りの姿勢”と
“攻めの姿勢”を両立させるバラン
スが求められています」と言い、「責
任あるAI」の重要性を強調する。
　今後、開発プロセスの整備に加え、社内
や外部の最新データを活用するためのアクセ

お客さまとそのデータを保有する金融業界だ
からこそ、生成AIによって何ができるのかを
しっかりと考えていきたいのです」（石井）
　石井はその思いのもと、日々のルー
ティンや金融機関ならではの膨大
な事務作業など、〈みずほ〉が
抱える往年の課題に対して、
生成AIが寄与する効率改善
に期待を寄せる。

「変化の穂先であれ。」
生成AIを使いこなして変革を

　こうしてスタートを切った〈みずほ〉では、
生成AIの利活用を3つのフェーズで推進する。
　フェーズ1ではWiz Chatの導入に加えて、
7、8月に生成AIアイデアソンを実施。2,000
件を超えるアイデアが集まり、なかでも『当
行保有データのAIによる分析と提案書の自
動生成』は社長賞を受賞した。このAIによ
る提案書や与信稟議の自動作成は「Wiz 
Create」と名付けられ、現在進行中のフェ
ーズ2で開発中だ。
　さらに、現状業務遂行において多大な時
間とリソースを要している「事務手続照会」
分野についても、社内情報検索に注力した

「Wiz Search」としてすでに一部でプロトタ
イプ・アプリとしての試用を開始。「Wizシリ
ーズ」としてWiz Chatに次ぐ、生成AIアプ
リの開発検討を進めている。
　Wiz Searchの開発にも携わる波多野祐美

（写真中央）は、〈みずほ〉内のデジタルツ
ールの普及活動に従事している。Wiz Chat
の活用ガイド作成やSNS発信を行う傍ら、
いわば“業務用Q&Aチャットボット”となる
Wiz Searchのユーザビリティ向上に注力し
ている。銀行業務に関する疑問については
生成AIの回答が一般論にとどまってしまうこ
とも多く、どのような場面で活用していくべき
かという利用者側の試行錯誤も重ねている。
「当初から専門技術的な知見を有している
わけではなかった」と明かす波多野。しかし、
その分デジタルに苦手意識を持つ社員の気
持ちを理解し、そうした意見をシステムへと
反映させる橋渡し役となることに努めてきた。
「AIを使いこなして自分がやりたいことにつな
げていく力は、今後のビジネスにおいて必要

2023年6月より、言語モデルGPTを採用したテキスト生成AI「Wiz Chat」の運用がスタートした。
アジェンダや原稿の作成・添削、翻訳や要約、プログラミングに活用でき、業務効率改善に寄与している。
生成AIの活用促進は、〈みずほ〉にどんな変化をもたらすのか。
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時代のフロントランナーになれ！
生成AIの実装で描く未来予想図

AIが与えるビジネスへの影響、世界観

石井宏明◎FGデジタル企画部。BK
京都支店、リテールマーケティング
等を経て、現在は「AI技術の業務
適用」に向けた企画推進全般や汎
用共通アプリの開発等に対応。

波多野祐美◎FGデジタル企画部。
蓮根支店、事務企画部、企画管
理 部を経て、 現 在は「Wiz Chat」
の利活用促進プロモーションに加え

「Wiz Search」のPoCに参画。

徳安正臣◎FGデジタル企画部。デ
ジタルイノベーション部を経て、
2023年4月より現職。入社以来、主
に「Wiz Chat」の企画推進および社
内外からの照会業務を担当している。

　新たなビジネスチャンスを期待する生成AIの活用は3つのフェーズで推進されていく。

今後の〈みずほ〉の生成AI活用
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“守りの姿勢”と
“攻めの姿勢”を両立。

「責任あるAI」を
推進していく

これまでにない
スピード感で変化を
キャッチアップする

必要がある
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・2023年6月
　Wiz Chat導入
・2023年7、8月
　生成AIアイデアソン

・Wiz Search
　事務手続きAIなど
・Wiz Create
　融資稟議作成AIなど

まずは素早く導入。
とにかく使ってみる

社内データ・外部
最新データを活用

将来を見据えた
サービスとして、

AIバンクなどの形で
お客さまに

サービスを提供

PHASE 1

PHASE 2

PHASE 3We
are
Here!
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目の前に現れる絶景に心奪われたり、いろい
ろなことを感じたのはもちろんなんですけど、
とにかく「なんて気持ちのいいお金の使い方
をしているんだろう」って歩きながら感動した
んです。
杉本：それはうれしい感想ですね。
箭内：お金はため方、増やし方よりも使い方

の意識の発達史みたいなものを、自分で字を
書いてみて体験したんです。
　先ほどおっしゃってくださった江之浦測候
所では、人間が人間になったころの記憶とい
うものを追求しているんです。古代人が見て
いた海というものをあそこで再現しようと。現
代人が文明の行く末を考えるには、どうやっ
て人間が人間になったのかを体感することが、
これからは重要なんじゃないかと思ってね。
箭内：未来のために過去というか、源流を探
るわけですね。
杉本：ええ。それがまあ、あえて言うと、こ
の時代におけるアートの意味ではないですか。
江之浦には近代文明の痕跡がほとんどない
景色が残っています。東京から京都の間でも
珍しく開発されなかった場所ですし、法隆寺
や東大寺の礎石を置いていますから、自然と
遠い時代や歴史に思いをはせることができる
ようにしています。
箭内：思いをはせる。それがアートが呼び起
こす大きな力ですね。
杉本：特に現代のように複雑で不確実な時
代だからこそ、過去や源流に思いをはせるこ
と、思いをはせる時間というものが重要でし
ょうね。それには少し、立ち止まるということ
が必要でしょう。現代の資本主義は自転車
操業ですから、止まると倒れてしまうシステ
ムになっている。拡大再生産が前提ですから、
経済成長のために森林破壊をして土地を得
る。その土地からの利益でまた森林破壊をす
る。環境を破壊して資本主義を成り立たせて
いるという悪循環に陥っています。そうなると、
原始共産制社会で、みんなで仲良く暮らさざ
るをえなかったころの記憶が非常に重要にな
ってくるんですよ。
箭内：なるほど。
杉本：江之浦測候所には70ｍの隧道があっ
て、冬至の日にはそこから日が昇ってくるの
を見るんです。古代と変わらない日の出を見
ていると、しみじみしますよ。そういう人間本
来の、すがすがしい気持ちを取り戻すことが

ディレクター箭内道彦（写真左）が、〈みずほ〉
が信じる「アートの力」について聞いた。
箭内：ぼくの杉本博司体験からお話ししても
いいですか？　杉本さんが設計された小田原
の江之浦測候所（注1）でのことです。杉本
さんの歴史観に裏打ちされた日本建築史のエ
ッセンスに教えられることがたくさんあったり、

も、私の場合は江之浦測候所のような自分
の作品に投資してしまうんですね。それで死
ぬときにフタを開けたらキャッシュバランスが
ゼロ、というのがひとつの理想の生き方です。
箭内：「宵越しの銭は持たない」じゃないけど、
芸術活動で得たお金は芸術に返していくと。
杉本：見れば見るほどいいな、と思えるもの
につくり換えていけば、それが次の世代に引
き継がれていく。富を増殖させていくことのみ
に傾いている金融資本主義に対するアナーキ
ズムみたいなものですね。
箭内：金融アナーキズムでもあるけれど、む
しろ金融のあるべき幸せのかたちじゃないで
すか。世の中のお金持ちがよいものへ投資し
て「換物」する、という考え方をもってくれ
たら、世界はもっと素敵な場所になりますよね。
杉本：利潤をアートといった美しいもの、よ
いものに換物する。いわゆるアートとお金の
循環みたいなものですね。

不確実な時代だからこそ、アートと向き合う

箭内：杉本さんは人間の源流、アートの源
流を考えながら作品に取り組んでいます。ア
ートは時代によって役割を果たしたり、果た
せなかったりしてきましたが、この時代におけ
るアートの意味をどうとらえていますか？
杉本：まず戦争しているとアートはなくなりま
すから、こうやって「アートの役割とは」な
んて話せているこの時代は平和だということ
ですね。ただ人類史において平和な時期はそ
う長くはないんですよ。そもそも、私は「人
間とは何か」をいちばん大きなテーマとして
考えているんですね。動物から人間になった
きっかけは何か。人間にとって言葉とは何か。
文字とは何か、といったふうに。
箭内：2023年9月に開催した個展「火遊び 
Playing with Fire」（注3）では「火」とい
う文字の書を展示しています。
杉本：燃えている火の形をずっと見ていて、
火という文字ができたし、三日月みたいな月
を見て、月という字ができた。そういう人間

〈みずほ〉はパーパスを体現する取り組みの
ひとつとして、「経済だけでなく、アートの力
で文化や社会・人びとの生活も豊かで彩あ
る未来」をめざし、東京藝術大学と2023年
11月に連携協定を結んだ。今回、世界的な
現代美術作家である杉本博司（写真右）に
東京藝術大学で教授も務めるクリエイティブ

がいちばん大事だし面白いと思うんですけど、
杉本さんは自分の作品で生んだお金を江之
浦測候所というすごいものに換えていってい
ます。その行為自体が、ものすごくカッコい
いですね。
杉本：私が作家として売れるようになったの
は50歳を過ぎてからなんです。それまでは「海
景」（注2）の小さい写真作品が3,000ドル
から3,500ドル、当時は30万円ぐらいでした。
1995年にニューヨークのメトロポリタン美術
館で初めて個展をしてから、急に高額で取引
されるようになったんです。だから、持ち慣
れないお金を持つと不幸が起こるんじゃない
かということで（笑）、アートで生まれたお金
はアートに換金じゃないけれども、「換物」し
てしまおうと。
箭内：なるほど、「換物」ですね。
杉本：投資家はお金を投資に回しますけれど

不確実な時代に、アートは何を教えてくれるのか？
日本を代表する現代美術作家に、時代の先頭を歩き続けるクリエイティブディレクターが聞いた。

tex t  by Yu r i  Na ka u s a   |   photo g r a ph s b y Yo s h ia k i  Ts ut s u i

仲宇佐ゆり ＝ 文　筒井義昭 ＝ 写真

杉本博司◎現代美術作家。1948年、
東京都生まれ。立教大学経済学部卒
業。ロサンゼルスのアートセンター・
カレッジ・オブ・デザインで写真を学
ぶ。74年よりニューヨーク在住。メト
ロポリタン美術館ほか世界の美術館に

「海景」など代表作が収蔵されている。
活動分野は写真、彫刻、インスタレー
ション、伝統芸能、建築、造園、料理、
書など多岐にわたる。約20年をかけて
建設した「小田原文化財団　江之浦
測候所」が17年にオープン。紫綬褒
章、フランス芸術文化勲章オフィシエ
叙勲など受賞多数、17年に文化功労
者、23年日本芸術院会員に選出。

箭内道彦◎クリエイティブディレクタ
ー。1964年、福島県郡山市生まれ。
東京藝術大学美術学部デザイン科
卒業後、博報堂を経て2003年に独立。
風とロック有限会社を設立。タワー
レコード「NO MUSIC, NO LIFE.」、
リクルート「ゼクシィ Get Old with 
Me」、東京メトロ「Find my tokyo.」
など、話題の広告を手がける。15年
には福島県のクリエイティブディレク
ターに就任。05年からフリーペーパ
ー「月刊 風とロック」をほぼ一人で
編集し、赤字を出しながら発行し続
けている。ラジオのパーソナリティと
しても活躍。

「ともに生きる」ことが未来につながる

HIROSHI SUGIMOTO     MICHIHIKO YANAI
杉本博司  箭内道彦

P R O A CT I V E LY I N N O VAT E TO G E T H E R W I T H O U R C L I E N TS
FO R A P R O S P E R O U S A N D S U STA I N A B L E F U T U R E .

H I R O S H I S U G I M OTO x
M I C H I H I KO YA N A I03 TO WA R D S 

T H E F U T U R E

S PE C I A L E DI T ION  |   F OR B E S JA PA N  |   878 6  |   F OR B E S JA PA N  |   S PE C I A L E DI T ION



とした存在感を示している。その理由がよく
わかりました。
箭内：文化外交のなせる業ですよね。
杉本：ですから、アート経営とかアート思考
といったものにまず必要なのは日本文化への
誇りであり、日本文化を理解しようとすること
だと思います。私にとっては藤原時代の装飾
経とか、大和絵とか仏像のほうが、現代のア
ートよりよほど刺激があるんですよ。天平と
か平安の精神性がだんだん体に染み込んで、
自家薬籠中のものになったことで、自分の鑑
識眼が育まれた。日本文化に対する評価基
準がもてるようになったんです。
箭内：まさに日本文化の源流に、常に思いを
はせていると。
杉本：そうですね。今回の個展（注3）では「無」
という字も展示しています。室町の禅僧、夢
窓疎石や大燈国師の書を毎日見て暮らして
いると、彼らのメンタリティーが伝わってくる。
そしてしばらくすると、そのスタイルが自分の
なかに入ってきて、姿として現れてくるんです。
箭内：美意識の高みですね。まずアートに向
き合う。その時代精神を理解しようと努める。
それによって作品になるんですね。
　ところで、アート思考がどんなにはやって
いても、アートはわからないと拒絶して、自
分とは関係ないものだと思っている方もたくさ
んいると思うんですよ。こうしたアートアレル
ギーというか、美術に対して多くの人がもっ
ているハードルに対して杉本さんのお考えっ
てありますか？
杉本：自分の作品に関して言うと、万民に
平等にわかってもらいたいとは思わないです
ね。ある意識をもっている方だけに反応する
ような、時限爆弾みたいな装置でいいと思う
んです。
箭内：なるほど、時限爆弾。
杉本：若いころに見たときはわからなかった
けど、人生経験を積んだときに、ああ、そう
なんだ、と思えるくらいでいい。わかりやすく
しようとか、みんなにわかってもらえるように

ら、自然と「ともに生きる」という精神性こ
そが、今、日本人が世界に対して、発信で
きるメッセージだと私は思っています。
箭内：まさに日本文化の源流。
杉本：そうですね。〈みずほ〉さんの掲げて
いるパーパスは「ともに挑む。ともに実る。」
でしたね。まさに共生という日本人の素晴ら
しい部分を世界に広めていくためのビジョン
だと思います。日本文化の伝統を、堂 と々誇
るためにはアートに向き合うこと、時間をかけ
て思いをはせることが必要だと感じます。

るのが、海外の国立美術館で展覧会をする
際のオープニングセレモニーです。日本の外
交官も出席されますが、アートや文化、歴史
に造詣が深い方が少ないように思います。
箭内：ああ、確かにそうですね、それは。
杉本：ベルリンにある新ナショナルギャラリー、
建築はミース・ファン・デル・ローエの晩年
の傑作なんですけど、ここで個展をすること
になったので、日本大使館にレセプションを
開いてくださいとお願いしに行ったんです。す
ると、参事官が大使の予定を見て、この日
は先約があるから難しいです、と簡単に断ら
れました。
　で、その晩、元駐日フランス大使で、当時
ドイツに赴任していたベルナール・ド・モン
フェランさんに会って、「断られてしまったよ」
と言うと、「それはもったいない、うちでやり
ます」ということになり、ベルリンのフランス
大使館で私のプライベートレセプションを開
催してくれました。そこに外交関係者が来て、
アートを題材に社交の場をもつわけですね。
箭内：それはある種、日本の国益の損失とい
うか、大事な機会を自分から失っていますね。
杉本：フランスは生産力という意味での国力
はあまり高くないけれど、世界のなかで堂々

を迎えた〈みずほ〉もまた、源流に向き合い
ながら、紡いできた歴史を受け止め、次の
世代につないでいく時期に差し掛かっている
ということなんでしょうね。
杉本：〈みずほ〉さんの源流である渋沢栄一
とは少し縁があります。渋沢が主人公だった
NHK大河ドラマ「青天を衝け」の題字を書
いたのが私なので。渋沢栄一は日本的な資
本主義を考え抜いたところがすごい。まさに
その源流にあるのが日本人的な自然観であり、
自然を敬う精神だったと思っています。私は
海外に50年以上住んで、日本人とは何かと
いうことをずっと考えてきましたが、やはり日
本人の感性というのは世界のなかでも相当ユ
ニークですよ。
箭内：どんなところがユニークなんですか？
杉本：メソポタミア、エジプト、インダス、
中国の四大文明は自然をコントロールするこ
とで培われたものなんです。つまり、自然を
破壊して耕作地をつくることから始まった。と
ころが、温帯の島国である日本は自然が豊か
で、山野の恵みによって暮らしてきた。だから、
自然に霊力を感じ、崇拝する文化が育まれて
きたんです。いたるところに神が住んでいる、
宿っているというメンタリティーです。ですか

非常に重要だと思うんですよね。

ソフトパワーこそ、国力の源泉になる

箭内：今、アート経営とかアート思考という
言葉がはやっています。経営や社会のなかに
アートの歴史や哲学を応用していこうという
動きです。
杉本：教育も含めて、日本はソフトパワーこ
そが国力になるということを、もっと打ち出す
べきだと思います。こうした不満をいつも感じ

レベルを下げようとか、そういう意識はもって
いないですし、もたないほうがいいですね。
　ただ、先ほど言ったように、日本全体がア
ートに対する意識を高めることには賛成です
よ。繰り返しになりますが、ソフトパワーこ
そが日本の国力を上げると信じていますから。
そのためには、アートと向き合う、自分なり
の日本文化への理解をもつことが重要だと思
います。

渋沢栄一の思想、日本の自然観を誇るべき

箭内：それにしても、杉本さんはご自身の好
きなことをやっている感じが、体中からあふ
れていて、本当に楽しそうですよね。
杉本：死ぬときの最期の一言は「ああ、楽
しかった」にしたいんですよ。
箭内：いいですね。でも、世の中には「好き」
と「仕事」が直結していないと感じている人
も多くいるわけじゃないですか。どうやったら
楽しく生きていけるんでしょうね。
杉本：こう見えて私だって大変なときがあり
ましてね、ニューヨークで結婚したてのころ、
子どもも生まれて、収入がなくて相当苦しい
時期がありました。ちょうどそのころ、ニュー
ヨークはクラフトブームだったので、骨

こっ

董
とう

品
店を始めたんです。初めて親からお金を借り
て、ソーホーに「Mingei」という古美術の店
を開いた。私はそんな世界に飛び込むつもり
はまったくなかったんですが、妻から買い付け
に行ってくれと言われて、日本中の古美術店
を回り始めたら、取りつかれてしまったんです。
箭内：骨董に。
杉本：そう。天平時代とか平安時代の骨董
が手に入ると、うれしくって抱いて寝たりする
わけです。そうやって日本文化に親しみ始め
て、今に至っているところがあります。苦しい
ときに、楽しいことに出会えたわけです。お
そらくそれは、多くの人の人生においてもそう
なのではないですか。
箭内：杉本さんの源流との向き合い方をあら
ためてお伺いできた時間でした。創立150年

　自然と「ともに生きる」という精神性こそが、日本人が世界に対して発信できるメッセージだと思っています　
杉本博司

　まずアートに向き合う。その時代精神を理解しようと努める。それによって作品になる　
箭内道彦

小田原文化財団 江之浦測候所
海を望む、かつてミカン畑だった土地に杉本博
司が設計した壮大なランドスケープをもつアート
サイト。美術鑑賞のためのギャラリー棟、屋外
舞台、茶室、庭園、門、神社などが点在し、
古代から近代までの建築遺構から収集された考
古遺産が配されている。建築物は日本の各時代
の建築様式、工法の特徴を取り入れて再現され、
日本建築史を通観できるようになっている。

「海景」
世界各地の海を同じ手法で撮影した写真作品の
シリーズ。太古から変わらない海の風景が表現
されている。

杉本博司 個展「火遊び Playing with Fire」 
2023年9月5日〜10月27日、ギャラリー小柳で開
催。暗室のなかで現像液や定着液に浸した筆を
印画紙にふるった書の最新シリーズ「Brush 
Impression」から、《火》を中心とした新作を初
公開。

注1

注２

注３

2023年の個展「火遊び Pla y i ng w ith Fi re」で展観した作品
Brush Impression 《無》©Hiroshi Sugimoto courtesy of 
Gallery Koyanagi
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ていただきました。取り組み紹介では、時間
を割いて取材に応じていただき、基本的なこ
とから教えていただきました。森保一監督に
は鼎談、サッカー日本代表選手には撮影に
参加していただきました。短編小説を執筆い
ただいた田丸雅智先生には、東京、大阪、
エンティティ長対談の計3回ワークショップ
を開催し多くの方に参加していただきました。
歴史読み物をご寄稿いただいた鹿島茂先生、
本郷和人先生。表紙をともに創っていただ
いた日比野克彦学長。未来を語っていただ
いた杉本博司先生、箭内道彦教授。また本
PJ参加メンバーの上司・同僚の方々におか
れましても、メンバーが本企画に時間を割い

加え、「みずほショートショート大賞」のワ
ークショップ等のイベントも同時並行で行い、
メンバーが自主的かつ精力的に活動してきま
した。正直、私たちのほとんどがこのような
経験がなく、取材方法、執筆過程、写真撮
影等を初めて知るようなレベルでありました
が、Forbes JAPAN編集部、スタッフの皆
様には懇切丁寧に一から説明していただくな
ど、多くの素晴らしい〈みずほ〉の仲間や外
部の方々に恵まれました。社員グラビアの撮
影では、突然のお願いにもかかわらず、モデ
ルになっていただいた皆様には、スタイリス
トやヘアリストに囲まれるなか、フォトグラフ
ァーのポージングの要望にも嫌な顔せず応じ

　読者の皆様、〈みずほ〉創立150周年記
念特別号はいかがでしたでしょうか。本企画
はパーパスを策定するにあたり、〈みずほ〉
の150年を振り返る「源流PJ（プロジェクト）」
のひとつとして2023年2月にキックオフしま
した。当初メンバーは5人。通常業務をこな
しながら業後等を活用し、ERG（Employee 
Resource Group）として組織の枠を超え
て活動をしておりました。ところが掲載内容
を詰めていくと、総頁数が100頁規模と判明。
5人で遂行するのは不可能なため、国内外
に追加募集の通達をしたところ、グループ各
社から14名の仲間が加わり、23年7月より
新体制にて再始動しました。記事の作成に

た分の負担をカバーをしていただく等、大変
ご支援をいただきました。コーポ―レートカ
ルチャー室、広報室、人材・組織開発部、
秘書室をはじめ多くの関係各部の皆様の支
援のお陰で、PJメンバー全員が楽しんで取
り組むことができました。多くの人と「ともに」
挑んだ結果、本誌が発刊されたのだと思い
ます。改めて皆様に感謝し、創立200年で
ある50年後や300年である150年後に、こ
の本誌が〈みずほ〉の原点やマイルストーン
として後世に認識されることを切に願ってお
ります。

（BK ストラクチャードファイナンス営業部）
（SC 事務グループ）
（FG 人材・組織開発部キャリアデザイン室教育チーム）
（RT ＩＴ本部第５事業部第４部第１チーム第１課）
（BK 自由が丘法人部渉外1課）
（SC 船橋支店ウェルスマネジメント三課）
（BK リテール法人推進部エンゲージメント第一オフィス第三ライン）
（BK 横浜駅前法人部渉外5課）
（FG アセットマネジメント業務部企画チーム）
（BK 人事業務部ヒューマンサービス室）
（BK 成城支店）
（BK 横浜法人第二部渉外1課）
（BK 産業調査部総括チーム）
（FG 業務監査部企画チーム）
（BK 自動車・テクノロジー第一部半導体・電子部品チーム）
（BK 浦和支店）
（BK 市場営業部市場企画チーム)

五百森香苗
宇都宮 研
河合理恵
河西清香
菊池弓可
久保田裕之
後藤明香
下田彩花
田中義久
中村佳織
樋口千歌留
平田鈴奈
平野佳夏
桃井明日香
安永鷹太郎
横瀬 浩
吉本布由子
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MEMBERS

協力者全員と「ともに」つくりあげた
100年後の未来へと続くマイルストーン

2024年2月　みずほフィナンシャルグループ
創立150周年記念特別号責任者� 宇都宮 研 ※並びは50音順。所属は2024年1月時点のもの。
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